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エンジン調整

エンジン調整準備

SST(NGSまたはDT-S1000)使用時
1.エンジンを暖機する。

2.シフト・レバーをニュートラル(MT車）また
は、Pレンジ(AT車）にする。

3.すべての電気負荷をOFFにする。
。A/C

・ヘッド・ライト

・ブロア・モータ

・リヤ・デフロスタ

4.クーリング・ファンが停止していることを確認す
る。

5.SSTをダイアグノシス・コネクタに接続する。

4.クーリング・フアンが停止していることを確認す
る。 0

点火時期確認

SST(NGSまたは、DT-S1000)使用時
1.エンジン調整準備を行う。

2.アイドル回転数が、標準値内にあることを確認す
る。

標準値

750～850（800±50)rm

１
１
１

丘3.標準値外の場合、アイドル回転数調整を行う。
4．「セッテイ」(NGS)または「T｣(DT-S

1000)を使用してTEN端子をONする。
5.タイミング・ライトを接続する。

6.クランクシャフト・プーリの合いマーク（白色）

がタイミング・ベルト・カバーのTマークに合っ
ていることを確認する。

■
■
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心

49088017

島
卜

グノシス・

夕

八噂夛DT-S1000使用時

088

合いマ ク

の
7．その時、クランクシャフト・プーリの合いマーク

（黄色）が標準値内であることを確認する。
0990A 08800

088001

標準値

BTDC8｡～10｡(9i1)。6.PIDデータ・モニタアンドレコード(NG
S)または、リアル・タイム・モニタ(DT-S
1000）のエンジン回転数を選択する。 8.上記状態を確認後、「セッテイ」(NGS)また

は、「T｣(DT-S1000)を使用して、TEN端
子をOFFする。

9.再度、タイミング・ライトにてクランクシャフ
ト・プーリの合いマーク（白色）が標準値内であ
ることを確認する。

SST非使用時

1.エンジンを暖機する。

2.シフト・レバーをニュートラル(MT車）また
は、Pレンジ(AT車）にする。

3.すべての電気負荷をOFFにする。
。A/C

・ヘッド・ライト

・ブロア・モータ

・リヤ・デフロスタ

標準値

BTDC6。～18。

F－2
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エンジン調整

10.標準値内にならない場合は、以下の部品点検を行
う。

・カムシャフト・ポジション・センサ

・クランクシャフト・ポジション・センサ

・スロットル・ポジション・センサ

・水温センサ

●ニュートラル・スイッチ(MT車）

･クラッチ・スイッチ(MT車）

･インヒビタ・スイッチ(AT車）

11.上記部品が正常であれば、PCMを交換する。

…

囮
(2)SST非使用時

注意

・ダイァグノシス・コネクタの短絡端子を間違え

ると故障の原因となる為、定められた端子を短

絡する。

SST(NGSまたは、DT-S1000)非使用時
1.エンジン調整準備を行う。

注意

・ダイアグノシス・コネクタの短絡端子を間違え

ると故障の原因となる為、定められた端子を短

絡する。

⑱
oダイアグノシス・コネクタのTEN端子とG

ND端子をジャンバ・ワイヤを使用して短絡

する。

2.タコ・メータをダイアグノシス・コネクタIG-

端子に接続する。
ジャンパ・ワイヤ

EN端子

GND端

■■
■■■■■

田工田
IG－端子 6.タイミング・ライトを接続する。

7.クランクシャフト・プーリの合いマーク(白色）

がタイミング・ベルト・カバーのTマークに合っ

ていることを確認する。
● 3.アイドル回転数が標準値内にあることを確認する。

標準値

750～850(800i50)rm

4.標準値外の場合、アイドル回転数調整を行う。

5.SSTまたはジャンバ・ワイヤを使用してTEN

端子を短絡する。

(1)SST(システム・セレクタ）使用時

①ダイアグノシス・コネクタへSSTを接続

する。

②システム・セレクタのスイッチAを1に

セットする。

③テスト・スイッチをSELF-TEST側
にセットする。

八(三宝三

ク合いマ

8.その時、クランクシャフト・プーリの合いマーク

（黄色）が標準値内であることを確認する。

標準値

BTDC8｡～10｡(9fl)。

9.SSTまたは、ジャンバ・ワイヤを取外す。

F－3
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エンジン調整

10･再度、タイミング・ライトにてクランクシャフ
ト・プーリの合いマーク（白色）が標準値内であ
ることを確認する。

5．「セッテイ」(NGS)または「T｣(DT-S

lOOO)を使用してTEN端子をOFFにする｡

SST(NGSまたはDT-S1000)非使用時
1.エンジン調整準備を行う。

2.SSTまたはジャンバ・ワイヤを使用してTEN
端子を短絡する。

(1)SST(システム・セレクタ）使用時

①ダイアグノシス・コネクタへSSTを接続
する。

②システム・セレクタのスイッチAをlに
セットする。

③テスト・スイッチをSELF-TEST側
にセットする。

標準値

BTDC6。～18。

11.もし、標準値内にならない場合は、以下の部品点
検を行う。

・カムシャフト・ポジション・センサ

・クランクシャフト・ポジション・センサ
・スロットル・ポジション・センサ
・水温センサ

･ニュートラル・スイッチ(MT車）

･クラッチ・スイッチ(MT車）

●インヒビタ・スイッチ(AT車）

12.上記部品が正常であれば、PCMを交換する。
色

…

1
アイドル回転数調整

SST(NGSまたは、DT-S1000)使用時
1.エンジン調整準備を行う。

2．「セッテイ」(NGS)または「T｣(DT-S
1000)を使用してTEN端子をONする。
3.アイドル回転数が標準値内にあることを確認す
る。

(2)SST非使用時

注意

●ダイアグノシス・コネクタの短絡端子を間違え
ると故障の原因となる為、定められた端子を短
絡する。

標準値

750～850(800i50)rpm

4.標準値外の場合、点火時期調整に従って点火時期
が標準値内にあることを確認した後エア・アジヤ
スティング・スクリュ(AAS)を回して標準値
になるよう調整する。

●ダイアグノシス・コネクタのTEN端子とG

ND端子をジャンバ・ワイヤを使用して短絡
する。

わ

、
ジャンパ・ワイヤ

執
蝋
当
、

EN端子

GND端

…：■■■■■
■■ロー－

田ｴ田

3･アイドル回転数が標準値内にあることを確認す
る。

参考

・スロットル・アジヤステイング・スクリユ(T
AS)による調整は行わないこと。行った場
合、エンジン不調になる場合がある。

標準値

750～850（800±50)rm

F－4



一~で－－ーー一一一~一

諄
賑
‐
耐

エンジン調整

4．標準値外の場合、点火時期調整に従って点火時期
が標準値内にあることを確認した後、エア．ア

ジヤステイング・スクリュ(AAS)を回して標
準値になるよう調整する。

ヘッド・ライト／リヤ・デフロスタ／クーリン
グ・ファン

コンプレッサの圧力(A/Cプレッシャ．ス
イッチON時）が高いときのみ

*l

＊2

、 4.すべての負荷状態で標準値外の場合、ISCソレ

ノイド・バルブを点検する。特定の負荷状態で標

準値外の場合、関連入力部品系統および関連ハー

ネス、コネクタを点検する。
蕊 囮

アイドルCO、HC濃度点検
1.エンジン調整準備を行う。

2.エンジン暖機後、点火時期、アイドル回転数が正

常であることを確認する。

3.エンジン回転数を2000～3000mmまでアップさせて

約2分間暖機する。

4.CO、HCテスタをセットする。

5.CO、HC濃度が標準値内にあることを確認す

る。

ﾐヨ

参考

・スロットル・アジヤスティング・スクリュ(T

AS)による調整は行わないこと。行った場

合、エンジン不調になる場合がある。

●

5.SSTまたは、ジャンバ・ワイヤを取外す。

標準値

CO濃度:1.0%以下

HC濃度:300p剛以下

アイドル・アップ回転数点検
1.エンジン調整準備を行う。

2.アイドル回転数が正常であることを確認する。

3．以下の負荷状態で、それぞれのアイドル回転数を

確認する。（但し、負荷ON直後の瞬時回転低下を

除く）

6.標準値外の場合、上記l～3の手順を2～3回繰

返した後、再度CO、HCを測定する。

7.標準値外の場合、以下の点検を行う。

．O2センサ点検

・サービス．コード点検

･インテーク．マニホールド負圧点検

・燃圧点検

・点火時期制御点検

8.上記点検で異常がない場合、キヤタリスト・コン

バータを交換する。

ク〃

B6-ZE[RS]

●

BP-ZE[RS]

F－5

_型

負荷状態

アイドル回転数(rpm)

MT車
AT車

N，Pﾚﾝﾂ゙ Dレンジ

電気負荷ON時＊I

P/S作動時

A/C作動時＊2

800～900

(850±50)

750～850

(800±50）

950～1050

(1000r50)

750～850

(800±50)

700～800

(750±50)

負荷状態

アイドル回転数(rpm)

MT車
AT車

N、Pﾚﾝﾂ゙ Dレンジ

電気負荷ON時＊1

P/S作動時

A/C作動時
＊2

750～850

(800±50）

950～1050

(1伽0±50)

750～850

(800±50)

700～800

(750±50）
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吸気装置系統

バキユーム配管図

可変慣性吸気ソレノイド・バルブ＊

可変慣性吸気シャッタ・パルプ・アクチユエータ＊

PCVパルプ

、

一ジソレノイド・バルブノ

、

’ パワー・ブレーキ・
ユニツトヘ ノ

／
〆

g@le
r妄さ~4章

三靭謬
〕
I‘ I止

巳
聖
年
塁
卿
静

~ 、一ブ
、

チャコール・

キャニスタ

琴
Iキ

０
１I
EU

野‘
I

1
'一 〆； 、

ｒ
一

ド

鑑
I

鰹｡砿

Lー
ペンチレーう

ホース

ヨン。

ご＼

わ

今
、

可変慣性吸気チェック・バルブ
（1ウェイ）＊

．:轍：
-.-?倖.．め
･’ケ

合一Q』･●

~誹議鳶

灘

*BP-ZE[RS]

F－6
ミ

L

に



I

p

l?

~E~＝5－~ー__－－言

<,‘

吸気装置系統
I

吸気装置系統取外し／取付け

警告

●エンジン停止直後の吸気装置系統は高温で火傷の恐れがあるため、作業はエンジンを冷ました状態で行う
こと。

●燃料蒸発ガスは非常に着火性が高く引火した場合、重大な死傷事故及び、設備破損の原因となる為、火気
を近づけてはならない。

・燃料装置系統は加圧されており着火性の高い燃料が飛散したり漏れると重大な死傷事故や、設備破損の原

因となる。又、燃料が皮膚に付着したり、目に入ると炎症を起こす。これらを防止する為、燃料装置系統

の作業を行う場合は、「燃料飛散防止作業」を必ず実施する。（参照：燃料装置系統、作業前の注意点）

囮

1.バッテリ（－）ケーブルを切離す。

2.冷却水を抜取る。（参照：セクションE、冷却水、冷却水交換）

3.燃料飛散防止作業を行う。（参照：燃料装置系統、作業前の注意点）

4.図に示す手順で取外す。

5.取外しと逆の手順で取付ける。

6.燃料系関連部品の点検を行う。（参照：燃料装置系統、作業後の留意点）

7.冷却水を注入する。（参照：セクションE、冷却水、冷却水交換）

8.バッテリ（－）ケーブルを接続する。

PCVバルブへ

B

.g～10

30～11［

0－

19

⑪匪1

ﾋ〆ﾝ|捉

、 7N･m

kgf･cm}

妃

塊
苧 評

19～22｛1.9～2.3｝ kgf｡m}N･m{
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吸気装置系統
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念〆

訓
Ⅶ

号
周
再
”
Ⅱ

{1.9～2.3｝

N･m{kgfm}

F一s
１
１

こ

1 フレッシュ・エア・ダクト

2 吸気温センサ

3 エア・クリーナ

4 エア・クリーナ・エレメント

5 エアフロ・センサ

6 エア・ホース

7 アクセル・ケーブル（スロットル・ケーブル(AT
車)）

唾取付け時の留意点

8 スロットル・ボデー

9 インテーク・マニホールド・ステー

10 インテーク・マニホールド

唾取外し時の留意点

11 インテーク・マニホールド・ガスケット

雷取付け時の留意点

1 フレッシュ・エア・ダクト

2 吸気温センサ

3 エア・クリーナ、

4 エア・クリーナ・エレメント

5 エアフロ・センサ

6 エア・ホース

7 アクセル・ケーブル（スロットル・ケーブル(AT
車)）

暦取付け時の留意点

8 スロットル・ボデー

9 サージ・タンク･ブラケット

10 サージ・タンク・ステー

11 サージ・タンク

12 サージ・タンク・ガスケット

唾取付け時の留意点
13 インテーク・マニホールド
14 インテーク・マニホールド・ガスケット

画取付け時の留意点



吸気装置系統

インテーク・マニホールド取外し時の留意点
●インテーク・マニホールドを取外す前に、フユー
エル・デイストリビュータを取外す。（参照：燃料
装置系統、フューェル・インジェクタ取外し／取
付け）

インテーク・マニホールド・ガスケット取付け時
の留意点

●インテーク・マニホールド・ガスケットの凸面
を、インテーク・マニホールド側に向けて取付け
る。

インテーク・マニホールド側

=、名ミ

アクセル・ケーブル（スロットル・ケーブル(A
T車)）取付け時の留意点

●アクセル・ケーブルを取付けた後は、アクセル・

ケーブルの調整を行う。

●スロットル・ケーブルを取付けた後は、スロット

ル・ケーブルの調整を行う。(AT車)(参照：セ

クションK，オートマチック・トランスミッショ

ン、スロットル・ケーブル調整）

サージ・タンク・ガスケット取付け時の留意点
●サージ・タンク・ガスケットの凸面を、インテー

ク・マニホールド側に向けて取付ける。
イン

一､一=弓

ISCソレノイド・バルブ取外し／取付け
1.バッテリ（一）ケーブルを切離す。

2.エア・ホース、スロットル・ボデーを取外す。（参

照：吸気装置系統、吸気装置系統取外し／取付
け）

3.図に示す手順で取外す。

4.取外しと逆の手順で取付ける。

1

2

4.3～6.5N。m

{44～66kgf･cm}

ボルト

鯵②
ISCソレノイド・バルブ

ロットル・ボデー

5.エア・ホース、スロットル・ボデーを取付ける。

（参照：吸気装置系統、吸気装置系統取外し／取
付け）

6.バッテリ（－）ケーブルを接続する。

ISCソレノイド・バルブ点検
システム点検

1.アイ隙ル回転数制御点検を行う。（参照：トラブル

シューティング、システム点検､アイドル回転数

制御点検）

参考

。“システム点検”の指示に基づき以下の点検を

行う。

抵抗点検

1.バッテリ（－）ケーブルを切離す。

2.ISCソレノイド・バルブからコネクタを切離

す。

3.サーキット・テスタを使用して、A～B端子の抵

抗値を測定する。

標準値“

8.7～10.5Q(24｡C)

F－g

－

函
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吸気装置系統

5.エア・ホース、スロットル・ボデー、サージ・タ

ンクを取付ける。（参照：吸気装置系統、吸気装置

系統取外し／取付け）

6.バッテリ（－）ケーブルを接続する。

ｦﾆﾌ蕃喜 可変慣性吸気チェック・バルブ（1ウエイ）
点検
BP-ZE[RS]

1.可変慣性吸気チェック・バルブ（1ウェイ）を取

外す。（参照：吸気装置系統、可変慣性吸気チェッ

ク・バルブ取外し／取付け）

2.ポートAから息を吹込んだ時、ポートBに通気が
あることを確認する。

3.ボートBから息を吹込んだ時、ポートAに通気が
ないことを確認する。

ISCソレノイド・バルブ

4.標準値外の場合、ISCソレノイド・バルブを交

換する。（参照：吸気装置系統、ISCソレノイ
隙・バルブ取外し／取付け）標準値内の場合、以
下の点検を行う。

断線点検

●電源系統(ISCソレノイド・バルブA端子～
PCM3M端子）

・アマース系統(ISCソレノイド・バルブB端子
P､>PCM30端子）

短絡点検

●"ISCソレノイド・バルブA端子～PCM3
M端子

5.断線点検、短絡点検で異常がなければ、ISCソ

レノイド・バルブを取外し、ISC通路に詰まり
がないことを確認する。

6.詰まりがない場合、ISCソレノイF･バルブを
交換する。（参照：吸気装置系統、ISCソレノイ
ド・バルブ取外し／取付け）

A B

4.確認できない場合、可変慣性吸気チェック・バル

ブ（1ウエイ）を交換する。

ー

可変慣性吸気シャッタ・バルブ・アクチユ
エータ取外し／取付け
BP-ZE[RS]

1.バッテリ（一）ケーブルを切離す。

2.エア・ホース、スロットル・ボデー、サージ・タ

ンクを取外す。（参照：吸気装置系統、吸気装置系
統取外し／取付け）

3.図に示す手順で取外す。

4.取外しと逆の手順で取付ける。

可変慣性吸気チェック・バルブ（1ウェイ）
取外し／取付け
BP-ZE[RS]

1.バッテリ（－）ケーブルを切離す。

2.エア・ホース、スロットル・ボデー、サージ・タ

ンクを取外す。（参照：吸気装置系統、吸気装置系
統取外し／取付け）

3.図に示す手順で取外す。

4取外しと逆の手順で取付ける。

インテーク・マニホールド

イ

0

ﾗーー恥 異瓜
｡.7N･m
lOkpf･色

一
一
９
釦

７
〃
１

①

シリンダ・ヘッド側

シリンダ・ヘッド側

、

F-10

一一一~一一

四一 ー

1 Eリング

2 ボルト

3 可変慣性吸気シャッタ・バルブ．アクチュェー々

1 バキユーム・ホース

2 可変慣性吸気チェック バルブ(1ウェイ） cPr
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吸気装置系統

5．エア・ホース、スロットル・ボデー、サージ・タ

ンクを取付ける。（参照：吸気装置系統、吸気装置
系統取外し／取付け）

6.バッテリ（－）ケーブルを接続する。

可変慣性吸気シャッタ・バルブ・アクチュ
エータ点検
BP-ZE[RS]

システム点検。

1.可変慣性吸気制御点検を行う。（参照：トラブル

シューティング、システム点検、可変慣性吸気制
御点検）

参考

●“システム点検”の指示に基づき以下の点検を
行う。

作動点検

1.可変慣性吸気シャッタ・バルブ・アクチュエータ

からバキユーム・ホースを取外す。

2.可変慣性吸気シャッタ・バルブ・アクチュエータ

にバキューム・ポンプを取付ける。

3.可変慣性吸気シャッタ・バルブ・アクチュエータ

に負圧を徐々にかけていったとき､･可変慣性吸気

シャッタ・バルブ・アクチユエータのロッドが表

に示す通りになることを確認する。

負圧kPa{mmHg} ロッドの状態

1.3{10}以下 動かない

1.3～4.0{10～30} 引き始める

26{190}以上 完全に引き込んでいる

ー

4.確認できない場合、可変慣性吸気シャッタ・バル

ブ・アクチュエータを交換する。（参照：吸気装置

系統、可変慣性吸気シャッタ・バルブ・アクチュ

エータ取外し／取付け）確認できる場合、以下の

点検を行う。

バキユーム・ホースの抜け、損傷

F

可変慣性吸気ソレノイド・パルプ取外し／取
付け

BP-ZE[RS]

1.バッテリ（－）ケーブルを切離す。

2.可変慣性吸気ソレノイド・バルブからコネクタを
切離す。

3.可変慣性吸気ソレノイド・バルブからバキュー

ム・ホースを切離す。

可変

コネ

バキユーム・ホースインテーク・マニホールド

4.図に示す手順で取外す。

5.取外しと逆の手順で取付ける。

1

2

8．9～12．7N

{90～130kg

ナット

煙
矢視A

可変慣性吸気ソレノイド・バルブ

平

6.可変慣性吸気ソレノイド・バルブにバキューム・

ホースを接続する。

7.可変慣性吸気ソレノイド・バルブにコネクタを接

続する。

8.バッテリ（－）ケーブルを接続する。

可変慣性吸気ソレノイド・バルブ点検
BP-ZE[RS]

システム点検

1.可変慣性吸気制御点検を行う。（参照：トラブル

シューティング、システム点検、可変慣性吸気制

御点検）

－11

参考

。“システム点検”の指示に基づき以下の点検を

行う。



吸気装置系統

通気点検

1.バッテリ（一）ケーブルを切離す

2.可変慣性吸気ソレノイド●バルブを取外す。

3.ポート間の通気状態が表に示す通りになることを
確認する○

○一○：導通あり、○＝○：通気あり

VB:バッテリ電圧

ステップ
端子 ポ一 卜

A B A B C

1 ○一一一一○ ○=＝=＝○

2 V B GND ○＝＝=＝○

画

A

パルプ

4．確認できない場合、可変慣性吸気ソレノイド．バ

ルブを交換する。確認できる場合、以下の点検を
行う。

バキユーム・ホースの抜け、損傷
断線点検

・電源系統（可変慣性吸気ソレノイド・バルブA端
子～メイン・リレーD端子、中間コネクタ含む）

・アース系統（可変慣性吸気ソレノド・バルブB端
子～PCM3Q端子）

短絡点検

・可変慣性吸気ソレノイド・バルブA端子～メイ
ン・リレーD端子、中間コネクタ含む

アクセル・ペダル取外し／取付け
1.図に示す手順で取外す。

2.取外しと逆の手順で取付ける。

7.9～10.7N｡m{80～110kgf･cm}

茜
1

2

アクセル・ケーブル

唾取付け時の留意点

アクセル・ペダル

0

1

I

J

T車

アクセル・ケーブル取付け時の留意点
●アクセル・ケーブルを取付けた後は､アクセル．

ケーブルの調整を行う。

アクセル・ケーブル点検／調整
1.スロットル・バルブが閉じていることを確認す
る。

2.アクセル・ケーブルをA、B方向に動かし、遊び
を点検する。

標準値

1～3mm

C

デー

3.標準値外の場合は、ロツクナットCで調整する。

締付けトルク

9.8～14N･m{1.0～1.5kgf･m}
F－12



燃料装置系統

燃料装置系統

作業前の注意点

2.フューエル・ホースとフューエル・パイプを接続

する時は、25mm以上差し込む又は、フューエル・

パイプ側にストッバが付いている車種は、ストッ
パに当たるまで差し込む。警告

●燃料蒸発ガスは非常に着火性が高く引火した場
合、重大な死傷事故及び、設備破損の原因とな
る為、火気を近づけてはならない。

●燃料装置系統は加圧されており着火性の高い燃
料が飛散したり漏れると重大な死傷事故や、設
備破損の原因となる。又、燃料が皮膚に付着し
たり、目に入ると炎症を起こす。これらを防止

する為、燃料装置系統の作業を行う場合は、次

の「燃料飛散防止作業」を必ず実施する。

エノレフユー

パィプ

3.フューエル・ホースとフューエル・パイプを接続

し、クリップを取付ける時は、下図のクリップ取

付け範囲内で、なるべく、旧締付部位を避け、ク

リップを取付ける。

燃料飛散防止作業

1.フューエル・フィラ・キャップを取外し、フュー

エル・タンク内圧を抜く。

2.アクセル・ペダル上部のサーキット・オープニン

グ・リレー（6極カプラ：4端子）のコネクタを

切離す。

クリップ取付け
3±1”範囲（14～16”）

元の締付部よりずらす

サ
オ
リ 4.クリップ2連装着の場合、クリップの爪の向きを

45.以上ずらして取付けること。

（理想の爪の向き）

3.エンジンを始動する。

4.エンスト後、クランキングを2～3回繰り返す。

5.イグニッション・スイッチをOFFする。

6.サーキット・オープニング・リレーのコネクタを

接続する。

てこ｡］

上

作業後の注意点

燃料漏れ点検要領警告

・燃料は着火性が高く、飛散したり漏れると重大

な死傷事故や、設備破損の原因となる。フユー

エル・ホース取付け時には、必ず「フユーエ

ル・ホース取付け作業要領」及び、『燃料漏れ

点検要領」を実施する。

警告

・燃料装置系統は加圧されており着火性の高い燃

料が飛散したり漏れると重大な死傷事故や、設

備破損の原因となる。これらを防止する為、以

下の点検はエンジンを停止させたまま行う。

フユーエル・ホース取付け作業要領

1.フユーエル・ホース、フューエル・パイプ差込み

部にキズ、変形又、クリップに変形がある場合
は、新品と交換する。

注意

・ダイアグノシス・コネクタの短絡端子を間違え

ると故障の原因となる為、定められた端子を短

絡する。

心§

F-13



燃料装置系統

1.ダイアグノシス・コネクタのF/P～GND端子
間をジャンバ・ワイヤで短絡する。

6.パワー・プラント・フレームを取外す。（参照：セ

クションJl，マニュアル・トランスミッショ

ン、マニュアル・トランスミッション取外し／取

付け）（参照：セクションK、オートマチック・

トランスミッション、オートマチック・トランス

ミッション取外し／取付け）

7.図に示す手順で取外す。

8.取外しと逆の手順で取付ける。

9.作業後の注意点にしたがって、各関連部品の点検

を行う。（参照：燃料装置系統、作業後の注意点）

、
Ｆ /PGN

－

2.イグニッション・スイッチをONにし、フユーエ
ル・ポンプを作動させる。

3.燃圧のかかった状態で作業箇所の燃料漏れの有無
を点検する。

標準値

5分間経過後、漏れないこと

4.もし、燃料漏れがあった場合、フューエル・ホー

ス、クリップの交換又は、フューエル・パイプ側
のシール面にキズ等があれば交換する。

5.再組付け後、再度、燃料漏れ点検要領の1～3を
行う。

フユーエル・タンク取外し／取付け

警告

●蒸気清浄を行わずにフユーエル・タンクの修理
を行うと火災や爆発が発生して死傷事故につな

がる恐れがあるため、フユーエル・タンクの修
理を行う前には、必ずフユーエル・タンクを完
全に蒸気清浄する。

1．燃料飛散防止作業を行う。（参照：燃料装置系統、
作業前の注意点）

2.フューエル・ポンプを取外す。（参照：燃料装置系
統、フユーエル・ポンプ取外し／取付け）
3．サービス・ホールから燃料を抜取る。

4･ミドル・パイプを取外す。（参照：排気装置系統、
排気装置系統取外し／取付け）

5.プロペラシャフトを取外す。（参照：セクション

L、プロペラシャフト、プロペラシャフト取外し
／取付け）

F－14
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1 パーキング・ブレーキ・ケーブル

壷セクションP，パーキング・ブレーキ装置、

パーキング・ブレーキ（レバー式）取外し／取

付け

2 ブレーキ・パイプ

画セクションP、ブレーキ装置、エア抜き

3 ショック・アブソーバ･ボルト

4 リヤ・クロスメンバ

面取外し時の留意点

5 インシュレータ

6 サービス・ホール・カバー

7 フューエル・ポンプ・コネクタ

8 フューエル・ホース

ﾛ霊分解時の留意点

画組付け時の留意点

9 エバボ・ホース

壷取付け時の留意点

10 ジョイント・ホース

壷取付け時の留意点

11 ブリーザ・ホース

面取付け時の留意点

12 ダスト・カバー

13 フューエル・フィラ・パイプ

14 ノンリターン・バルブ

産取付け時の留意点

15 フューエル・タンク



ト

燃料装置系統

リヤ・クロスメンバ取外し時の留意点
1．リヤ・クロスメンバをトランスミッション．
ジャッキで支える。

2．リヤ・クロスメンバを取付けているボルト、ナッ
トを取外す。

3．リヤ・クロスメンバを下ろす。

フユーエル・ホース分解時の留意点

1.クイック・コネクタ結合部に泥などの異物がない

ことを確認する。異物が付着している場合は清掃
する。

2．リテーナのタブをつまみながらフユーエル・ホー
スを切離す。

3．切離したクイック・コネクタとフューエル・パイ
プにカバーをし、傷および異物混入を防ぐ。

鯰
ツク・コネクタ

●

リテーナ

フユーエル・ノ

注意

･リテーナをフユーエル・パイプから取外すと、
機能が損なわれる為、以下の何れかが行われた
場合、必ずリテーナを交換する。
1．リテーナを取外した場合

2．リテーナに傷および破損がある場合

3・フユーエル・ポンプ・アッセンプリを交換
した場合

4．フユーエル・パイプを交換した場合

5・フユーエル・フィルタ（高圧側）を交換し
た場合

4．リテーナを取外す場合、以下の手順で行う。

注意

●工具を使用してリテーナを取外すとフユーエ

ル・パイプの破損につながる為、手でタブを外

側に引っぱりながらリテーナを取外す。

(1)リテーナのタブを外側に引っぱる。

(2)リテーナを取外し、廃棄する。

テーナ

ノンリターン・バルブ取付け時の留意点
●ノンリターン・バルブとフューエル・タンクの

ノッチを合わせて組付ける。

ノンリターン・バルブ

ノツチ

c二コ

プリーザ・ホース、エバポ。ホース取付け時の留
意点

●図に示すように各ホースを取付ける。

チェック・パルプ（2ウェイ）

匡輻ﾄ-M
ダスト・カバー

31m以下

プリーザ・ホース
ェバポ・ホース

（フユーエル・タンク側）

F－16



燃料装置系統

ジョイント・ホース取付け時の留意点
・図に示すようにクランプを取付ける。

矢視B プリーザ・ホース・

鯵'ﾗﾝｺ゙
ジョイント・ホー
クランプ

フユーエル・タンク側

12m

0｡～40。

ヨイント・ホース

フユーエル・タンクまで6mm以下

矢視C

傘
プリーザ・ホース・
クランプ

フユーエル

フィラ・パイ

12mm

ジョイント・ホース・
クランプ

ヨイント・ホース

フューエル・ホース組付け時の留意点

1.リテーナを取外さない場合、以下の手順で点検す

る。

（1）フューエル・ホースに傷および破損がないこと

を確認する。異常があれば、フユーエル・ホー

スを交換する。

（2）フューエル・パイプおよびクイック・コネクタ

内部に泥などの異物がなく、破損がないことを

確認する。必要に応じて結合部を傷付けないよ

うに清掃し、破損があればフューエル・パイ

プ、またはフユーエル・ホースを交換する。

F一

2．

1ア

(3)リテーナのタブとクイック・コネクタを図に示

すように合わせる。“カチッ”と聞こえるまで

クイック・コネクタをリテーナに押込む。

ク

遭
フューェル・パイプ

(4)クイック・コネクタを手で引っぱり、確実に取

付けられていることを確認する｡リテーナのタ

ブがクイック・コネクタに確実に取付けられて

いることを目視で確認する｡；“

リテーナを取外した場合、以下の手順で点検す

る。

参考

・リテーナは、指定の純正品のみを使用する。

(1)新品のリテーナをクイック・コネクタに取付け

る。リテーナのタブがクイック・コネクタに確

実に取付けられていることを目視で確認する。

(2)フユーエル・パイプおよびクイック・コネクタ

内部に泥などの異物がなく、破損がないことを

確認する。必要に応じて結合部を傷付けないよ

うに清掃し、破損があれば、フューエル・パイ

プ、またはフューエル・ホースを交換する。

(3)“カチッ”と聞こえるまでクイック・コネクタ

をフューエル･パイプに押込む。

守
ル・パイプ

(4)クイック・コネクタを手で引っぱり、確実に取

付けられていることを確認する。
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ノンリターン・バルブ点検

1･フユーエル・フィラ・パイプを取外す。（参照：燃
料装置系統、フユーエル・タンク取外し／取付
け）

2．ノンリターン・バルブの突起がフューエル・フィ
ラ・パイプの切欠きに合わせて取付けられている
ことを確認する。

ノンリター
パルプ

イラ・パイプ

3．取付けられていない場合、ノンリターン・バルブ

を取外し、突起を切欠きに合わせて取付ける。
4．フユーエル・フイラ・パイプの出口を地面に対し
垂直にした時、ノンリターン・バルブが閉じるこ
とを確認する。

5°閉じない場合、ノンリターン・バルブを交換す
る。

6．フユーエル・フイラ・パイプの出口を地面に対し
水平にした時、ノンリターン・バルブが自重で開
くことを確認する。

7．開かない場合、ノンリターン・バルブを交換す●

る。

、

1 コネクタ

2 フユーエル・ホース

唾分解時の留意点

露組付け時の留意点

3 フユーエル・ポンプ

フユーエル．ホース分解時の留意点

（参照：燃料装置系統、フユーエル・タンク取外し／
取付け、フユーエル・ホース分解時の留意点）

フユーエル・ホース組付け時の留意点

（参照：燃料装置系統、フューエル・タンク取外し／
取付け、フユーエル・ホース組付け時の留意点）

フューエル・ポンプ取外し／取付け
1．燃料飛散防止作業を行う。（参照：燃料装置系統、
作業前の注意点）

2.車両を水平にする。

3．バッテリ（－）ケーブルを切離す。
4．リヤ・パッケージ・トリムをめくる。
5．サービス・ホール・カバーを取外す。
6.図に示す手順で取外す。

7.取外しと逆の手順で取付ける。

8作業後の注意点にしたがって、各関連部品の点検
を行う。（参照：燃料装置系統、作業後の注意点）

F-18
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フューエル・ポンプ分解／組付け
1.図に示す手順で分解する。

2.分解と逆の手順で組付ける。

フユーエル・ポンプ本体組付け時の留意点
oフユーエル・ポンプ本体を取付けた後、フューエ

ル・ポンプ本体及び、ラバー・マウントとブラ

ケットの間に隙間が無くなるように、フューエ

ル・ポンプ本体を下方に引き下げる。

≦蜑翰 ○×

萱与謝 診
矧
碕
幽
に
し

輿
、_／=

勺
１

フューエル・ポンプ点検
システム点検

1．“燃圧点検”、“燃圧保持点検”、“フユーエル・ポ

ンプ作動点検”を行う。（参照：トラブルシュー

ティング、システム点検、燃圧点検）（参照：ト

ラブルシューティング、システム点検、燃圧保持

点検）（参照：トラブルシューティング､システ

ム点検、フユーエル・ポンプ作動点検）

2.標準値外の場合、以下の点検を行う。

一
画
国
一
■
》
且
§ 出一也

“
②
①侭

導通点検

参考

O"システム点検”の指示に基づき以下の点検を

行う。
フユーエル・ホース組付け時の留意点

逼 1.バッテリ（一）ケーブルを切離す。

2.リヤ・パッケージ‘トリムをめくる。

3.サービス・ホール・カバーを取外す。

4.フューエル・ポンプ・コネクタを切離す。

5.フユーエル・ポンプ側のB～D端子間の導通を点

検する。

注意

・フューエル・ホースをフューエル・ポンプ本体

に接続する時、ポンプ・ニツプルの直角方向に

過大な力を加えないこと。

パイプ側

×

Pq*
2～4m

クランプ

4～6nIn

ポンプ側

F-19

1 ブラケット

2 ラバー・マウント

3 フューエル・ホース

壷組付け時の留意点

4 フユーエル・ポンプ本体

函組付け時の留意点

5 フユーエル・フィルタ（低圧側）

6 フューエルdタンク・ゲージ・ユニット
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6.導通がない場合、フューエル・ポンプを交換す
る。導通があるにもかかわらず“システム点検”
が標準値外の場合、以下のハーネス点検を行う。
断線点検

・アース系統（フユーエル・ポンプD端子～ボ
デー・アース間）

・電源系統（サーキット・オープニング・リレー
C端子～フユーエル・ポンプB端子間、中間コ
ネクタ含む）

短絡点検

・サーキット・オープニング・リレーC端子～
フユーエル・ポンプB端子間、中間コネクタ含
む

5.ダイアグノシス・コネクタのF/P～GND端子
間をジャンバ・ワイヤで協絡する。

UL/PGN

6.イグニッション・スイッチをONにし、燃圧を測
定する。

7．フューエル・ポンプ・コネクタを接続する。

締切圧点検

標準値

450～630kPa{4.5～6.5kgf/cm2} 色

7.イグニッション・スイッチをOFFし、ジャン
バ・ワイヤを取外す。

8.標準値外の場合、以下の点検を行う。
・フューエル・ポンプ

・サーキット・オープニング・リレー

・フユーエル・フィルタの詰まり

･フユーエル・ラインの詰まり、または漏れ

9.作業後の注意点にしたがって、各関連部品の点検
を行う。（参照：燃料装置系統、作業後の注意点）

警告

・燃料装置系統は加圧されており着火性の高い燃
料が飛散したり漏れると重大な死傷事故や、設
備破損の原因となる。これらを防止する為、以
下の点検はエンジンを停止させたまま行う。

参考

●“システム点検”の指示に基づき以下の点検を
行う。

保持圧点検
1．燃料飛散防止作業を行う。（参照：燃料装置系統、
作業前の注意点）

2･バッテリ（－）ケーブルを切離す。

3．図のように燃圧計をフューエル・メイン・パイプ
に取付け、片側に栓をする。

警告

・燃料装置系統は加圧されており着火性の高い燃
料が飛散したり漏れると重大な死傷事故や、設
備破損の原因となる。これらを防止する為、以
下の点検はエンジンを停止させたまま行う。○一燃圧：
参考

●“システム点検”の指示に基づき以下の点検を
行う。伊Ⅳ

患
1．燃料飛散防止作業を行う。（参照：燃料装置系統、
作業前の注意点）

2．バッテリ（－）ケーブルを切離す。

3．図のように燃圧計をフユーエル・メイン・パイプ
に取付け、片側に栓をする。

4．バッテリ（－）ケーブルを接続する。

注意

●ダイァグノシス・コネクタの短絡端子を間違え
ると故障の原因となる為、定められた端子を短
絡する。

F-20
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○一％ フユーエル・フィルタ（高圧側）取外し／取
付け

1.燃料飛散防止作業を行う。（参照：燃料装置系統、
作業前の注意点）

2.バッテリ（－）ケーブルを切離す。

3.車両をリフト・アップする。

4.フューエル・フィルタ・プロテクタを取外す。

5.図に示す手順で取外す。

6.取外しと逆の手順で取付ける。

7.作業後の注意点にしたがって、各関連部品の点検

を行う。（参照：燃料装置系統、作業後の注意点）

砲加

4.バッテリ（一）ケーブルを接続する。

注意

・ダイアグノシス・コネクタの短絡端子を間違え

ると故障の原因となる為、定められた端子を短

絡する。

側
施
附
鯲

州
伽
顕
恥

皿
、
一
一

一
一
１
１懲

月
印
Ｊ
ｒ
ｌ孫

嘘 ｝

§I懇
5.ダイアグノシス・コネクタのF/P～GND端子

間をジャンバ・ワイヤで短絡する。

□ 動竜L軸

ぴ /PGN

6.イグニッション・スイッチを10秒間ONにする。

7.イグニッション・スイッチをOFFし、5分後の

燃圧を測定する。

フユーエル・ホース分解時の留意点

（参照：燃料装置系統、フユーエル・タンク取外し／

取付け、フユーエル・ホース分解時の留意点）

却
漂
Ｌ
Ｐ
・
〆
●
記
名
Ｆ
ら
や
一
一

標準値

340kPa{3.5kgf/cm2}以上

§

フユーエル・フィルタ（高圧側）取外し時の留意

点

・フユーエル・フィルタ（高圧側）を取外す前に、

フユーエル・フィルタ（高圧側）とフューエル・

フィルタ・ブラケットに合わせマークをする。

8.ジャンバ・ワイヤを取外す。

9.標準値外の場合、プレッシャ・レギュレータ点

検、フューエル・インジェクタ漏れ点検を行う。

またフューエル・ホースのジョイント部からの燃

料漏れがないことを確認する。正常であれば、

フューエル・ポンプを交換する。（参照：燃料装置

系統、フューエル・ポンプ取外し／取付け）

10.作業後の注意点にしたがって、各関連部品の点検

を行う。（参照：燃料装置系統、作業後の注意点）

○’’○
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F-21ゲ
さ
●
プ
●
ｏ
凡
。
．
》
一
一
》
一
口
『
一
垂
哩
。
》

1 フューエル・ホース

暦分解時の留意点

蔭組付け時の留意点
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2 フユーエル・フィルタ・ブラケット
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フユーエル・フィルタ（高圧側）取付け時の留意
点

フユーエル・フィルタ（高圧側）交換時

1．取外したフューエル・フィルタ（高圧側）の合わ
せマークと同じ位置に、新品のフューエル・フィ
ルタ（高圧側）へマーキングする。

2．合わせマークを合わせてフューエル・フィルタ
（高圧側）を取付ける。

・フィルタ

合わせマ 卜
30．5m

フユーエル・フィルタ・ブラケット交換時

1．取外したフューエル・フィルタ・ブラケットの合
わせマークと同じ位置に、新品のフューエル・

フィルタ・ブラケットへマーキングする。

2.合わせマークを合わせてフユーエル・フィルタ・
ブラケットを取付ける。

･フィルタ。

合わせマ

30．5，1．．…『､，，．

フユーエル．ホース組付け時の曹意点
（参照：燃料装置系統、フューエル・タンク取外し／
取付け、フユーエル・ホース組付け時の留意点）

フユーエル・インジエクタ取外し／取付け
1.燃料飛散防止作業を行う。（参照：燃料装置系統、
作業前の注意点）

2.バッテリ（－）ケーブルを切離す。

3.サージ・タンクを取外す。(BP-ZE[RS])
（参照：吸気装置系統吸気装置系統取外し／取
付け）

4.図に示す手順で取外す。

5.取外しと逆の手順で取付ける。

6.作業後の注意点にしたがって、各関連部品の点検
を行う。（参照：燃料装置系統、作業後の注意点）

F－22

B6-ZE[RS]

噸
綴－－⑥

BP-ZE[RS]7.9～10.7N．、
｛80～110kgf･cm}

V 患⑥

N･m{kgf･m}

1 フユーエル・ホース←』

2 バキユーム・ホース

3 フューエル・デイストリピュータ・ブラケット

(BP-ZE[RS])
4 フユーエル・デイストリビュータ

5 フユーエル・デイストリビュータ・インシュレータ
6 フユーエル・インジエクタ・インシュレータ
7 フユーエル・インジェクタ

画取付け時の留意点
8 グロメット



燃料装置系統

フユーエル・インジェクタ取付け時の留意点

1.Oリングは交換する。

2.Oリングは組付ける時は、Oリングに少量のオイ

ルを塗布する。

3.フューエル・デイストリビユータのホルダ内部の

Oリング及び、シール面にゴミ等の付着がないこ

とを確認し、もし付着していたら、ガソリン等で

洗浄する。

4．0リングをこじらない様に、フユーエル・イン

ジェクタを軽くまわしながら、フユーエル・デイ

ストリビュータのホルダ部に組付ける。

標準値

12～16Q[20｡C]

5.標準値外の場合、フユーエル・インジエクタを交

換する。（参照：燃料装置系統、フューェル・イン
ジエクタ取外し／取付け）

フユーエル・インジェクタの抵抗値が標準値内で

あるにもかかわらず、フューエル・インジェクタ

の作動音がしない場合、以下のハーネス点検を行

う。

断線点検

・アース系統(No.1シリンダのフューエル・イン

ジエクタB端子～PCM3W端子）

●アース系統(No.2シリンダのフユーエル・イン

ジェクタB端子～PCM3X端子）

●アース系統(No.3シリンダのフユーエル・イン

ジエクタB端子～PCM3Y端子）

･アース系統(No.4シリンダのフューエル・イン

ジェクタB端子～PCM3Z端子）

・電源系統(No.1シリンダのフューエル・インジェ

クタA端子～メイン・リレーD端子、中間コネク

タ含む）

●電源系統(No.2シリンダのフユーエル・インジエ

クタA端子～メイン・リレーD端子、中間コネク

タ含む）

●電源系統(No.3シリンダのフユーエル・インジエ

クタA端子～メイン・リレーD端子、中間コネク

タ含む）

・電源系統(No.4シリンダのフューエル・インジェ

クタA端子～メイン・リレーD端子、中間コネク

タ含む）

短絡点検

oNo.lシリンダのプユーエル・インジェクタB端子

~PCM3W端子

●No.2シリンダのフユーエル・インジエクタB端子

~PCM3X端子

●No.3シリンダのフユーエル・インジエクタB端子

~PCM3Y端子

●No.4シリンダのフューエル・インジェクタB端子

~PCM3Z端子

6.バッテリ（－）ケーブルを接続する。

フユーエル・インジェクタ・インシュレータ

Oリング

I参
フユーエノレ・

デイストリビユータ

フユーエル・インジェクタ点検
車上点検

1．エンジンを始動し、アイドル状態にする。

2.サウンド・スコープ等を使用して、フユーエル・

インジェクタの作動音が聞こえることを確認す

る。
且

参考

・それぞれのフューエル・インジェクタ作動音を

比較すると異常を識別しやすい。
』
麺
す
＆
具
ピ
コ
毎

3.作動音がしない場合､“抵抗点検”を行う。
尽
吸
鳥

や

抵抗点検

1.イグニッション・スイッチをOFFする。

2.バッテリ（－）ケーブルを切離す。

3．フユーエル・インジェクタのコネクタを切離す。

4.サーキット・テスタを使用して、フューエル．イ

ンジェクタの抵抗を点検する。

＄

システム点検

1．“燃圧保持点検”を行う。（参照:トラブルシュー

ティング、システム点検、燃圧保持点検）

2.標準値外の場合、以下の点検を行う。

F－23

（



燃料装置系統

漏れ点検

警告

●燃料装置系統は加圧されており着火性の高い燃
料が飛散したり漏れると重大な死傷事故や、設
備破損の原因となる。これらを防止する為、以
下の点検はエンジンを停止させたまま行う。

、
Ｆ /PGN

参考

●“システム点検”の指示に基づき以下の点検を
行う。

7.イグニッション・スイッチをONにする。

8.フユーエル・インジエクタを斜め下60。の角度に
し、漏れ点検する。

1．燃料飛散防止作業を行う｡(参照：燃料装置系統、
作業前の注意点）

2．バッテリ（－）ケーブルを切離す。

3．フューエル・インジェクタをフューエル・デイス
トリビユータごと取外す。（参照：燃料装置系統､
フューエル・インジェクタ取外し／取付け）

4．フューエル・インジェクタをフューエル・デイス
トリビュータに針金等で固定する。

B6-ZE[RS

唾I{

B6-ZE[RS

BP-ZE[

BP-ZE[

わ標準値

1滴以下／2分

9.イグニッション・スイッチをOFFし、ジャン
パ・ワイヤを取外す。

10.標準値外の場合、フューエル・インジェクタを交
換する。（参照：燃料装置系統、フユーエル・イン
ジェクタ取外し／取付け）

11.作業後の注意点にしたがって、各関連部品の点検
を行う。（参照：燃料装置系統、作業後の注意点）

5．バッテリ（一）ケーブルを接続する。

注意

・ダイァグノシス・コネクタの短絡端子を間違え
ると故障の原因となる為、定められた端子を短
絡する。

噴射量点検

警告

・燃料装置系統は加圧されており着火性の高い燃
料が飛散したり漏れると重大な死傷事故や、設
備破損の原因となる。これらを防止する為、以
下の点検はエンジンを停止させたまま行う。

6.ダイアグノシス・コネクタのF/P～GND端子
間をジャンバ・ワイヤで短絡する。

F－24
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燃料装置系統

1.燃料飛散防止作業を行う。（参照：燃料装置系統、
作業前の注意点）

2.バッテリ（一）ケーブルを切離す。

3.フユーエル・インジエクタをフユーエル・デイス

トリビユータごと取外す。（参照：燃料装置系統、

フューエル・インジェクタ取外し／取付け）

4.フユーエル・インジエクタをフユーエル・デイス

トリビユータに針金等で固定する。

5.バッテリとフューエル・インジエクタにSSTを

接続する。

標準値

10.イグニッション・スイッチをOFFし、ジャン

バ・ワイヤを取外す。

11.標準値外の場合、フューエル・インジェクタを交

換する。

（参照：燃料装置系統、フューエル・インジェク

タ取外し／取付け）

12.作業後の注意点にしたがって、各関連部品の点検

を行う。（参照：燃料装置系統、作業後の注意点）

B6-

プレッシャ・レギュレータ取外し／取付け
1.燃料飛散防止作業を行う｡

（参照:燃料装置系統、作業前の注意点）

2.バッテリ（一）ケーブルを切離す。

3.フユーエル・デイストリビユータを取外す。(BP

-ZE[RS])(参照：燃料装置系統、フユーエ

ル・インジェクタ取外し／取付け）

4.図に示す手順で取外す。

5.取外しと逆の手順で取付ける。

6.作業後の注意点にしたがって、各関連部品の点検

を行う。（参照：燃料装置系統、作業後の注意点）

E空■■0Ⅲ：

B

』018

B6-ZE[R

需一(側

㎡舎唾6.バッテリ（－）ケーブルを接続する。

●
注意

･ダイアグノシス・コネクタの短絡端子を間違え

ると故障の原因となる為、定められた端子を短

絡する。 BP-ZE

7.ダイアグノシス･コネクタのF/P～GND端子

間をジャンバ・ワイヤで短絡する。

7.9～10．

{80～110

ぴ /PGN

8.イグニッション・スイッチをONにする。

9.噴射量を測定する。

F-25

＃

エンジン c、
3{cc}/15秒

B6-ZE[RS] 47～59{47～59）

BP-ZE[RS] 56～70{56～70｝
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グ 〃 1 バキユーム・ホース

2 フユーエル・リターン・ホース

3 プレッシャ・レギュレータ
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燃料装置系統

プレッシャ・レギュレータ点検
システム点検

1．“燃圧点検”、"燃圧保持点検”を行う。
ブルシユーテイング”、システム点検、
（参照：トラブルシューティング、
検、燃圧保持点検）

2．標準値外の場合、以下の点検を行う。

作動点検

(参照：トラ

燃圧点検）

システム点

参考

●“システム点検”の指示に基づき以下の点検を
行う。

1.燃料飛散防止作業を行う。

（参照：燃料装置系統、作業前の注意点）
2バッテリ（－）ケーブルを切離す。

3．図のように燃圧計をフューエル・メイン・パイプ
に取付ける。

。

睡靴

4.バッテリ（－）ケーブルを接続する。
5.エンジンを始動し、アイドル状態で約2分後に、
燃圧を測定する。

標準値

210～250kPa{2.1～2.6kgf/Cm2}

6.プレッシャ

を抜く。

B6-ZE[RS]

パキュ

レギュレータのバキユーム・ホース

BP-ZE

パキ

7.再度、燃圧を測定する。

標準値

270～310kPa{2.7～3.2kgf/cm2}

8．標準値外の場合、以下の点検を行う。
・締切圧点検

・保持圧点検

●サーキット・オープニング・リレー

●フューエル・インジェクタの漏れ

●フユーエル・フィルタの詰まり、または漏れ

･フューエル・ラインの配管、ねじれ、または漏れ
上記の各項目に異常がなければ、プレッシャ．レ
ギュレータを交換する。

（参照：燃料装置系統、プレッシャ・レギュレー
タ取外し／取付け）

9．作業後の注意点にしたがって、各関連部品の点検
を行う。（参照：燃料装置系統、作業後の注意点）

サーキット・オープニング・リレー点検

参考

･リレーのロック部が破損しやすい構造のため、
交換の必要がある場合以外は、ブラケットから
リレーを取外さない。取外す前に、サーキッ
ト・オープニング・リレー点検を行う。

システム点検

1．“フューェル・ポンプ作動点検”、“フューェル．
ポンプ制御点検”を行う。（参照：トラブルシュー

ティング、システム点検、フューエル・ポンプ作
動点検）（参照：トラブルシューティング、シス
テム点検、フューエル・ポンプ制御点検）
2.標準値外の場合、以下の点検を行う。

導通点検

参考

･“システム点検”の指示に基づき以下の点検を
行う。

F－26
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燃料装置系統

1.バッテリ（－）ケーブルを切離す。

2.アクセル・ペダル上部のサーキット・オープニン

グ・リレー（6極カプラ：4端子）のコネクタを
切離す。

5.サーキット・オープニング・リレー

接続する。

6.バッテリ（一）ケーブルを接続する。

リレーのコネクタを

１
１
…
…

サ
オ
リ

3.サーキット・テスタを使用して､導通状態が下表

のようになることを確認する。

○一○：導通あり

AHE

計
BHC

4.表に示す通りの導通が確認できない場合は、サー

キット・オープニング・リレーを交換する。

表に示す通りに導通が確認できたにもかかわら

ず、“システム点検”が標準値外の場合、以下の

ハーネス点検を行う。

断線点検

・アース系統（サーキット・オープニング・リ

レーB端子～PCM3N端子）

・アース系統（サーキット・オープニング・リ

レーC端子～フユーエル・ポンプB端子、中間

コネクタ含む）

・電源系統（サーキット・オープニング・リレー

A端子またはE端子～メイン・リ･レーD端子、

中間コネクタ含む）

短絡点検

・サーキット・オープニング・リレーB端子～P

CM3N端子

・サーキット・オープニング・リレーC端子～

フューエル・ポンプB端子、中間コネクタ含む
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排気装置系統

排気装置系統

排気装置系統点検

1．エンジンを始動し排気装置系統の各部より排気ガス漏れがないことを確認する。
2．漏れがある場合、該当部品を修理または交換する。

排気装置系統取外し／取付け

警告

･エンジン停止直後の排気装置系統は高温で火傷の恐れがあるため、作業はエンジンを冷ました状態で行
う。

1．バッテリ（一）ケーブルを切離す。
2.図に示す手順で取外す。

3．取外しと逆の手順で取付ける。

4．バッテリ（一）ケーブルを接続する。

Cl!

7.9～10.7N｡m{80～110kgf･cm}

・L篭Ⅳ州"~'''腹｡… １
１

認

●

汽尭

N･m{kgf･m}

F-28

1 メイン・サイレンサ

2 ミドル・パイプ

3 フロント・パイプ

4 O2センサ

5 エキソースト・マニホールド・インシユレータ
唾取外し時の留意点

6 エキソースト・マニホールド

7 エキソースト・マニホールド・ガスケット

画_取付け時の留意点



排気装置系統、排出ガス発散防止装置系統
T

エキゾースト・マニホールド・インシュレータ取
外し時の留意点

●フロント・ウオッシヤ・タンクをかわし、エキゾー

スト・マニホールド・インシユレータを取外す。

（参照：セクションT、ワイパアンドウオッ

シヤ、フロント・ウオッシャ・タンク取外し／取
付け）

排出ガス発散防止装置系統

構成図

エンジン・ルーム側

弾

＄

エキゾースト・マニホールド・ガスケット取付け
時の留意点

●エキゾースト・マニホールド・ガスケットのビー

ド面を、エキゾースト・マニホールド側に向けて
取付ける。

で
茸
卓
〃

＆

エキゾースト・マニホールド側

＠

リ

チャコール・キャニスタ点検
1.チャコール・キャニスタを取外す。
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ジ・ソレノイド・
プ側

フユーエル。

●

2.チャコール・キヤニスタの大気側と、バージ・ソ

レノイド？バルブ側を密閉して、フューエル・タ

ンク側から、エアを吹き込んだ時、エア漏れがな

いか点検する。

3.エア漏れがある場合、チヤコール・キヤニスタを

交換する。
X
ざ

b●､
■■
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1 チャコール・キャニスタ

2 パージ・ソレノイド・パルプ

3 PCVバルブ



排出ガス発散防止装置系統

パージ・ソレノイド・バルブ取外し／取付け
1．バッテリ（－）ケーブルを切離す。
2．図に示す手順で取外す。

3.取外しと逆の手順で取付ける。

○一○：導瀬あり○＝○：通気あり

1－吋’
3.不具合の場合、バージ・ソレノイド・バルブを交
換する。表に示す通りに通気が確認できたにもか

かわらず､“システム点検”に異常があった場合、
以下のハーネス点検を行う。
断線点検

・アース系統（バージ・ソレノイド・バルブB端
子～PCM3L端子間、中間コネクタ含む）

・電源系統（バージ・ソレノイド・バルブA端子
～メイン・リレーD端子間、中間コネクタ含
む）

短絡点検

●パージ・ソレノイF・バルブB端子～PCM3
L端子間、中間コネクタ含む

4

一
一

皇
剖
子

8.9～12．7N。m

{卯～130kgf･cm)
）

－1
）

gl!

バキユーム・ホース、エバポ・ホース取付け時の
留意点

●バキユーム・ホース、エバポ・ホースはストッパ
に当たるまで差込む。

PCVバルブ点検
1.PCVバルブを取外す。

2.PCVバルブの通気状態を点検する。

パージ・ソレノイド・バルブ点検
システム点検

1．“パージ制御点検”を行う。（参照：トラブルシュー

ティング、システム点検、バージ制御点検）
2．異常があれば、以下の点検を行う。

B6-ZE[RS]

通気点検

●B A

参考．

●システム点検?，の指示に基づき以下の点検を行
う。

1．バージ・ソレノイド・バルブを取外す。（参照：排
出ガス発散防止装置系統、バージ・ソレノイド．
バルブ取外し／取付け）

2．以下の条件でボート間の通気状態を点検する。

BP-ZE[RS]

B

旧。画 A

3.不具合の場合、PCVバルブを交換する。

F-30

ステップ
端子

A B

ポ－ 卜

A B

1 ○-一-－○

2 V B アース ○＝＝＝=○

1 クランプ

2 エバボ・ホース

壷取付け時の留意点
3 バキユーム・ホース

壷取付け時の留意点
4 バージ・ソレノイド・バルブ

条件 通気状態

A側より吹いた時 あり

B側より吹いた時 なし



排出ガス発散防止装置系統

チェック・バルブ（2ウェイ）取外し／取付け
1.バッテリ（－）ケーブルを切離す。

2．リヤ・パッケージ・トリムをめくる。

3.サービス・ホール・カバーを取外す。

4.図に示す手順で取外す。

5.取外しと逆の手順で取付ける。

1

2

3

Y".='"仮

②㎡~Jz

クランプ

エバボ・ホース

壷取付け時の留意点

チェック・バルブ（2ウェイ）

エバポ・ホース取付け時の留意点

●エバボ・ホースは、ストッバに当たるまで差込む。

チェック・バルブ（2ウェイ）点検
1.チェック・バルブ（2ウェイ）を取外す。（参照：

排出ガス発散防止装置系統、チェック・バルブ

（2ウェイ）取外し／取付け）

2.ポートAに圧力をかけた時、通気状態が下表のよ

うになることを確認する。

ポートAkPa{m19} 通気状態

-0.98｛-7.35}以下 あり

0｛0}～＋2.9｛＋22｝ なし

＋5.9｛＋44}以上 あり

11 A

3.不具合の場合、チェック・バルブ（2ウエイ）を

交換する。

ロールオーバ・バルブ取外し／取付け
1.燃料飛散防止作業を行う。（参照：燃料装置系統、
作業前の注意点）

2.バッテリ（一）ケーブルを切離す。

3．リヤ・パッケージ・トリムをめくる。

4.サービス・ホール・カバーを取外す。

5.図に示す手順で取外す。

6.取外しと逆の手順で取付ける。

ー

1 クランプ

2 エバポ・ホース

産取付け時の留意点

3 ロールオーバ・バルブ

1N･m

kgf｡cm}

エバポ・ホース取付け時の留意点

oエバボ・ホースは、ストッバに当たるまで差込む。

ロールオーバ・バルブ点検
1.ロールオーバ・バルブを取外す。（参照：排出ガス

発散防止装置系統、ロールオーバ・バルブ取外し

／取付け）

2.図に示す状態でAより息を吹き込んだ時、通気の

あることを確認する。

A

3.図に示す状態でAより息を吹き込んだ時、通気の

ないことを確認する。

A

4.不具合の場合、ロールオーバ・バルブを交換する。

F－31
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」
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スピード・センサ

ざ、/ｸﾗｯﾁ･ｽｲｯﾁ(MT車)コンデンサ・ファン・リレー

可変慣性吸気
ソレノイド・パルプ

(BP-ZE[RS])
メイン・リレー
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ﾚジ
～ラ’

4二、二フユーエ

インジェ

ノレ・

クタ
水温センサI

るく繁
グニッション・

弱しぐコイル

■■■■

ﾉレ PCM

勢
I祠

Ｉ
の
い

夕

ノ

、
0

〃
イ

坐

スロットル・

上ポジション・

センサ

、人鰐ｿﾚﾉｲ 熱量
ご＼

湛発．
吸気温センサ

曇、ド。

カムシャフト

ポジション・

センサ 夢『『

！

ダイァグノシス・コネクタ
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①

偽

⑧



制御装置系統

パワートレイン・コントロール・モジュール
取外し／取付け

1.バッテリ（－）ケーブルを切離す。

2.助手席側のフロア・マットをめくる。

3.カバー取付けボルト、ナットを取外し、カバーを

取外す。 昭■引雑nX

1A～1Vﾛ■■■■■

弓
一
一

Ｐ
Ｚ
２
３
一
一
Ａ
Ａ
２
３

4.PCMのコネクタを切離す。

5.PCMをブラケットと一体で取外す。

4.バッテリ（－）ケーブルを接続する。

5.サーキット・テスタとSSTを使用して、PCM

の各端子電圧を測定する。P

参考

●電圧測定はサーキット．･テスタの（一）リード

棒をボデー・アースしてから、（＋）リード棒

をSSTの各端子に差込んで行う。

6.取外しと逆の手順で取付ける。
6.各入力電圧が正常であるにもかかわらず、出力電

圧が異常である場合、関連装置系点検後、関連装

置系が正常であればPCMを交換する。
締付けトルク

7.9～10.7N･m{80～110kgf･cm}

サーキット・テスタ単独使用時

1.バッテリ（一）ケーブルを切離す。

2.PCMを取外す。

3.PCMコネクタを接続する。

4.バッテリ（－）ケーブルを接続する。

5.サーキット・テスタを使用して、PCMの各端子

電圧を測定する。

パヮートレィン・コントロール・モジュール

点検

注意

●PCMの端子電圧値は、測定時の状況や車両の

経時変化などによってバラツキがでることがあ

るので、入力系統、出力系統、PCMのどれに

不具合が発生しているのか総合的に判断しなけ

れば、誤診断をまねくことがある。 参考

●電圧測定はPCMコネクタを接続したままの状

態で、サーキット・テスタの（－）リード線を
ボデー・アースしてから、（＋）リード線をP

CMの各端子に差込んで行う。

SST(ピン・ボックス）使用時

1.バッテリ（－）ケーブルを切離す。

2.PCMを取外す。

3.車両ハーネスとPCM間にSSTを接続する。
出力電

関連装
6．各入力電圧が正常であるにもかかわらず、
圧が異常である場合、関連装置系点検後、
置系が正常であればPCMを交換する。

F-33



制御装置系統

PCM端子電圧一覧表（参考値）

唾

●|ら

F-34

」
’

3Y 3W3U3s3G

凹

3C3M3K

I

313G噴
可

一

ヨ 3C

『

3A

、

20

ヨ

2Ⅳ 2K

u L画

息 2C2ピ2C2A
当一

■■■■■■■■

■■■■■■■■

1 U 1s 1Q1.0

I

1M1K

J、

111G1E 1C

『

1A

3Z 3X 3V3T3R3P3N3L3J3卜 3F 3D3B 2F2N百~［？
－

J 2H2F2［ 2日 1V 1T1R1P1N1L1J1H1F 1， 1B

端子 信号名 接続先 測定条件 電圧値(V) 異常時の点検箇所

1A
バックアップ

電源
バッテリ 常時 V B ● 関連ハーネス

1B 電源 メイン・リレー
イグニッションSW OFF時

イグニッションSWON時

1.0以下

V B

● 関連ハーネス

1C ー

ー

一

－

ー

1 D
高機能診断出

力信号

ダイアグノシ

ス・コネクタ

(KLN端子）

高機能診断出力はシリアル通信で

行っているため端子電圧点検では良

否判定ができません

参考

異常時は、(NGS、DT-S

●

1000の場合）

｢テスト／キノウジッコ

ウフカノウ(NGS)/

システムが異常です(DT

-S1000)と表示される

－

● 関連ハーネス

1E

サービス

コード出力

信号

ダイアグノシ
●

ス・コネクタ

(FEN端子）

イグニッ

ションSW

ON時

サービス・コード出

力が無い時

サービス・コード出

力がある時

1.0以下

1.0以下～VB

● 関連ハーネス

1F
ストップ・ラ

イト信号

ストップ・ライ

トSW

ブレーキ・ペダルを踏まない時

ブレーキ、ペダルを踏込み時
●

1.0以下

V B

● ストップ・ライト

スイッチ点検

蔭セクションP

● 関連ハーネス

1G
P/Sプレッ

シヤ信号

P/Sプレッ

シヤSW

イグニッションSWON時

アイドル時

中立時

ステ

リ時

アリング捉え切

V B

1.0以下

● P/Sプレッシャ

スイッチ点検

壷セクションF

1H －

ー

q■■■■

－

一

1 1

コンデンサ．

フアン制御信

号

コンデンサ．

フアン・リレー
アイドル時

コンデンサ・ファン

作動時（水温108｡C

以上又は、イグニッ

ションSWONでT

EN端子ON且つス

ロットル・バルブ全

開又は、A/Cリ

レーON時）

上記以外

1.0以下

V B

● コンデンサ・ファ

ン・リレー点検

唾セクションU

● 関連ハーネス

1J －

一

一

一

－
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端子 信号名 接続先 測定条件 電圧値(V) 異常時の点検箇所

1K*1

PCM/TC

M通信信号

(TCMから

PCM'､)

TCM

PCM/TCM通信は、シリアル信

号で行っているため、端子電圧点検

だけでは、良否判定ができません。

参考

● 異常時は、サービス ・河一一

ド"1601"力壊示される。

一

● 関連ハーネス

1K*2 一 ー
■■■■■ ー 一

l L
テスト・モー

ド信号

ダイァグノシ

ス・コネクタ

(TEN端子）

イグニッ

ションSW

ON時

TEN端子開放時

TEN端子短絡時

V B

1．0以下

● 関連ハーネス

1M
MT/AT判

別信号

MT/AT判別

端子

イグニッ

ションSW

ON時

MT車

AT車

1.0以下

V B

･関連ハーネス

lN*1

PCM/TC

M通信信号

(PCMから

TCM'､)

TCM

PCM/TCM通信は、シリアル信

号で行っているため、端子電圧点検

だけでは、良否判定ができません

参考

● 異常時は、サービス ･a､一

ド"1601"力壊示される。

一 ●関連ハーネス

1N*2 一 一 ー 一 ー

’○

フィールド・
へ

コイル制御信

号

オルタネータ

イグニッションSWON時 約0

アイドル時に電気負荷をかけた時､電圧が上昇する

ことを確認する

・オルタネータ点検

雷セクションG

● 関連ハーネス

lP A/C信号

■

A/CSW

イグニッ

ションSW

ON時

A/CSWON

かつ

ファンSWON時

A/CSW

OFF時

1．0以下

V B

● A/Cスイッチ

唾セクションU

lQ

オルタネー

タ・ワーニン

グ・ライト制

御信号

オルタネータ

ワーニング．

イト

ラ

イグニッションSWON時（点灯

時）

アイドル時（オルタネータ

ング・ライト消灯時）

・ワーニ

約1.8

V B

・オルタネータ・ワー

ニング・ライト

画セクションT

● 関連ハーネス

lR

クーリング。

ファン制御信

号

クーリング

ファン・リレー
アイドル時

クーリング・ファン

作動時（水温97｡C以

上又は、イグニッ

ションSWONでT

EN端子ON且つ、

スロットル・パルプ

全開又は、A/Cリ

レーON時）

上記以外

1.0以下

V B

● ク ー リング・ファ

ン・リレー点検

函セクションE

● 関蓮ハーネス

lS
A/C制御

信号
A/Cリレー

イグニッションSWON時

アイドル時
A/C作動時

A/C非作動時

V B

1.0以下

V B

● A/Cリレー点検

函セクションU

● 関連ハーネス



端子

1T

lU

信号名

オルタネータ

発電電圧信号

ー

制御装置系統

接続先 測定条件

オルタネータ
イグニッションSWON時

アイドル時（電気負荷無）
－

－

彗 二≦

ニュートラル以外か

つ．クラッチ・ペダル

を踏んでいない時

(MT車）

P，Nレンジ時以外

(AT車）

ニュートラル時また

はクラッチ・ペダル

踏込み時

(MT車）

P、Nレンジ時

(AT車）
2A ー

2B 吸気温信号

2C
02センサ

信号

2D 車速信号

2E 水温信号

2F ノック信号

2G 一

2H SGC信号

21 定電圧電源

●｡

2J NE信号

q■■■■

吸気温センサ

02センサ

スピード・セン

サ

水温センサ

ノック・センサ

一

カムシャフト

ポジション・セ

ンサ

スロットル・ボ

ジション

センサ

クランク・シャ

フト・ボジショ

ン・センサ

4■■■■

イグニッ
吸入空気温度20｡C

ションSW

ON時 吸入空気温度80｡C

イグニッションSWON時

アイドル時

加速時 暖機後

減速時

イグニッションSW ON時

走行時

イグニッ
冷却水温20｡C時

ションSW

ON時 冷却水温80｡C時

イグニッションSWON時（デジ

タル式の電圧計を使用する。アナロ

グ式の電圧計では、電圧値が低く検
出されることがある）

■■■■■、

イグニッションSW ON時

アイドル時

イグニッションSW ON時

イグニッションSWON時

アイドル時

レーシング時

卜 －

電圧値(V)

1．0以下

約3～8

一

VB

1.0以下

－

約2.9

約0.65

1.0以下

0～1．0

0．5～1．0
q

0～0．5

0または約5

約2.5

約3.0

約0.9

1.0以下

－

0または約5.0

1.0以下

約5.0

約0.3

約0.5

約4.5

異常時の点検箇所

・オルタネータ点検

雷セクションG

● 関連ハーネス

一

’
と

トラル／ク●ニュー

ラッチ・スイッチ

(MT車）点検

唾セクションF

インヒビタ・スイッチ●

(AT車）点検

蔭セクションK

関連ハーネス●

剛｛

ー

● 吸気温センサ点検

唾セクションF

● 関連ハーネス

● 02センサ点検

蔭セクションF

● 関連ハーネス

●スピード・センサ点

検

雷セクションT

● 関連ハーネス

・水温センサ点検

の
函セクションF

● 関連ハーネス

● ノック・センサ点検

唾セクションF

● 関連ハーネス

一

・カムシャフト・ポジ

シヨン・センサ点検

唾セクションF

・関連ハーネス

・関連ハーネス

● クランクシャフト

ポジション・センサ

点検

瘤セクションF

● 関連ハーネス
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０
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端子 信号名 接続先 測定条件 電圧値(V) 異常時の点検箇所

2K
エンジン回転

数

タコ・メータ、

TCM

◆ ｡

イグニッションSWON時

アイドル時

1.0以下

約5.0

● クランクシャフト

ポジション・センサ

点検

面セクションF

● 関連ハーネス

2L
P．

ー一

吸入空気質量

信号

エァフロ。

センサ

イグニッションSWON時

アイドル時
の

約1.5

1.9～2.0

oエアフロ・センサ点

検

画セクションF

● 関連ハーネス

2M 一
ー

ー － ー

2 N －
ー

一 一
一

2 0 －
■■■■■

ー
ー 一

2 P ー
ー

一 － 一

:3A アース アース 常時 1.0以下 ● 関連ハーネス

3B アース アース 常時 1.0以下 ● 関連ハーネス

3C アース アース 常時 1.0以下 ● 関連ハーネス

3D ー
一

－ ー 一

４
《 3 E

スロットル

ポジション．

センサ信号

スロットル

ポジション

センサ

イグニッ

ションSW

ON時

スロットル全閉時

スロットル全開時

約0.5

約3.0～4.6

・スロットル・ポジ

シヨン・センサ点検

瘤セクションF

● 関連ハーネス

3F ア
一 ス アース 常時 1.0以下 ● 関連ハーネス

3G
IGT信号

(NO.1，4)

イグニッショ

ン・コイル

イグニッションSWON時

アイドル時

1.0以下

約0.2

｡ －

・イグニッション．．

イル点検

壷セクションF

● 関連ハーネス
0

0

｡｡

3 H

|B
■

』

IGT信号

(No.2，3)

イグニッショ

ン・コイル

イグニッションSWON時

アイドル時

1.0以下

約0.2

・イグニッション．．

イル点検

庵セクションG

● 関連ハーネス

3I 一
ー

－ 一 一

3 J ー ー
一 ー 一

3 K ー －
－ ー ー

3 L
QD

e

〃

ヰ

ジ

バージ制御信

号

パージ・ソレノ

イド・バルブ

イグニッションSWON時

アイドル時

1.0以下

・バージ・ソレノイ

ド・バルブ点検

露セクションF

● 関連ハーネス

ウ

イ

3 M
ISC制御信

号

ISCソレノイ

ド・バルブ

イグニッションSWON時

暖機後アイドル時(E/L無）

V B

● ISCソレノイド

パルプ点検

壷セクションF

● 関連ハーネス

3N

フューエル。

ポンプ制御信

号

サーキット

オープニング．

リレー

イグニッションSWON時

クランキング時

アイドル時

V B

1.0以下

1.0以下

● サーキット・オープニ

ング・リレー点検

函セクションF

● 関連ハーネス
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30
ISC制御信

号

ISCソレノイ

ド・パルプ

イグニッションSWON時

暖機後アイドル時(E/L無）

約7.5

約1l

●ISCソレノイド

バルブ点検

唾セクションF

● 関連ハーネス

端子 信号名 接続先 測定条件 電圧値(V) 異常時の点検箇所
3P 一

ー

－

I■■■■■
一

3 Q*3
可変慣性吸気

制御信号

可変慣性吸気ソ

レノイド・バル

ブ

イグニッションSWON時

エンジン回転5250rpm以下

エンジン回転5250rpm以上

1.0以下

1．0以下

V B

● 可変慣性吸気ソレノイ

ド・バルブ点検

唾セクションF

● 関連ハーネス
3R 一

一

■■■■■

－

ー

3 S ー

■■■■■■

一

ー
一

3 T 一
ー

一

－

ー

3 U 一
一

ー

－

一

3 V ー
－

ー ●
－

■■■■■

3 W

3X

3Y

3Z

フユーエル。

インジエクタ

制御信号

フューエ

ル・イン

ジェクタ

Nnl

Nu2

Nn3

Nq4

V B

●フユーエル・イン

ジエクタ点検

唾セクションF

● 関連ハーネス
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制御装置系統

PIDデータ・モニタアンドレコード機能、
リアル・タイム・モニタ機能でのモニタ項目点検

参考

。以下に示す部品は、"PIDデータモニタ

アンドレコード機能、リアル・タイム・モニ

タ機能”（以下モニタ項目と記す）のモニタ項

目対象外となっているため、それぞれの部品点

検を参照する。

・水温センサ（ヒート・ゲージ・ユニット）

（参照：水温センサ点検、ヒート・ケージ・ユ

ニット点検）

・カムシャフト・ポジション・センサ

（参照：カムシャフト・ポジション・センサ点

検）

・メイン・リレー

（参照：メイン・リレー点検）

準備

SST(NGS、DT-S1000)使用時

1.SSTをダイアグノシス・コネクタに接続する。

88AI

DT-S1000使用時

堅
グノシス・

夕

恥白印I:f皿

0880

参考

oSSTの操作手順は備え付けの取扱い説明書に

従う。

2.NGSを使用する場合はPIDデータ・モニタ

アンドレコード機能、DT-S1000を使用する

場合はリアル・タイム・モニタ機能でPCMの入

出力信号を確認する。

参考

・リアル・タイム・モニタ機能およびPIDデー

タ・モニタアンドレコード機能はPCM内

の入出力信号の演算値をモニタするものであ

る。従って、入出力信号が標準値外の場合、必

ずしもモニタ項目に対応する入出力部品（セン

サ、ソレノイド等）系統に不具合が発生してい

るとは限らない。

・モニタ項目外の入出力信号については、SST

（ピン・ボックス）又はサーキット・テスタを

使用してPCM端子電圧を測定する。

3.モニタ項目の結果が、作動状態（参考値）通りに

ならなかった場合、異常時の点検箇所の指示に従

い点検を行う。

参考

以下に示す部品のモニタ項目の結果が正常であれ

ばシステム点検（シミュレーション・テスト）

（参照：トラブルシューティング）を行う。

。A/Cリレー

・サーキット・オープニング・リレー

・クーリング・ファン・リレー

・コンデンサ・ファン・リレー

。ISCソレノィド・バルブ

・バージ・ソレノイド・バルブ

･可変慣性吸気ソレノイド．バルブ(BP-ZE

[RS])

F-39



制御装置系統

PIDデータ・モニタアンドレコード機能、リアル・タイム・モニタ機能のモニタ項目一覧表

参考

●下記“作動状態（参考値)”は、エンジン調整後のデータである。

F-40

NGS表示
DT-S1000

表示
単位／作動 作動状態（参考値） 異常時の点検箇所

PCM

端子

A/CRLY A/C制御 ON/OFF
A/C作動時:ON

A/C非作動時:OFF

以下のモニタ項目を点

検する

RPM、TPV

ECTV

A/CSW

A/Cリレー点検

壷セクションU

1S

A/CSW A/C信号 ON/OFF

A/CスイッチON時

(フアン・スイッチON) ●
● ON

A/CスイッチOFF時:OFF

A/Cスイッチ点検

壷セクションU
1P

ALTF
オルタネータ制

御デューティ値
％

イグニッションSWON時:0%

オルタネータ発電時→電気負荷入力時：

デユーテイ値上昇

アイドル時(E/L無):約30%

アイドル時（ブロア・ファン、ヘッド。

ライト、A/Cスイッチ○N時：約85%

以下のモニタ項目を点

検する

IAT，IATV

RPM、B+

、

B+2，ALTTV

オルタネータ点検

壷セクションG

10

ALTTV
オルタネータ発

電電圧信号
V

イグニッションSWON時：約1.0V
以下

アイドル時(E/L無） ●
● 約14.9V

(内部演算値のため端子電圧とは異なる）

以下のモニタ項目を点

検する

IAT，IATV

RPM，B+

B+2，ALTF、

オルタネータ点検

唾セクションG

1T

B+ バッテリ電圧 V
常時 ●

● 約12．2V

アイドル時：約14．1V

バッテリ点検

壷セクションG

メイン・リレー点検

壷セクションF

lB

BRKSW ブレーキ信号 ON/OFF ブレーキ・ペダルを踏込んだ時:ON

ブレーキ・ペダルを踏込まない時:OFF

ストップ・ライト・ス

イッチ点検

壷セクションP

1F

CHRGLMP
オルタネータ

ワーニング制御
ON/OFF

オルタネータ・ワーニング．

ライト点灯時:ON

オルタネータ・ワーニング．

ライト消灯時:OFF

オルタネータ・ワーニン

グ・ライト点検

壷セクションT

lQ

ECT エンジン水温 。
C エンジン冷却水温20｡C時:20｡C 水温センサ点検

壷セクションF
2E

ECTV
エンジン水温

(電圧）
V エンジン冷却水温20｡C時：約2.27～2.73V

水温センサ点検

唾セクションF
2E
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NGS表示
DT-S1000

表示
単位／作動 作動状態（参考値） 異常時の点検箇所

PCM

端子

FAN3
クーリング

フアン制御
ON/OFF

クーリング・フアン作動時（水温97｡C以

上）又は、イグニッションSWONでT

EN端子0N且つスロットル・パルプ全

開。又は、A/CリレーON時:ON

上記以外:OFF

以下のモニタ項目を点

検する

RPM、TPV

ECTV、A/C

SW

クーリング・ファン．

リレー点検

壷セクションE

lR

FAN2
､コンデンサ

ファン制御
ON/OFF

コンデンサ・フアン作動時（水温108｡C以

上）又は、イグニッションSWONでTE

N端子ON且つスロットル・バルブ全開。

又はA/CリレーON時:ON

上記以外:OFF

以下のモニタ項目を点

検する

RPM、TPV

ECTV、A/C

SW

コンデンサ・ファン．

リレー点検

壷セクションU

11

FHO2S 02センサ電圧 V

イグニッションSWON時:1.0以下

アイドル時（暖機後）：0～1.0V

加速時（暖機後）：0.5～1.0V

減速時（暖機後）：0～0.5V

02センサ点検

壷セクションF
2C

FPRLY F/P制御 ON/OFF
イグニッションSWON時:OFF

アイドル又は、クランキング時:ON

モニタ項目RPMを点

検する

サーキット・オープニ

ング・リレー点検。

唾セクションF

3N

IACV ISC駆動時間 MS

イグニッションSWON時：約1.0ms

アイドル時（暖機後） ●
● 約0．5ms

TEN端子ON時（暖機後）

約0.5ms

●
Ｑ

以下のモニタ項目を点

検する

IATV、RPM、E

CTV，MAFV

TPV、NLSW

TRSW PSPS

W､A/CSW

ISCソレノイド･（

ルブ点検

壷セクションF

3M

30

IAT 吸気温 ◎

C Ｖ
Ｖ
１
８
●
●

２
１
約
約

●
●
●
●

Ｃ
Ｃ
◎
◎
４
０
２
３
温
温
気
気
吸
吸

吸気温センサ点検

面セクションF
2B

IATV 吸気温（電圧） V 吸入空気温20｡C時：約2.5V
吸気温センサ点検

底セクションF
2B
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NGS表示
DT-S1000

表示
単位／作動 作動状態（参考値） 異常時の点検箇所

PCM

端子

IGT 点火タイミング BTC

アイドル時:BTDC6～18。

アイドル(TEN端子ON)

BTDC8～10。

●
●

クランキング時:BTDC約7。

以下のモニタ項目を点

検する

MAFV、IAT

V、RPM、TPV

ECTV、PSPS

W，NLSW、TR

SW、A/C SW

カムシャフト・ボジショ

ン・センサ点検

唾セクションF

3G

3H

INJ
インジエクタ

駆動時間
鵬

イグニッションSWON時:0.0ms

アイドル時：約2.8ms

以下のモニタ項目を点

検する

MAFV、IAT

V，RPM，TPV

ECTV，NLS

W，TRSW，PSP

SW，BRKSW

A/CSW、B+、

カムシャフト・ポジショ

ン・センサ点検

唾セクションF

、
、
、

Ｗ
Ｘ
Ｙ

３
３
３

3Z

KR ノック遅角量 ◎ イグニッションSWON時:0

アイドル時：0◎

◎

ノック・センサ点検

画セクションF
2F

PRGV
バージ制御

デューティ値
％ イグニッションSWON時:0%

アイドル時：0％

以下のモニタ項目を点

検する

IATV，RPM，

ECTV，MAF

V，TPV

バージ・ソレノイド

バルブ点検

壷セクションF

3L

PSPSW
P/Sプレッ

シヤ信号
ON/OFF

中立時:ON

ステアリング捉え切り時:OFF

P/Sプレッシャ・ス

イツチ点検

唾セクションF

1G

MAFV
エアフロ・セン

サ電圧
V

イグニッションSWON時：約1.4V

アイドル時：約1.9～2.0V

Ｖ
Ｖ
３
４
２
２
約
約
Ⅲ
Ⅲ
ｐ
ｐ
ｒ
ｒ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
０
５
０
２
３
数
数
転
転
回
回
ン
ン
ジ
ジ
ン
ン
エ
エ

エアフロ・センサ点検

厩セクションF
2L

NLSW*2
有／無負荷判別

信号
ON/OFF

ニュートラル時:ON

ニュートラル時以外:OFF

ニュートラル・スイッ

チ点検

唾セクションF

1V

MT/AT
MT/AT判別

信号
ON/OFF 車

車
Ｔ
Ｔ
Ｍ
Ａ

●
●
●
●

ON

OFF

MT車の場合

関連ハーネスを点検す

る

1M

TEN
テスト・モード

信号
ON/OFF

テスト・モード時:ON

テスト・モード時以外:OFF
ー

lL



制御装置系統

手』

*2:MT車

*3:Bp-ZE[RS]

F－43

NGS表示
DT-S1000

表示
単位／作動 作動状態（参考値） 異常時の点検箇所

PCM

端子

TPV

スロットル

ポジション

センサ電圧

V
スロットル・バルブ全閉時:0．1～1．1V

スロットル・バルブ全開時：3.0～4.6V

スロットル・ポジショ

ン・センサ点検

雷セクションF

3E

TRSW＊1
有／無負荷判別

信号
ON/OFF

P、Nポジション時

上記以外:OFF

●
● ○N

インヒビタ・スイッチ

点検

唾セクションK

1V

RPM エンジン回転数 RPM アイドル時（無負荷時）：750～850rpm

クランクシャフト・ポ

ジション．･センサ点検

唾セクションF

2J

VICSV*3
可変慣性吸気制

御
ON/OFF

エンジン回転数5250rpm以下

可変慣性吸気ソレノイド・バルブON

時:ON

エンジン回転数5250rpm以上

可変慣性吸気ソレノイド・バルブOFF

時:OFF

モニタ項目RPMを点

検する

可変慣性吸気ソレノイ

ド・バルブ点検

蔭セクションF

3Q

VS 車速 lm/h 車速停止時:0km/h
スピード・センサ点検

露セクションT
2D



制御装置系統

吸気温センサ点検
抵抗点検

参考

。“システム点検”，“トラブルシューティン
グ”及び,"PCM端子電圧一覧表","PID
データ・モニタアンドレコード機能，リア
ル・タイム・モニタ機能”（以下モニタ項目と
記す）でのモニタ項目点検の指示に基づき下記
の点検を行う。

1.吸気温センサを取外す。

2.吸気温センサのセンサ部を水につけ、水温を徐々
に上げたときの吸気温センサのA～B端子間の抵
抗値をサーキット・テスタを使用して測定する。

標準値

水温(｡C) 抵抗値(kQ)
20 2.09～2．81

80 0.274～0．370

3.標準値外の場合、吸気温センサを交換する。
吸気温センサの抵抗値が標準値内であるにもかか
わらずもモニタ項目の“作動状態（参考値)”力螺
準値外の場合、以下のハーネス点検を行う。
断線点検

･電源系統（吸気温センサB端子～PCM2B
端子)。

●アース系統（吸気温センサA端子～PCM
3F端子)。

E王室〕
吸気温センサ
（ハーネス側）

短絡点検

●吸気温センサB端子～PCM2B端子。
4.吸気温センサを取付ける。

エアフロ・センサ点検

参考

。“システム点検”，“トラブルシューティン
グ”及び,"PCM端子電圧一覧表","PID
データ・モニタアンドレコーF機能，リア
ル・タイム・モニタ機能”（以下モニタ項目と

記す）でのモニタ項目点検の指示に基づき下記
の点検を行う。

1.以下の項目についてエアフロ・センサを目視点検
する。

・損傷、クラック

・センサ端子の錆

・センサ端子の曲がり

2.不具合がある場合、エアフロ・センサを交換す
る。不具合項目がないにもかかわらずモニタ項目
の作動状態（参考値）が標準値外の場合、以下の
ハーネス点検を行う。

3.エアフロ・センサのコネクタを切離す。
断線点検

・信号検出系統（エアフロ・センサB端子～PC
M2L端子)。

・電源系統（エアフロ・センサC端子～メイン・
リレーD端子、中間コネクタ含む｡）

●アース系統（エアフロ・センサA端子～PCM
.3C端子、中間コネクタ含む｡）

画
エアフロ・センサ
（ハーネス側）

短絡点検

･エアフロ・センサB端子～PCM2L端子。
●エアフロ・センサC端子～メイン・リレーD端
子、中間コネクタ含む。

4.エアフロ・センサのコネクタを接続する。
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スロットル・ポジション・センサ点検 断線点検

・信号検出系統（スロットル・ポジション．セン
サC端子～PCM3E端子)。

o電源系統（スロットル・ポジション・センサA
端子～PCM2I端子)。

・アース系統（スロットル・ポジション・センサ
B端子～PCM3F端子)。

斑
隼
曾
鼻
玲
郎
和
弘
参
や

参考

●スロットル・ポジション・センサは、非調整タ
イプです。

エ

昂
や
蔚
還
關
産
遍
鞍
患
競
騒
飼
号
尋
肯
寛

抵抗点検

。“システム点検”、“トラブルシューティング”及
び､"PCM端子電圧一覧表”、"PIDデータ・モ

ニタアンドレコード機能，リアル・タイム・

モニタ機能”（以下モニタ項目と記す）でのモニ

タ項目点検の指示に基づき下記の点検を行う。

ウ

◇
既
電

I
1.以下の項目について標準値内であることを確認す
る。

・スロットル・バルブの全閉

･アクセル・ケーブルの遊び量（参照：吸気装置

系統、アクセル・ケーブル点検／調整）

・スロットル・ケーブルの遊び量（参照：セク

ションK、オートマチック・トランスミッショ

ン、スロットル・ケーブル調整）

2.上記項目が標準値内であるにもかかわらずモニタ

項目の“作動状態（参考値)”力螺準値外の場合、
以下の抵抗点検を行う。

3.スロットル・ポジション・センサのコネクタを切
離す。

4.サーキット・テスタを使用して、スロットル・ポ

ジション・センサA～B端子間の抵抗値を測定す
る。

スロットル・ポジション・センサ

（ハーネス側）
な

短絡点検

・スロットル・ポジション・センサA端子～PC

M21端子。

・スロットル・ポジション・センサC端子～PC

M3E端子。

7.スロットル・ポジション・センサのコネクタを接
続する。

スロットル・ポジション・センサ取外し／取
付け

1.スロットル・ポジション・センサのコネクタを切
離す。

2.スロットル・ポジション・センサ取付けスクリユ

を取外す。

3.スロットル・ポジション・センサをスロットル・

ボデーから取外す。
む

亀
スロットル・ポジション・センサ

標準値2.5～6kQ

5.標準値外の場合、スロットル・ポジション・セン

サを交換する。標準値内の場合、以下のハーネス
点検を行う。

6.スロットル・ポジション・センサのコネクタを切

4.スロットル・バルブが全閉であることを確認す

る。

5.スロットル・ボデーにスロットル・ポジション・

センサを取付ける。

6.スロットル・ポジション・センサ取付けスクリユ

を締付ける。

離す。
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締付けトルク

1.6～2.3N･m{16～24kgf･cm}

7.スロットル・バルブがスムーズに動くことを確認
する。

8.スロットル・ポジション・センサのコネクタを接
続する。

9.@0PCM端子電圧一覧表''(PCM端子3E)
又は"PIDデータ・モニタアンドレコード
機能(TPV)、リアル・タイム・モニタ機能
（スロットル・センサ電圧)”のモニタ項目を点検
する。

水温センサ点検
抵抗点検

〆

参考

。“システム点検”，“トラブルシューティン
グ”及び,"PCM端子電圧一覧表'',GdPID
データ・モニタアンドレコード機能，リア
ル・タイム・モニタ機能”（以下モニタ項目と

記す）でのモニタ項目点検の指示に基づき下記
の点検を行う。

1.エンジン冷却水を抜く。（参照：セクションE､冷
却水交換）

2.水温センサのコネクタを切離す。
3.水温センサを取外す。

4.水温センサのセンサ部を水につけ、水温を徐々 に
上げたときの水温センサA～B端子間の抵抗値を
サーキット・テスタを使用して測定する。

A C

水温センサ 水温センサ

標準値

水温(｡C) 抵抗値(kQ)
20 2.27～2．73

80 0.29～0．34

5.標準値外の場合、水温センサを交換する。
水温センサの抵抗値が標準値内であるにもかかわ
らず、モニタ項目の“作動状態（参考値)”力螺準
値外の場合、以下のハーネス点検を行う。

断線点検

●電源系統（水温センサA端子～PCM2E端
子、中間コネクタ含む)。

●アース系統（水温センサB端子～PCM3F端
子、中間コネクタ含む)。

水温センサ

（ハーネス側）

短絡点検

･水温センサA端子～PCM2E端子、中間コ
ネクタ含む。

6.水温センサを取付ける｡

ヒート・ゲージ・ユニット点検

1．エンジン冷却水を抜く。（参照：セクションE，冷
却水交換）

2．水温センサのコネクタを切離す。
3.水温センサを取外す。

4．水温センサのセンサ部を水につけ、水温を徐々 に
上げたときの水温センサ・コネクタC～水温セン
サ・ボデー間の抵抗値をサーキット・テスタを使
用して測定する。

ヒート・ゲージ・ユニット

水温センサ

標準値

水温(｡C) 抵抗値(Q)
50 160～230

5．標準値外の場合、水温センサを交換する。
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クランクシャフト・ポジション・センサ点検
エア・ギャップ点検

断線点検

・信号検出系統（クランクシャフト・ポジショ

ン・センサB端子～PCM2J端子）

・電源系統（クランクシャフト・ポジション・セ

ンサA端子～メイン・リレーD端子、中間コネ
クタ含む）

・アース系統（クランクシャフト・ポジション・

センサC端子～PCM3C端子､中間コネク

タ含む）

参考

・システム点検”，“トラブルシューティング”

及び,.4PCM端子電圧一覧表'',"PIDデー

タ・モニタアンドレコード機能，リアル・

タイム・モニタ機能，’（以下モニタ項目と記

す）でのモニタ項目点検の指示に基づき下記の
点検を行う｡

1．クランクシャフト・ポジション・センサが確実に

取付けられていることを確認する。

2.クランクシャフト・プーリ裏のプレート突起部と

クランクシャフト・ポジション・センサとのエ

ア・ギャップを測定する。標準値外の場合、エ

ア・ギャップ調整（参照：クランクシャフト・ポ

ジション・センサ調整）又は、以下の点検を行
う。

oクランクシャフト・プーリ裏のプレート突起部

の欠け、および曲がり（4ケ所)。

一

クランクシャフト・ポジション・センサ
（ハーネス側）

短絡点検

・クランクシャフト・ポジション・センサB端子

~PCM2J端子。

oクランクシャフト・ポジション・センサA端子

～メイン・リレーD端子、中間コネクタ含む。

6.クランシャフト．ポジジョン．センサのコネクタ
を接続する｡

ギャップ

プレー
ヤフト・
・センサ クランクシャフト・ポジション・センサ調整

参考

・クランクシャフト・ポジション・センサのブラ

ケットは、強く押したり、曲げたりしないこ

と。

突起部

標準値

0．5～1．5mm

1.アンダ・カバーを取外す。

2.ブラケット取付けボルトを緩める。3.クランクシャフト・プーリ裏のプレート突起部に

欠け、および曲がりがある場合、クランクシャフ

ト・プーリ裏のプレートを交換する（参照：プ

レート取外し／取付け）

4.エア・ギャップ及びクランクシャフト・プーリ裏

のプレートに異常がなくモニタ項目の“作動状態

（参考値)，，が標準値外の場合、以下のハーネス点

検を行う。

5.クランクシャフト・ポジション・センサのコネク

タを切離す。

･ツト取付
]_7N.、イ帥 ･cm}

〆
11’〉

クシャフト・

ヨン・センサ

3.クランクシャフト・プーリ裏のプレート突起部

（4ケ所）とクランクシャフト・ポジション・セ

ンサとのエア・ギャップが標準値になる様にクラ

ンクシャフト・ポジション・センサの位置を調整

する。
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プレー

標準値

0．5～1.51IwI1

突起部

ギャップ

ヤフト・

・センサ

4．調整不能の場合、クランクシャフト・プーリ裏の
プレート交換（参照：プレート取外し／取付け）
または、クランクシャフト・ポジション・センサ
を交換する。（参照：クランクシャフト・ポジショ
ン・センサ取外し／取付け）

クランクシャフト・ポジション・センサ取外
し／取付け

1．クランクシャフト・ポジション・センサのコネク
タを切離す。

2.車両下のアンダ・カバーを取外す。

3．クランクシャフト・ポジション・センサ取付けボ
ルトを取外す。

4．ブラケット取付けボルトを取外す（ブラケット交
換時)。

〃 諺

ラケット取付け
Q

ブラケット

綱

ボルト

クランクシャフト・ポジション．
センサ取付けボルト

5.取外しと逆の手順で取付ける。

締付けトルク

7.9～10.7N･m{80～110kgf･cm}

6．クランクシャフト・ポジション・センサのコネク
タを接続する。

参考

●クランクシャフト・ポジション・センサの配線
は強く引っ張らないこと。

7．エア・ギャップ調整を行う。（参照：クランクシャ

フト・ポジション・センサ調整）

プレート取外し／取付け
1．ドライブ・ベルトを取外す。

2.クランクシャフト・プーリを取外す。

クランクシャフト

12．3～1

{125～1

ｰ

3.プレートを取外す。

4.取外しと逆の手順で取付ける。

プーリ

レート

参考

･ドライブ・ベルト取付け時は、ドライブ・ベル

ト調整を行う（参照：セクションB、ドライ
ブ・ベルト）

カムシャフト・ポジション・センサ点検
SST(NGSテスタ）を使用する場合
1.SSTをダイアグノシス・コネクタに接続する。
2.エンジンを始動する。

3.SSTで車種選択を行う6

4.SSTのテスト棒を以下のPCMコネクタ端子に
接続する。

(＋）テスト棒-PCM端子2H

(－）テスト棒-PCM端子3C

5.SSTのメイン・メニューで“デジタル測定”を
設定する｡

デジタル測定‐ 巳 1

NGSテスタ設定

内部システムテスト

ｺｳﾓｸｦｾﾝﾀ”､トリガキーヲオッﾃｸ洲

6．次に“シュウハスウメータ'’を設定する。
7.以下の画面表示になり"PID/データモニタ
トキロク”を選択する為、“リンク”キーを押
す。
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期X ﾕｳ噸ウ

0

0旗

WIN

0 2ホ・ ルト配

8.@!PID/データモニタ卜キロク”を設定

する。

ﾀｲ”・ﾉｽﾃｲｯｸﾃｽトモート
●

PID/ﾃ゙ ﾀーモニタトキロク

ﾐｭﾚ一泊ンテスト

ダイアグ痕ﾃｲﾂｸﾄﾗﾌ゙ ﾙｺー ﾄ゙ ﾗｲﾌ゙ ﾗﾘ

ｺｳﾓｸｦセンタ”､卜蛎キーヲオジテクダ洲

9.次に66PCM一バワートレーンコントロール

モジュール”を設定する

●

‐申 剛垂ﾜーﾄﾚー●ﾂｺﾝﾄﾛーﾙ:W1烏ﾙ.!｡f

4縄－4婚モジ･エル

A/C-エアコンﾃ゙ ｨｮﾅ砂･ﾕー ﾙ

鵬一アンチ助クプレーキモジ･ﾕー ﾙ

α湘一 ｸﾙー ｽ゙ ｺﾝﾄﾛー ﾙﾓｭー ﾙ

.。ｳﾓｸｦｾﾝﾀ”､ﾄリガ キーヲオジテクダ卿

10.PIDのリスト内で"RPM''を設定する。

11.STARTキーを押す。

参考

●FREQUENCYMETER画面に表示される設定

しきい値（電圧）は2ボルト（直流）であるこ

と。しきい値を誤設定すると周波数は正しく表

示されない。設定しきい値が正しくない場合

は、正しいしきい値が設定されるまでIJEVEL

キーを押す。

・設定しきい値は直流レンジであること。直流レ

ンジに切り替えるにはAC/DCキー押す。

12.RPMPIDと周波数(Hz)を測定し標準値内

であることを確認する。

標準値

RPMPID:750～850RPM

Hz:18～22Hz

参考

RPMPID 周波数(Hz)

1000RPM 25Hz

2000RPM 50Hz

3000RPM 75Hz

13．“レベル”キーを押し、6ボルトに変更する。

14.再度測定し、周波数がOHzになることを確認す

る。

15.標準値又は6ボルトの時の周波数が0Hzにならな

い時は以下のハーネス点検を行う。

16.カムシャフト・ポジション・センサのコネクタを

切離す。

断線点検

・信号検出系統（カムシャフト・ポジション・セ

ンサB端子～PCM2H端子)。

・電源系統（カムシャフト・ポジション・センサ

A端子～メイン・リレーD端子、中間コネクタ

含む)。

・アース系統（カムシャフト・ポジション・セン

サC端子～PCM3C端子、中間コネクタ含

む)。

直量国
カムシャフト・ポジション・センサ

（ハーネス側）

短絡点検

・カムシャフト・ポジション・センサB端子～P

CM2H端子。

・カムシャフト・ポジション・センサA端子～メ

イン・リレーD端子、中間コネクタ含む）

17.カムシャフト・ポジション・センサのコネクタを

接続する。

SST(NGSテスタ）を使用しない場合

（オシロスコープ使用による波形及び電圧値点検）

1.オシロスコープをセットする。

測定端子

カムシャフト・ポジション・センサ波形測定時

●PCM2H端子～GND(PCMSC端
子）

クランクシャフト・ポジション・センサ波形測定時
●PCM2J端子～GND(PCMSC端
子）
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2.次に示すカムシャフト・ポジション・センサ波形
(SGC信号）とクランクシャフト・ポジショ

ン・センサ波形(NE信号）の立ち上がりタイミ

ング及び出力電圧値(ON、OFF時）、出力パ
ターンが標準値内であることを確認する。

カムシャフト・ポジション・センサ
（ハーネス側）

C
■■

■■

標準値

(アイドル時:800rpm)

◎ クランクシャフト・ポジション・センサ
（ハーネス側）

SG

信号
-OFF

一

-ON

及瞠pPC
ぜNE

信号 -OFF

・出力電圧値が約OV一定の時

（カムシャフト・ポジション・センサ）
PCM2H端子～カムシャフト・ポジショ

ン・センサB端子間の断線。

（クランクシャフト・ポジション・センサ）
PCM2J端子～クランクシャフト・ポジ

ション・センサB端子間の断線。

（電源系統）カムシャフト・ポジション・センサ
及びクランクシャフト・ポジション・センサA
端子～メイン・リレーD端子間断糠、短絡。
oSGC及びNE信号のON、･OFF時の出力電
圧値が小さい時又は、波形が無くなる時
（カムシャフト・ポジション・センサ）
カムシャフト・プーリの検出部異常。

（クランクシャフト・ポジション・センサ）
クランクシャフト・ポジション・センサの検出
部異常。

4.各点検を行って異常がなければカムシャフト・ポ
ジション・センサを交換する。

_ON

以下

(1V/DIV)CYL
→ 1

(10ms/DIV)

3 42

各波形のタイミング時間（但しエンジン回転数800
rpmでの理論値）

●
●

＝昌
■■■■

司

⑳⑧：･クランクシャフト1回転の時間

◎：カムシャフト1回転の時間

3.各波形及びタイミング時間、出力電圧値が標準値
外の場合、以下の不具合に応じた点検を行う。
・出力電圧値が約5.0V一定の時

（カムシャフト・ポジション・センサ）
PCM2H端子～カムシャフト・ポジショ
ン・センサB端子間の断線。

（クランクシャフト・ポジション・センサ）
PCM2J端子～クランクシャフト・ポジ

ション・センサB端子間の断線。

ノック・センサ点検
抵抗点検

参考

O"システム点検","トラブルシューティン
グ”及び"PCM端子電圧一覧表",$0PID
データ・モニタアンドレコード機能、リア
ル・タイム・モニタ機能”（以下モニタ項目と
記す）でのモニタ項目点検の指示に基づき下記
の点検を行う。
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rpm ④ ⑧ ◎
800rpm 11．5ms 75ms 150ms

6000rpm 1．5ms 10ms 20ms
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鹿尋

制御装置系統

1.イグニッション・スイッチをOFFにする。

2.ノック・センサのコネクタを切離す。

3.サーキット・テスタを使用してノック・センサA

端子～ボデー・アース間の抵抗値を測定する。

標準値

約560kQ(20｡C)

4.標準値外の場合、ノック・センサを交換する。（参

照：ノック・センサ取外し／取付け)、ノック・セ

ンサの抵抗値が標準値内であるにもかかわらずモ

ニタ項目の“作動状態（参考値)”が標準値外の場

合、以下のハーネス点検を行う。

断線点検

●信号検出系統（ノック・センサA端子～PCM

2F端子、中間コネクタ含む）

ノック・センサ・コネクタ

短絡点検

･ノック・センサA端子～PCM2F端子、中

間コネクタ含む）

5.ノック・センサのコネクタを接続する。

ノック・センサ取外し／取付け
1.インテーク・マニホールド・ブラケットを取外

す。

2.SST(49HO18001)を使用しノック・センサを

取外す。

"｣'今嘉醸芳7

,センサ

フィルタ

インテーク・

マニホールド・

ブラケット

締付けトルク

19．6～34.3N･m{2.0～3.5kgf･m}

3.取外しと逆の手順で取付ける。

F

○2センサ点検
電圧点検

参考

。“システム点検”，“トラブルシューティン

グ”及び"PCM端子電圧一覧表","PID

データ・モニタアンドレコード機能、リア

ル・タイム・モニタ機能”（以下モニタ項目と

記す）でのモニタ項目点検の指示に基づき下記

の点検を行う。

1.エンジンを暖機する。

2.O2センサのコネクタを切離す。

3.サーキット．テスタを使用して、O2センサA端子

～ボデー．アース間の電圧値を測定する。

霜

雛f

国
02センサ・コネクタ

4.電圧値が約0.5～0.7Vを示すまでエンジン回転数を

3000rpmに保持する。

5.レーシングを繰返した時の電圧値が以下の表にな

ることを確認する。

標準値

エンジン状態 電圧値(V)

減速時 0～0．5

加速時 0.5～1．0

6.標準値外の場合、O2センサを交換する。O2セン

サの出力電圧値が標準値内であるにもかかわらず

モニタ項目の“作動状態（参考値)”が標準値外の

場合、以下のハーネス点検を行う。
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制御装置系統

断線点検

・電源系統（○2センサA端子～PCM2C端
子)。

・アース系統(O2センサB端子～PCM3F
端子、中間コネクタ)。
短絡点検

●O2センサA端子～PCM2C端子)。
7.O2センサのコネクタを接続する。

ニュートラル・スイッチ

ロッ

今
附

○2センサ・ヒータ点検
抵抗点検

1.02センサのコネクタを切離す。

2.サーキット．テスタを使用して02センサC～D端
子間の抵抗値を測定する。

標準値

○一○：導通あり

4.標準状態にならない場合、ニュートラル・スイッ
チを交換する。ニュートラル・スイッチの導通が
標準状態であるにもかかわらずモニタ項目の‘‘作
動状態（参考値)”が標準状態にならない場合、以
下のハーネス点検を行う。
断線点検

・電源系統（ニュートラル・スイッチA端子～P
CMIV端子、中間コネクタ含む）

・アース系統（ニュートラル・スイッチB端子～
アース、中間コネクタ含む）
短絡点検

●ニュートラル・スイッチA端子～PCM1V
端子、中間コネクタ含む。

5.ニュートラル・スイッチのコネクタを接続する。

国
O2センサ．コネクタ

標準値

約15．7Q

3.標準値外の場合、O2センサを交換する。
4.O2センサのコネクタを接続する○

ニュートラル・スイッチ点検〆

導通点検 クラッチ・スイッチ点検
導通点検

PCM端子電圧一覧での指示に基づき、下記の点検を
行う。

1．以下の項目について点検を行う。
oクラッチ・スイッチ取付け状態

（参照：セクションH、クラッチ・ペダル調
整）

2.クラッチ・スイッチ・コネクタを切離す。
3.クラッチ・スイッチを取外す。

4.サーキット・テスタを使用して、A～B端子間の
導通状態が下表のようになることを確認する。

参考

。“システム点検”，“トラブルシューティン
グ”及び"PCM端子電圧一覧表","PID
データ・モニタアンドレコード機能、リア
ル・タイム・モニタ機能”（以下モニタ項目と
記す）でのモニタ項目点検の指示に基づき下記
の点検を行う。

1.ニュートラル・スイッチのコネクタを切離す。
2.ニュートラル・スイッチを取外す。
3.サーキット・テスタを使用して、ニュートラル・
スイッチA～B端子間の導通状態が下表のように
なることを確認する。

F－52
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制御装置系統

吟
園押す

標準値

○一○：導通あり

測定条件
端子

A B

ロッドを押す
■ △

上記以外 ○一一一一一一一一○

5.標準状態にならない場合、クラッチ・スイッチを

交換する。

P/Sプレッシャ・スイッチ点検
導通点検

参考

O"システム点検","トラブルシューティン

グ”及び"PCM端子電圧一覧表","PID

データ・モニタアンドレコード機能、リア

ル・タイム・モニタ機能”（以下モニタ項目と

記す）でのモニタ項目点検の指示に基づき下記

の点検を行う。

1.以下の項目について点検を行う。

・パワー・ステアリング・フル一F量

（参照：セクションN，パワーステアリング・

フルード点検）

・パワー・ステアリング関係各点検

（参照：セクションN，ステアリング・ホイー

ルアンドコラム車上点検）

2.P/Sプレッシャ・スイッチのコネクタを切離
す。

3.エンジンを始動する。

4.サーキット．テスタを使用して、P/Sプレッ
シャ・スイッチ～ボデー間の導通状態が下表のよ

うになることを確認する。

F

標準値

○一○：導通あり

測定条件
端子

A アース

中立時

ステアリング捉え切り時 0－－－一一一○

5.標準状態にならない場合、P/Sプレツシヤ・ス

イッチを交換する。P/Sプレッシャ・スイッチ

の導通が標準状態であるにもかかわらずモニタ項

目の“作動状態（参考値)”が標準状態にならない

場合、以下のハーネス点検を行う。

断線点検

・電源系統(P/Sプレッシャ・スイッチA端子

~PCMIG端子、中間コネクタ含む）

短絡点検

●P/Sプレッシャ・スイッチA端子～PCM

IG端子、中間コネクタ含む。

6.P/Sプレッシャ・スイッチのコネクタを接続す

る。

メイン・リレー点検
導通点検

参考

。“システム点検”，“トラブルシューティン

グ”及び"PCM端子電圧一覧表”での点検の

指示に基づき下記の点検を行う。

1.バッテリ（一）ケーブルを切離す。

2.メイン・リレーを取外す。

3.サーキット・テスタを使用して導通状態が下表の

ようになることを確認する。
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制御装置系統

｡⑧

標準値

○一○：導通あり

ステップ
端子

A B C ，

1 ○一一-－○

2 V B アース ○一一一一○

4.標準状態にならない場合、メイン・リレーを交換
する。導通状態が正常であるにもかかわらずメイ
ン・リレー取付け状態でメイン・リレーが作動し
ない場合、以下のハーネス点検を行う。
断線点検

●電源系統（メイン・リレーA端子～イグニッ
ション・スイッチIG1,中間コネクタ含む）
o電源系統（メイン・リレーC端子～バッテリB
＋端子，中間コネクタ含む）

・アース系統（メイン・リレーB端子～アース，
中間コネクタ含む）

短絡系統

●メイン・リレーA端子～イグニッション・ス

イッチIG1,中間コネクタ含む。

oメイン・リレーC端子～バッテリB+端子，中
間コネクタ含む。

5.メイン・リレーを取付ける。
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診断機能系統

診断機能系統 SST(ディスク・モニタ）使用時
1.SSTをダイアグノシス・コネクタに接続し、黒

いクリップをボデー・アースする。
サービス・コード点検

SST(NGS,DT-S1000)使用時

1.SSTをダイアグノシス・コネクタに接続する。

|
0199A

08817

酷
咽18聖川別

2.SST(ディスク・モニタ）のセレクト・スイッ

チをAにセットする。

3.SST(システム・セレクタ）のダイヤル・ス

イッチを1に、テスト・スイッチをSELF-T

EST側にセットする。

4.イグニッション・スイッチをONにする。

5.約3秒間ブザーが鳴り、5秒間88が点滅すること

を確認する。正常な場合は、その後00が表示され

る。

グノシス・

夕

DT-S1000使用時

49088
蔀
義
心
繁
懇
蕊
鍾
篭
愈
蓉
曇
壁
鴬
置
辱
零
垂
悪
零
零
重
癒
墨
霊
謹
選
露
壱
奄
惹
霧
雲
遷
垂
麺

参考

●88が点滅しない時は、ダイアグノシス・コネク

タ+B端子とそれに関係するハーネスおよびコ

ネクタを点検する。

●88がブザーと共に20秒以上点滅する時は、PC

MlE端子～ダイアグノシス・コネクタ間

ハーネスの短絡を点検する。ハーネスに異常が

ない時はPCMを交換して、再度点検する。

参考

oSSTの操作手順は、備え付けの取扱説明書に

従う。

2.サービス・コードを点検する。正常な場合は「D

TCナシ(NGS)/サービス・コードの発生はあ

りません(DT-S1000)」と表示される。垂
■
垂
亙
墨
鉦
謹
琶
晶
亀
害
曹
鋒
磑
嬰
塞
諺
尭
遥
己
宅
・
号
写
、
曾
喜
坂
全
思
珍
琶
倉
・
茜
・
診
心
穏
嶌
‐
噂
雫
冤
冬
ｆ
，
嘩
含
．
謡
今
必
・
巡
生
ず

6.サービス・コードが表示される場合は、サービ

ス・コード別点検に従って不具合箇所を修復す

る。

7.故障修復後はメモリされているサービス・コード

を消去する。（参照：診断機能系統、サービス・

コード点検、修復後の作業）

8.SSTを取外す。

参考

。「テスト／キノウジッコウフカノウ(N

GS)/システムが異常です(DT-S

1000)」と表示される場合は、備え付けの取扱

説明書を参照する。

3.サービス・コードが表示される場合は、サービ

ス・コード別点検に従って不具合箇所を修復す

る。

4.故障修復後はメモリされているサービス・コード

を消去する。（参照：診断機能系統、サービス・

コード点検、修復後の作業）

5.SSTを取外す。

サーキット・テスタ使用時

注意

・ダイアグノシス・コネクタの短絡端子を間違え

ると故障の原因となる為、定められた端子を短

絡する6

1.ジャンバ・ワイヤを使用してダイアグノシス．．
●

ネクタのTEN端子をGND端子に短絡する。

F－55



診断機能系統

2.ダイアグノシス・コネクタFEN端子にサーキッ
ト・テスタ(20Vレンジ）の（－）側リード棒を、
バッテリの（＋）端子に（＋）側リード棒を接続
する。

F

3.イグニッション・スイッチをONにする。
4.約3秒間サーキット・テスタはバッテリ電圧を指
示し、その後0Vを指示することを確認する。
5.サーキット・テスタの針の振れからサービス・

コードを読み取る。正常な場合は、針は振れな
い
、◎

6.サービス・コードが表示される場合は、サービ
ス・コーF別点検に従って不具合箇所を修復す
る。

7.故障修復後はメモリされているサービス・コーF
を消去する。（参照：診断機能系統、サービス・
コード点検、修復後の作業）

8.サーキット・テスタを取外す。

修復後の作業

SST(NGS,DT-S1000)使用時
1.故障が修復したらSSTをダイアグノシス・コネ
クタに接続する。

2.NGSを使用する場合はシヨウキヨ、DT-S

1000を使用する場合はサービス・コード消去を選
択し、サービス・コーFを消去する。
3.エンジンを暖機する。

参考

･エンジンが始動しにくいときは、スタータを5
～6秒作動状態に保つ。

4.エンジン回転数を約3分間21000rpmに保つ。
(02センサ活性化のため）

5.再度、サービス・コード点検を行い、サービス
コードが出力されないことを確認する。

SST(ディスク・モニタ）使用時またはサー
キット・テスタ使用時

1.故障が修復したら、バッテリ（一）ケーブルを20

秒以上切離した後、ブレーキ・ペダルを踏込んで
サービス・コードの記憶を消去する。
2.エンジンを暖機する。

参考

●エンジンが始動しにくいときは、スタータを5
～6秒作動状態に保つ。

3.エンジン回転数を約3分間2,000rpmに保つ。
(O2センサ活性化のため）

4.再度、サービス・コード別点検を行い、サービ

ス・コードが出力されないことを確認する。

F－56
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診断機能系統

サービス・コード一覧表

0

■
『
い
●
Ｉ

F－57

No 出力パターン 診断系統

0100 I■■■■■
■■■■

’■■■■■ エアフロ・センサ信号

0110

q■■■

■■■■■

■■■■ IⅢ 吸気温センサ信号

0115 水温センサ信号

0120 スロットル・ポジション・センサ信号

0134 02センサ信号系統（不活性）

0325 叩ⅢnlinIII1I ノック・センサ信号

0443

ー ー

バージ・ソレノイド・バルブ

0505 ISCソレノイド・パルプ

0605
ー

■■■ l■■

’
l■■

■■■

PCM内部(ROM異常）

0705*2

●
一

ー ■■■

｡

■■

■■■ l■■

■■■

壷セクションK、自己診断機能、サービス・コード別点検
巴

0706*2

ー

I■■ ■■■

、■■
■■■

■■■■■■

■■■

ー

雷セクションK、自己診断機能、サービス・コード別点検

0715*2 画セクションK、自己診断機能、サービス・コード別点検

0720*2

q■■■

l■■ ■■

l■■

■■■

II■■ ー

面セクションK、自己診断機能、サービス・コード別点検

0725*2

4■■■

■■■

■■■

■ﾛ■

l■■I ■■

ﾛ■■

－ Il■■ ■l■ ー

蔭セクションK、自己診断機能、サービス・コード別点検

1170

■■■■

’ 02センサ信号系統（はりつき）

1345

ー

ﾛ■■

■■■

ﾛ■■

■■■■■

I■■■
l■■

■■II
一

■■■

ﾛ■■

カムシャフト・ポジション・センサ信号

1523＊1

I■■■

■■■ ﾛ■■

Ⅲl■■

ロ■■

ﾛ■■I
■■

Iー 可変慣性吸気ソレノイド・バルブ

1601*2

ー

■■ ﾛ■■

1Ⅲ
ﾛ■■

l■■ l■■ ﾛ■■■

PCM/TCM通信信号

1608 PCM内部回路
■｡

◆
・
巳

1631 ⅢⅢⅢⅢⅢ、’ オルタネータ発電電圧信号

1633

《
■

七

ー：､▽I

バッテリ・オーバーチャージ#
l・

＋

．.．‘j

､ぐ．』

1634 オルタネータB端子信号
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－－－‐一~ーｰーｰーヨ

*2:AT車
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垂

No 出力パターン
診断系統

1740*2

ー

■■■

■■■■■■■■■■

■■■

■■■II、■■■■■■
I■■

■■■■■■Ⅲ■■■

ﾛ■■

ー
画セクションK、自己診断機能、サービス・コード別点検

1742*2

q■■■

■■■ l■■

－ ’ⅢI一
■■

ー III■■
l■■

画 Iー 唾セクションK、自己診断機能、サービス・コード別点検

1751*2

ー

■■■

■■■

■■

一 ⅢＰ
■
■IIー

■■■

I■■■ ﾛ■■ ﾛ■■ ー
ﾛ雪セクションK、自己診断機能、サービス・コード別点検

1752*2

ー

■■■

■■■

ﾛ■■

Ⅲ
I■■

Ⅱ■■■■■I’ﾛ■■ ■■ ■■■

唾 セクションK
、 自己診断機能、サービス・コード別点検

1756*2

q■■■

ﾛ■■ ■■■

ⅢI
■■■

Ⅲ、■■■ ﾛ■■
ー
雷セクションK、自己診断機能、サービス・コード別点検

1757*2

ー

ﾛ■■

l■■ －

I■■

Ⅲ ﾛ■■

ﾛ■■

I川ﾛ■■ I■■ⅢIIー 蔭セクションK、自己診断機能、サービス コード別点検

1771*2

q■■■

■■■

■■■

ｰ

■■■ I
ﾛ■■

ﾛ■■

ⅢⅢロ■■

■■■

l■■

■
■■■■ 画セクションK、自己診断機能、サービス・コード別点検

1772*2

■■■■

■■■

ﾛ■■

I■■

Ⅲi■ ■■■
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サービス・コード別点検
や
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サービス・コード番号0100 エアフロ・センサ信号系統

検出条件
イグニッション・スイッチON時、エアフロ・センサからの入力電圧が0.7V以下、または4.9V以上の

場合

考えられる原因

・エアフロ・センサ不具合

●
●

メイン・リレー～エアフロ・センサ～PCM2L端子間のハーネス、コネクタ断線、短絡

PCM3C端子～エアフロ・センサ間のハーネス、コネクタ断線

ｽﾃｯﾌ゚ 点検 処置

1 エアフロ・センサおよびPCMコネクタの接合

状態、ピンのかん合状態は正常か

Yes

No

次のステップに進む

修理または交換する

2 エアフロ・センサのコネクタを切離す

イグニッション・スイッチON状態でハーネス

側コネクタ◎端子にバッテリ電圧があるか

Yes

No

次のステップに進む

ハーネス側コネクタ◎端子～メイン・リレー間ハーネ

ス、コネクタを点検する

3 ハーネス側コネクタ⑧端子～PCM2L端子

間ハーネスに導通はあるか

Yes

No

次のステップに進む

修理または交換する

4 ハーネス側コネクタ④端子～PCM3C端子

間ハーネスに導預はあるか

Yes

No

次のステップに進む

修理または交換する

5 エアフロ・センサのコネクタを接続する

センサ部に息を吹きかけたとき、PCM2L

端子の電圧値が変化するか

Yes

No

次のステップに進む

エアフロ・センサを交換する

6 サービス・コード番号をメモリから消去する

修復後の作業を行なった後、同じサービス．

コードが出力されるか

Yes

No

ステップlに進む

ハーネス、およびコネクタの一時的な接触不良

不具合原因を究明する

作業後、次のステップに進む

7 サービス・コード番号をメモリから消去する

修復後の作業を行なった後、サービス・コード

が出力されるか

Yes

No

該当するサービス・コード番号の点検手順に進む

修理完了

サービス・コード番号0110 吸気温センサ信号系統
■

検出条件 イグニッション・スイツON時、吸気温センサからの入力電圧が0.2V以下、または4.8V以上の場合

考えられる原因
・吸気温センサ不具合

● PCM2B端子～吸気温センサ～PCM3F端子間のハーネス、コネクタ断線、短絡

ｽﾃｯﾌ゚ 点検 処置

■ 1 吸気温センサおよびPCMコネクタの接合状

態、ピンのかん合状態は正常か

Yes

No

次のステップに進む

修理または交換する

2 吸気温センサのコネクタを切離す

イグニッション・スイッチON状態でハーネス

側コネクタ⑧端子に約5Vあるか

Yes

No

次のステップに進む

ハーネス側コネクタ⑧端子～PCM2B端子間ハー

ネス、コネクタを点検する

3 ハーネス側コネクタ⑧端子～PCM3F端

子間ハーネスに導通はあるか

Yes

No

次のステップに進む

修理または交換する

4 吸気温センサの抵抗値は正常か Yes

No

次のステップに進む

吸気温センサを交換する

5 サービス・コード番号をメモリから消去する

修復後の作業を行なった後、同じサービス．

コードが出力されるか

Yes

No

ステップlに進む

ハーネス、およびコネクタの一時的な接触不良

不具合原因を究明する

作業後、次のステップに進む
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ｽﾃｯﾌ゚ 点穐
処摺

6 ワーヒス コード番号をメモリから消去する

修復後の作業を行なった後、サービス ･コード

Yes
該当するサービス・コード番号の点検手順に進む

が出力されるか No 修埋完了

サービス・コード番号0115 水温センサ信号系統

検出条件 イグニッション． スイッチON時、水温センサからの入力電圧が0.2V以下、または4.9V以上の場合

考えられる原因 ﾛ勺マ…ｰーグーI‐云口

● PCM 2E端子～水温センサ～PCM3F鍔辛閤のハー主宝司受"史，…倉轌“
ｽﾃｯﾌ゚ 点検

処置
1
水温センサおよびPCMコネクタの接合状態、
ピンのかん合状態は正常か

Yes

No

沢のステップに進む

修埋または交換する
2
水温センサのコネクタを切離す

イグニッション ･スイッチON状態でハーネ

ス側コネクタ④端子に約5Vあるか

Yes

No

沢のステップに進む

ハーネス側コネクタ⑧端子～PCM2E端子間ハー
ネス、コネクタを点検する

3
ハー不ス側コネクタ⑧端子～PCM3F端
子間ハーネスに導通はあるか

Yes

No

灰のステップに進む

修埋または交換する
4 水温センサの砥抗値は正常か Yes 沢のステップに進む

No 水温センサを交換する
5
サーヒス・コード番号をメモリから消去する

修復後の作業を行なった後、同じサービス
コードが出力されるか

Yes

No

ステップ1に進む

ﾉ､－ネス、 およびコネクタの一時的な接触不良

不具合原因を究明する

作業後、次のステップに進む
6 サーヒス コード番号をメモリから消去する

修復後の作業を行なった後、サービス・コード
Yes
該当するサービス・コード番号の点検手順に進む

が出力されるか No 修埋完了

サービス・コード番号0120 スロットル・ポジシ ヨン・センサ信号系統

検出条件 ’ー－マーーーハー0ソノU鋼囲寸、ハL』ツI,ノレ･ホシション

たは4.9V以上の場合
･センサからの入力電圧が0.1V以下、ま

~~一ヶOタケﾀ寺Uプンヨンマ ~ヒノフイ､是言

考えられる原因
● PCM2

線、短絡
I端子～スロットル・ポジション・センサ～PCM 3F端子間のハーネス、コネクタ断

● PCM SE端子～スロットル・ボジシヨン．センサ⑥端子間のハー柔叉 司主ノア々嘩立白唇乾〃

ｽﾃｯﾌ゚ 点検
処置

1
入ロツトル・ポジション・センサおよびPCMz

ネクタの接合状態、ピンのかん合職能仕下堂か
Yes

No

Ⅸのステップに進む

修埋または交換する
2
スロットル・ポジション・センサのコネクタ
を切離す

Yes 灰のステップに進む

イグニッション． スイッチON状態でハーネ
No
ハー不ス側コネクタ⑧端子～PCM21端子間ハー

ス側コネクタ④端子に約5Vあるか ネス、コネクタを点検する
3
ハーネス側コネクタ⑧端子～PCM3F端
子間ハーネスに導涌はあるか

Yes

No

Ⅸのステップに進む

修埋または交換する
4
ハー不ス側コネクタC端子～PCM3E端
子間ハーネスに導通はあるか

Yes

No

灰のステップに進む

修埋または交換する

F-SO
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ｽﾃｯﾌ゚ 点検 処置

5 スロットル・ポジション・センサの電圧値は正

常力。

Yes

No

次のステップに進む

スロットル・ポジション・センサを交換する

6 サービス・コード番号をメモリから消去する

修復後の作業を行なった後、同じサービス

コードが出力されるか 旬

.，企｡

Yes

No

ステップlに進む

ハーネス、およびコネクタの一時的な接触不良

不具合原因を究明する

作業後、次のステップに進む

7 サービス・コード番号をメモリから消去する

修復後の作業を行なった後、サービス・コード

が出力されるか

Yes

No

該当するサービス・コード番号の点検手順に進む

修理完了

サービス・コード番号0134 02センサ信号系統（不活性）

検出条件
燃料噴射フィードバック．ゾーン突入後、約90秒経過しても0.55V以上の02センサ信号が入力されな

い場合

■■

考えられる原因

●
●
●

02センサ不具合

PCM2C端子～02センサのハーネス、コネクタ断線、短絡

PCM3F端子～02センサのハーネス断線

・吸気装置系統、燃料装置系統、点火装置系統不具合

ｽﾃｯﾌ゚ 点検 処置

1 02センサおよびPCMコネクタの接合状態、ピ

ンのかん合状態は正常か

Yes

No

次のステップに進む

修理または交換する

2 PCM2C端子の電圧値は正常か Yes

No

ステップ7に進む

次のステップに進む

3 O2センサのコネクタを切離す

ハーネス側コネクタ④端子～PCM2C端子

間ハーネスに導瀬はあるか

Yes

No

次のステップに進む

修理または交換する

4 02センサのコネクタの端子～ボデーアース間

に導通はあるか

Yes

No

次のステップに進む

修理または交換する

5 ハーネス側コネクタ⑧端子～PCM3F端子

間ハーネスに導預はあるか

Yes

No

次のステップに進む

修理または交換する

6 フユーエル・インジエクタ、

プレッシャ・レギュレータ、

エアフロ・センサ、

水温センサ、

02センサ、

スパーク・プラグ、

吸気装置系統は、正常か

●
む
ら
戸

(空燃比がリーンまたはリッチになっていない

か）

Yes

No

次のステップに進む

該当部品を交換する

7 サービス・コード番号をメモリから消去する

修復後の作業を行なった後、同じサービス．

コードが出力されるか

Yes

No

ステップ1に進む

ハーネス、およびコネクタの一時的な接触不良

不具合原因を究明する

作業後、次のステップに進む

◆

◆
Ｂ
ｉ

8 サービス・コード番号をメモリから消去する

修復後の作業を行なった後、サービス・コード

が出力されるか

Yes

No

該当するサービス・コード番号の点検手順に進む

修理完了
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I

検出条件
U一ー／一ヨン

の場合
ハーIﾂﾌー uN崎､ノック・センサからの入力電圧が1.25V以下、または3.75V以上

考えられる原因
ー〆／〆 巳〆ソイ､暴戸

EPCM2F端子～ノック ･センサ端子間のハーネス、コネクタ断總､短縮
ｽﾃｯﾌ゚ 点検

処置
１
． ノック ､センサおよびPCMコネクタの接合状
態、ピンのかん合状態は正常か

Yes

No

沢のステップに進む

修理または交換する
2
ノック・センサのコネクタを切離す

ハーネス側コネクタ④端子～PCM

間に導通はあるか

2F端子

Yes

No

灰のステップに進む

修理または交換する

3 ノック ･センサの抵抗値は正常か Yes

No

次のステップに進む

修理または交換する
4
サービス・コード番号をメモリから消去する

修復後の作業を行なった後、同じサービス
コードが出力されるか

Yes

No

ステップ1に進む

ハーネス、およびコネクタの一時的な接触不良

不具合原因を究明する

作業後、次のステップに進む
5 サービス・コード番号をメモリから消去する

修復後の作業を行なった後、サービス
が出力されるか

･コード

Yes

No

該当するサービス・コード番号の点検手順に進む

修理完了

サービス・コード番号0443 パージ・ソレノイド・パルプ系統

検出条件 イグニッション．
スイッチON時、バージ・ソレノイド．パルプ系統が断線、または短絡している場合

考えられる原因

一夕ロ 〆

●

／レンィ1，．ノ､ノレノィ､具合

メイン・リレー～バージ・ソレノイド・バルブ～PCM
線、短絡

3L端子間のハーネス間コネクタ断

ｽﾃｯﾌ゚ 点検
処置

1
ハーツ・ソレノイド・バルブおよびPCMコネ
クタの接合状態、ピンのかん合状熊は下営か

Yes

No

沢のステップに進む

修理または交換する
2
ハーツ・ソレノイド・パルプのコネクタを切難
す

イグニッション、 スイッチON状態でハーネス

側コネクタ⑧端子にバッテリ電圧があるか

Yes

No

次のステップに進む

ハーネス側コネクタ④端子～メイン・リレー間ハーネ
ス､コネクタを点検する

3 ハーネス側⑤端子～PCM3L端子間ハーネ
スに導通はあるか

Yes

No

灰のステップに進む

修埋または交換する
4 ハーシ・ソレノイド・パルプの端子間に導通は
あるか

Yes

No

灰のステップに進む

ハーシ・ソレノイド・パルプを交換する
5 サービス・コード番号をメモリから消去する

修復後の作業を行なった後、同じサービス
コードが出力されるか

Yes

No

ステップlに進む

ハーネス、およびコネクタの一時的な接触不良

不具合原因を究明する

作業後、次のステップに進む
6 サービス・コード番号をメモリから消去する

修復後の作業を行なった後、サービス・コード
が出力されるか

Yes

No

該当するサービス・コード番号の点検手順に進む

修埋元』
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サービス・コード番号0505 ISCソレノイド・パルプ系統

検出条件 イグニッションスイッチON時、ISCソレノイド・バルブ系統が断線、または短絡している場合

考えられる原因

●
●
ISCソレノイド・バルブ不具合

PCM3M端子～ISCソレノイド・パルプ～PCM30端子間のハーネス、コネクタ断線、
短絡

ｽﾃｯﾌ゚ 点検 処置

1 ISCソレノイド・バルブおよびPCMコネク

タの接合状態、ピンのかん合状態は正常か

Yes

No

次のステップに進む

修理または交換する

2 ISCソレノイド・バルブのコネクタを切離す

ハーネス側コネクタ④端子～PCM3M端子

間ハーネスに導通はあるか

Yes

No

次のステップに進む

修理または交換する

3 ISCソレノイド・バルブのコネクタを切離す

ハーネス側⑧端子～PCM30端子間ハーネ

スに導通はあるか

Yes

No

次のステップに進む

修理または交換する

4 ISCソレノイド・バルブの抵抗値は正常か Yes

No

次のステップに進む

ISCソレノイド・パルプを交換する

5 サービス・コード番号をメモリから消去する

修復後の作業を行なった後、同じサービス．

コードが出力されるか

Yes

No

ステップ1に進む

ハーネス、およびコネクタの一時的な接触不良

不具合原因を究明する

作業後、次のステップに進む

6 サービス・コード番号をメモリから消去する

修復後の作業を行なった後、サービス・コード

が出力されるか

Yes

No

該当するサービス・コード番号の点検手順に進む

修理完了

サービス・コード番号0605 PCM内部故障(ROM異常）

検出条件 イグニッション・スイッチON時、サービス・コード0605を表示（エンジン始動不能）

考えられる原因 ● PCM故障(ROM異常）

ｽﾃｯﾌ゚ 点・検 処置
－

一 PCMを交換する
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牢死？

サービス・コード番号1170 02センサ信号系統（はりつき）

検出条件
硫不ﾔM貝鋼ノイートノ、ツク

入力されない場合
･ソーンにおいて、約50秒経過しても約0.45Vを境に02センサ信号が反転

考えられる原因

ロ
U2センーワ小具合

Ｍ
Ｍ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
Ｐ
●
●

●

2C端子～02センサ間のハーネス、コネクタ断線、短絡
3F端子～02センサ間ハーネス、コネクタ断線

吸気装置系統､燃料装置系統､点火装置系統不具合
ｽﾃｯﾌ゚ 点検 処置

‐

1 02センサおよびPCMコネクタの接合状態、ピ
ンのかん合状態は正常か

Yes

No

次のステップに進む

修理または交換する
2 PCM2C端子の電圧値は正常か Yes

No

ステップに6進む ■
』

次のステップに進む
3 02センサのコネクタを切離す…‘~:

『ず
．会8-.-..｡､｡』・・・､。●･

ハーネス側コネクダ②端子～PCM2C端子
．sｸｾ

間 ．

02センサのコネクタ④端子～ボデーアース間に旬

導通はあるか：！

Yes 次のステップに進む

4 ハーネス側コネクタ⑧端子～PEM
Q◆

間ハーネスに導通はあるか
↑

“
宍
ａ
◆
．
ず
い

3F端子
合 や
『

Yes

No

次のステップに進む

修理または交換する
5 フユーエル・インジエクタ、

プレッシャ・レギュ

エアフロ・センサ

水温センサ、

、
$

し難
、垂

申
６
句
ロ
グ

。
．
・
４
．
↑
・
‐
毎
↑
ゞ
・

ず
、
１
日
。

．
。
．
．
魂
，
剖
倫
＃
‐

。

‐
・
・
咄
●
．
寺
．
貼
山
，
。
ユ
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(空燃比がリーンまたはリッチになっていない
か）

Yes

No

次のステップに進む

該当部品を交換する

6 サービス・コード番号をメモリから消去する、

修復後の作業を行なった後、同じサービス．

コードが出力されるか

Yes

No

ステップlに進む

ハーネス、およびコネクタの一時的な接触不良

不具合原因を究明する

作業後､次のステップに進む
7 サービス・コード番号をメモリから消去する

修復後の作業を行なった後、サービス

が出力されるか

･コード
●

Yes

No

該当するサービス・コード番号の点検手順に進む

修理完了

サービス・コード番号1345 SGC信号系統（カムシャフト・ポジション・センサ）

検出条件 －－ジンノ生凰転以ﾉ向に刀ムンヤフト・ポジション・ヤン十十カｺ畠の負nrY橦呈おミスィ寸聖鉤_か,-,4昼へ

考えられる原因

》
●
ノリ今ンヤノ1，．ホンンヨン・センサ不具合

カムシャフト・ボジシヨン･ｾﾝｻ～メイン・リレーD端子間のﾊー ﾈｽ、
oPCM2H端子～カムシャフト・ポジション・センサ～PCM
タ断線、短絡

コネクタ断線、短絡

3C端子間のハーネス、コネク

ｽﾃｯﾌ゚ 点検 処置
1 テイストリビユータおよびPCMコネクタの接

合状態、ピンのかん合状態は正常か

Yes

No

次のステップに進む

修理または交換する
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；

ｽﾃｯﾌ゚ 点検 処置

2 カムシャフト・ポジション・センサのコネクタ

を切離す

ハーネス側コネクタ⑧瑞子～PCM2H端子

間、ハーネス側コネクタC端子～PCM3C

端子間ハーネスに導涌はあるか

Yes

No

次のステップに進む

修理または交換する

3 イグニッション・スイッチON状態でハーネス

側コネクタ⑧端子にバッテリ電圧があるか

Yes

No

次のステップに進む

ハーネス側コネクタ④端子～メイン・リレー間ハーネ

ス、コネクタを点検する

4 PCM2H端子の出力電圧は正常か Yes

No

次のステップに進む

ステップ6に進む

5 カムシャフト・ポジション・センサの抵抗値は

正常か

Yes

No

次のステップに進む

カムシャフト・ポジション・センサを交換する

6 サービス・コード番号をメモリから消去する

修復後の作業を行なった後、同じサービス．

コードが出力されるか

Yes

No

ステップ1に進む

ハーネス、およびコネクタの一時的な接触不良

不具合原因を究明する

作業後、次のステップに進む

7 サービス・コード番号をメモリから消去する

修復後の作業を行なった後、サービス・コード

が出力されるか

Yes

No

該当するサービス・コード番号の点検手順に進む

修理完了

サービス・コード番号1523 可変慣性吸気ソレノイド・パルプ系統(BP-ZE[RS])

検出条件
イグニッション・スイッチON時、可変慣性吸気ソレノイド・バルブ系統が断線、または短絡している

場合

考えられる原因

・可変慣性吸気ソレノイド・バルブ不具合

●

０
■

メイン・リレー～可変慣性吸気ソレノイド・バルブ～PCM3Q端子間のハーネス、コネクタ断

線、短絡

ｽﾃｯﾌ゚ 点検 処置

1 可変慣性吸気ソレノイド・バルブおよびPCM

コネクタの接合状態、ピンのかん合状態は正常

か

Yes

No

次のステップに進む

修理または交換する
凸凸

｡.～J●-ー ･･幸二
､

2 可変慣性吸気ソレノイド・バルブのコネクタを

切離す

イグニッション・スイッチON状態でハーネス

側コネクタA端子にバッテリ電l干があるか

Yes

No

.次のステップに進む
.『~こび『．

・・′〃。

豆pq-

ハーネス側コネクタA端子～メイン・リレー間ハーネ

ス、コネクタを点検する

3 ハーネス側B端子～PCM3Q端子間ハーネ

スに導通はあるか

Yes

No

次のステップに進む

修理または交換する

4 可変慣性吸気ソレノイド・パルプの端子間に導

通はあるか

Yes

No

次のステップに進む

可変慣性吸気ソレノイド・バルブを交換する

5 サービス・コード番号をメモリから消去する

修復後の作業を行なった後、同じサービス

コードが出力されるか

皇亭・,‘ も●ｵ

Yes

No

ステップ1に進む

ハーネス、およびコネクタの一時的な接触不良

不具合原因を究明する

作業後、次のステップに進む

6 去ず識、ｻー ピｽ･コード番号をﾒﾓﾘから消琴#
修復後の作業を行なった後、サービス．．苧ド

が出力されるか
クイー’1

0

｡←

Yes

No

該当するサービス・コード番号の点検手順に進む

修理完了
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サービス・コード番号1601 PCM/TCM通信信号系統

検出条件 イグニッション． スイッチON時、 PCM-TCM間の信号が送受信できない時
● ●

ー▲
ゞ上▼迅堅坪

考えられる原因 ●PCMIN端子～TCM

oPCMlK端子～TCM
O端子間のハーネス、コネクタ断線、短絡

△L端子間のハーネス、コネクタ断線､短絡
ｽﾃｯﾌ゚ 点検

処置
1
FしMおよびTCMコネクタの接合状態、ピン Yes 沢のステップに進む

のかん合状態は正常か No 修埋または交換する
2 t'(JMIN端子～TCM

に導通はあるか

O端子間ハーネス Yes

No

深のステップに進む

修理または交換する
3
t'CMIK端子～TCMAL端子間ハーネ Yes 次のステップに進む
スに導通はあるか No 修理または交換する

4
サービス・コード番号をメモリから消去する

修復後の作業を行なった後、同じサービス
コードが出力されるか

Yes

No

ステップ1に進む

ハーネス、およびコネクタの一時的な接触不良

不具合原因を究明する

作業後、次のステップに進む
5 サービス・コード番号をメモリから消去する

修復後の作業を行なった後、サービス ・コード

Yes 該当するサービス・コード番号の点検手順に進む

が出力されるか
‐P No 修埋完了

サービス・コード番号1608 PCM内部回路故障系統
や●

検出条件 PCMが出力部品のサービス． コードを読み取り不可能と判定した時

ー＆ しw』略桿

考えられる原因 ●出力部品ハーネス、短絡(VB)
● 出力部品の故障

ｽﾃｯﾌ゚ 点検
処置

1
谷出刀部品のハーネス、コネクタに協絡(VB) Yes 修埋または交換する
はあるか No 沢のステップに進む

2 サービス・コード番号をメモリから消去する Yes ステップlに進む

修復後の作業を行なった後、
コードが出力されるか

同じサービス。 No ハーネス、およびコネクタの一時的な接触不良

不具合原因を究明する

作業後、次のステップに進む
3 サービス・コード番号をメモリから消去する

修復後の作業を行なった後、サービス・コード

Yes 該当するサービス・コード番号の点検手順に進む

が出力されるか No 修埋完了
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サービス・コード番号1631 オルタネータ発電電圧信号系統

検出条件
PCMがオルタネータに30A以上の発電電流を要求してにるにもかかわらず、オルタネータの出力電圧

を8.5V以下とPCMが判断しているとき

考えられる原因

・オルタネータ不具合

●オルタネーターPCMIT端子間のハーネス、コネクタ断線、短絡

● オルタネーターPCMlO端子間のハーネス、コネクタ断線、短絡

ｽﾃｯﾌ゚ 点検 処置

1 オルタネータおよびPCMコネクタの接合状

態、ピンの勘合状態は正常か

Yes

No

次のステップに進む

修理または交換する

2 アイドル時オルタネータが発電しているか

(参照：セクションG、充放電装置系統、オル
■

タネータ点検）

Yes

No

次のステップに進む

ステップ5に進む

3 PCMIT端子の電圧値は正常か Yes

No

ステップ7に進む

次のステップに進む

4 オルタネータのハーネス側コネクタ⑨端子～

PCM1T端子間ハーネスに導通はあるか

Yes

No

オルタネータを点検する

修理または交換する

5 PCMl0端子の電圧値は正常か Yes

No

次のステップに進む

ステップ7に進む

プ
オルタネータのハーネス側コネクタ⑧端子～

PCMlO端子間ハーネスに導通はあるか

Yes

No

オルタネータを点検する

修理または交換する
_〆

7 サービス・コードの記憶を消去した後、エンジ

ン始動、アイドルにて電気負荷をONし、再度

点検を行ったとき、同じサービス・コードが出

力されるか

Yes

No

ステップ1に進む

ハーネス、コネクタの一時的な接触不良

不具合を究明する

作業後、次のステップに進む
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8 サービス・コード番号をメモリから消去する

修復後の作業を行なった後、サービス・コード

が出力されるか

Yes

No

該当するサービス・コード番号の点検手順に進在…、
苞

一

J

修理完了

サービス・コード番号1633 バッテリ・オーバーチャージ

検出条件 PCMが、オルタネータの出力電圧が18V以上またはバッテリ電圧が16V以上と判断したとき

考えられる原因

・オルタネータ不具合（過充電）

● PCM不具合

・オルタネーターPCMIO端子間のハーネス・コネクタ短絡

ｽﾃｯﾌ゚ 点検 処置

1 オルタネータおよびPCMコネクタの接合状

態、ピンの勘合状態は正常か

Yes

No

次のステップに進む

修理または交換する

2 オルタネータ側コネクタを切離す

オルタネータは発電しているか

Yes

No

オルタネータを点検する

次のステップに進む

3 オルタネータのコネクタを切離す

オルタネータのハーネス側コネクタの。端子の

電圧値は正常か

Yes

No

ステップ5に進む

次のステップに進む

4 PCMのコネクタを切離す

PCMlO端子の電圧値は正常か

Yes

No

オルタネータのハーネス側コネクタ⑧端子～PCM

10端子間のハーネスの修理または交換する

PCMを交換する
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ｽﾃｯﾌ゚
＠

点 検
処置

5 サービス・コード番号をメモリから消去する Yes ステップlに進む

修復後の作業を行なった後、

イドル後同じサービス．

エンジン始動、ア

コードが出力されるか

No ハーネス、およびコネクタの一時的な接触不良

不具合原因を究明する

作業後、次のステップに進む
6 サービス・コード番号をメモリから消去する

修復後の作業を行なった後、サービス・コード
Yes 該当するサービス・コード番号の点検手順に進む

が出力されるか No 修埋完了

サービス・コード番号1634 オルタネータB端子系統

検出条件
少

PCMが、オルタネータの出力電圧16V以上かつ（ツテリ電圧が11V以下と判断したとき

考えられる原因

ー

●

〆寺グゲェ旬、 アイ､呈貢

バッテリ不具合

・オルタネータ～バッテリ間のハーネス ョ柔々々蒔鍾
ｽﾃｯﾌ゚ 点検

処置
1
オルタネータのB端子の接合状態は正常か Yes 次のステップに進む

No 修埋または交換する
2
ハツテリ完全充電状態でバッテリの電圧値は正 Yes 沢のステップに進む
常か No バッテリを点検する。

唾セクションG、充放電装置系統．（､ソテ'】占拾
3 オルタネータのB端子を切離す Yes 次のステップに進む

･ハーネス側の電圧値は正常か No オルタネータB端子～バッテリ（＋）端子間のハーネス
を修理または交換する。

4 オルタネータのB端子を切離す Yes 沢のステップに進む

アイドル状態でオルタネータのB端子の電圧値
は正常か No オルタネータを点検する。

5 サービス コード番号をメモリから消去する Yes ステップ1に進む

修復後の作業を行なった後、同じサービス．
コードが出力されるか

No ハーネス、およびコネクタの一時的な接触不良

不具合原因を究明する

作業後、次のステップに進む
6
サービス・コード番号をメモリから消去する

修復後の作業を行なった後、サービス・コード
Yes 該当するサービス・コード番号の点検手順に進む

が出力されるか No 修埋完了

F-68
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トラブルシューティング

始めに

●セクションGIを参照して、トラブルシューティ

ングの基本的な進め方を確認して下さい。

・本編「トラブルシューティング」に取り掛かる前

に自己診断を行って下さい。

不具合現象一覧表

・下表を使って不具合現象を確認したのちに「不具
合現象別故障診断」の該当箇所に進む。

No.

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

不具合現象

バッテリ上がり

スタータが回転しない

スタータの回転が遅い

初爆がない

初爆はあるが、エンジンが始動しない

エンジンが始動するまでの時間が長い

アイドル回転数が低い､ふらつく、エンストする

アイドル回転数が高い

アイドル回転数がなかなか下がらない

負荷（電気負荷、P/S，A/C)作動時、アイ

ドル不調、エンストする

N－Dシフト時、アイドル不調、エンストする

発進時エンスト

加速および定常走行時エンスト

加速不良、パワー不足、息つき、エンジンが吹け
ない

減速時、車両が前後方向に振動、エンストする

ノッキング

オーバヒート

燃費が悪い

ガソリン臭い

・サービス・コードが確認される場合は「サービ

ス・コード別点検」の手順に従って点検を進めて

下さい。

・エンジンが始動できる場合は「エンジン調整」を

行って下さい。

詳細

－

－

スタータは正常に回転するが、シリンダ内で爆発が一度も

起こらない。

クランキング中、初爆はある。

イグニッション・スイッチをSTAからONに戻すと、エ

ンジンが停止する。（自力でエンジンが回転できない）

エンジンが始動するまでの時間が長い。

始動後、アイドルは正常である。
－

エンジン暖機後、アイドル回転数が下がらず、常時高い。

エンジン暖機後、アイドル回転数が正規値になるまで時間

を要する。

無負荷アイドル時は正常。負荷作動時にアイドル不調、エ

ンストする。

アイドル時は正常。N－Dシフト時にアイドル不調、エン

ストする。

－

一

一

減速走行時、パッキングが生じる。

車両停止直前にエンストする。
－

一

急発進、急加速、急停止は行っていない。

以前と比較してガソリンの消費量力堀端に多い。

室内またはエンジン・ルームからガソリン臭がする。
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トラブルシューティング

不具合現象別故障診断

1 パッテ↓I｡■■-ズツ 。
＝”ｰ夕』

充放電装置に起因

①バッテリ（電解液不足、内部電極板劣化）
②オルタネータ (発電不足一ベルトの緩み、内部劣化、

電装品に起因

①暗電流大 (特に後付け電装品関連に注意する）

損傷）

ｽﾃｯﾌ゚ 点検
処置

1 ハツテリの点検を行う 恥s 次のステップに進む

バッテリは正常か No バッテリを交換する
2 暗電流点検を行う

暗電流は正常か

恥s オルタネータの点検を行う

雷セクションG、充放電装置系統、オルタネータ占締
No 不具合箇所を修理または交換する

2 スタータが回車国しZよし、

スタータの回園§が遅い
コクもグゴ
● ●

始動装置に起因放電装置に起因
①スタータ関連（ハーネス損傷、電極締め付け不良、内①バッテリ上がり
部劣化、損傷）

ｽﾃｯﾌ゚ 点検
処置

1 ハッテリは上がっているか 恥s 11．バッテリ上がり」に従って故障診断を進める（上
記参照）

No 次のステップに進む
2

(AT車）

P、Nレンジ内においてセレクタ・レバーを微
移動する

恥s インヒビタ・スイッチを調整する

スタータは回転するか
NO 次のステップに進む

3 以下のPCM端子電圧を点検する 恥s 次のステップに進む
(AT車） 壷制御装置系統、バワートレイン・コントロー

b●

ル・モジュール点検

o有／無負荷判別信号
No インヒビタ・スイッチを点検・調整する

端子電圧は正常か

4 スタータの点検を行う

スタータは正常か

恥s エンジン本体（内部破損）を点検する（エンジン整備書
参照）

No 不具合箇所を修理または交換する

F－74
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3 初爆がない

考え方

全気筒、火花が飛ばない／弱い 圧縮圧力が低い

①イグナイタ・コイル（コネクタ外れ、かん合不良、内PCMが起動しない（サービス・コード点検が実施できな
部不良） いことで判定可能）

燃料が燃焼室へ供給されない ①PCMコネクタ（かん合不良－特にバッテリ電圧／

①サーキット・オープニング・リレー（かん合不良、内アース端子）

部断線）②メイン・リレー～PCMバッテリ電圧端子間ハーネ
②フユーエル・ポンプ（かん合不良、内部断線）ス、コネクタ
ｽﾃｯﾌ゚ 点検 処置

1 メイン・リレー作動点検を行う

壷 トラブルシューティング、システム点検、メ

イン・リレー作動点検

メイン・リレーは作動するか

恥s

No

次のステップに進む

不具合箇所を修理または交換する

2 PCM、イグナイタ．コイル、フューエル．ポ

ンプのコネクタは外れていないか／正常にかん

合しているか

恥s

No

次のステップに進む

不具合箇所を修理または交換する

3 吸気系のホースに外れ、損傷はないか 恥s

NO

次のステップに進む

不具合箇所を修理または交換する
h

●

●

4 火花点検を行う

蔭 トラブルシューティング、システム点検、火

花点検

全気筒共、青白く、強い火花力轆認できるか

恥s

No

次のステップに進む
、_｡

不具合箇所を修理または交換する

5 フユーエル・ポンプ作動点検を行う
露 トラブルシューティング、システム点検、

ー

フユーエル・ポンプ作動点検

フユーエル・ポンプ制御点検

フューエル・ポンプの作動は正常か

恥s

No

次のスデップに進む

不具合箇所を修理または交換する

6 点火時期制御点検を行う

雷 トラブルシューティング、システム点検、点

火時期制御点検

点火時期は正常か

恥s

No

次のステップに進む

不具合箇所を修理または交換する

7 フユーエル・インジエクタ作動点検を行う
面 トラブルシューティング、システム点検、

フユーエル・インジェクタ作動点検

全気筒共、作動音力瀧認できるか

恥s

No

次のステップに進む

不具合箇所を修理または交換する

8 燃圧点検を行う

函 トラブルシューティング、システム点検、燃

圧点検

燃圧は正常か

恥s

No

次のステップに進む

不具合箇所を修理または交換する

9 圧縮圧力を点検する

唾セクションB、圧縮圧力点検

圧縮圧力は正常か

恥s

No

燃料を交換する

不具合箇所を修理または交換する
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全気筒、火花が弱い。特定気筒火花が飛ばない
①全気筒、火花が弱い一イグニッション．
化、損傷）

②特定気筒火花が飛ばない－ハイテンショ

A/Fリーン

コイル（劣 ①フユーエル・ポンプ（吐出圧、吐出量不足一内部不
良）

ン・コード②吸気系からのエア吸い込み

（損傷、内部抵抗大)、スパーク・プラグ（損傷、劣③プレッシャ・レギュレータ（ダイヤフラム劣化、損
化、汚れ）鱈，
ｽﾃｯﾌ゚ 点検 処置
1 アクセル･ペダルを少し踏込んで始動したと

き、エンジンは完爆するか

恥s

No

次のステップに進む

ステップ3に進む
2 ISCソレノイド・バルブを点検する

画吸気装置系統、ISCソレノイド・バルブ点
検

ISCソレノイド・バルブは正常か

恥s

No

次のステップに進む

ISCソレノイド・バルブを交換する

3 吸気系のホースに外れ、損傷はないか 恥s

No

次のステップに進む

不具合箇所を修理または交換する
4 フユーエル・インジエクタ作動点検を行う

雷 トラブルシューティング、システム点検、
ー

フユーエル・インジエクタ作動点検

全気筒共、作動音が確認できるか

恥s

No

次のステップに進む

不具合箇所を修理または交換する

5 点火時期制御点検を行う
宮 トラブルシューティング、システム点検、点
火時期制御点検

クランキング時の点火時期は正常か

恥s

No

次のステップに進む

不具合箇所を修理または交換する

6 燃圧点検を行う

唾 トラブルシューティング、システム点検、燃
圧点検

燃圧は正常か

恥s

No

次のステップに進む

不具合箇所を修理または交換する

7 全気筒のスパーク・プラグを取外し、焼け具合

検証による故障診断を行う
雷 トラブルシューティング、点検手法、スバー

ク・プラグの焼け具合検証による故障診断
点検箇所は正常か

恥s

No

燃料を交換する

不具合箇所を修理または交換する



トラブルシューティング
旬
４

G

g

F－ｱア

5 エンジンが始動マ~るまでの時
王
国 が■。臺い

考え方

燃料残圧不足粗悪燃料

①フユーエル・ポンプ（残圧保持せず一内部不良）
q ■

ｽﾃｯﾌ゚ 点検 処置

､1 クランキングしたとき、スタータは正常に回転

するか

恥s

No

次のステップに進む

｢2．スタータが回転しない、スタータの回転が遅い」

に従って故障診断を進める

2 燃圧保持点検を行う

唾 トラブルシューティング、システム点検、燃

圧保持点検

保持圧は正常か

恥s

No

燃料を交換する

不具合箇所を修理または交換する

6 アイ ごル
■■■■■

ロ 転数が‘瞳iい、ふらつく、エンストする
考え方

ラフ・アイドル／エンストを迅速・確実に修復するためにれ、詰まり、固着）

は ■

、 先ず冷間／温間（熱間）／常時という発生状況による・圧縮圧力低下

切り分け、次に全気筒／特定気筒という発生部位による切②全気筒に発生

り分けを行い、絞り込んでいく・エア吸い

冷間時のみ発生・火花が弱い（イグニッション・コイルー劣化、損

①冷間時のアイドル・アップ制御不良 傷）

温間（熱間）時のみ発生・燃料噴射量不適切（プレッシャ・レギュレーター燃

①パージ制御不良 圧低下、フユーエル・ボンプー吐出圧、吐出量低

常時発生下、エアフロ・センサー特性ずれ）

①特定気筒に起因●吸入空気量不足(AAS－調整不良､スロットル

●火花が弱い、飛ばない（ハイテンション・コードーバルブーアイシング、ISCソレノイド・バルブー

損傷、スパーク・プラグー汚れ、損傷、劣化）通路詰まり、固着）

●燃料噴射量不適切（フユーエル・インジエクター漏

ｽﾃｯﾌ゚ 点検 処置

1 不具合現象はエンジン冷間時のみに発生するか

丹●

恥s

No

次のステップに進む

ステップ3に進む

2 冷間時のアイドル・アップの点検を行う

露 トラブルシューティング、システム点検、ア

イドル回転数制御点検、＜水温補正点検＞

正常に作動しているか

恥s

No

ステップ5に進む

不具合箇所を修理または交換する

3 不具合現象はエンジン温間（熱間）時のみ発生

するか

恥s

No

次のステップに進む

ステップ5に進む

4 バージ制御点検を行う

面 トラブルシューティング、システム点検、

バージ制御

正常に作動しているか

恥s

No

次のステップに進む

不具合箇所を修理または交換する

5 シリンダ・バランス・テストを行う

唾 トラブルシューティング、点検手法、シリン

ダ・バランス・テスト

各気筒共、等しくエンジン回転数が低下するか

恥s

No

次のステップに進む

該当気筒のスパーク・プラグを取り外し、焼け具合検証

による故障診断を行う

雷 トラブルシューティング、点検手法、スパーク・プラ

グの焼け具合検証による故障診断



ｽﾃｯﾌ゚

6

7

8

9

7

‐ゴクーグ望

ﾄラブルシューティング

点検

インテーク・マニホールド負圧点検を行う
唾 トラブルシューティング、 システム点検、イ

ンテーク・マニホールド負圧点検

吸気系にエア吸いは無いか

火花点検を行う

庵

t

トラブルシューティング、
花点検

システム点検、火

全気筒共、青白く強い火花が確認できるか

アイドル回転数制御点検を行う
奇

トラブルシューティング、システム点検、ア
イドル回転数制御点検

正常に作動しているか

燃圧を点検する

唾 トラブルシューティング、

圧点検

燃圧は正常か

ア グ
’

ごル
■■■■

里 転数メ､同し、

システム点検、燃

処置

恥s 次のステップに進む

No 不具合箇所を修理または交換する

恥s 次のステップに進む

No 不具合箇所を修理または交換する

恥s 択のステップに進む

No 不具合箇所を修理または交換する

恥s スロットル・ポジション・センサ系統、エアフロ．セン

サ系統を点検・修理する

No 不具合箇所を修理または交換する

吸入空気量が多い
③AAS(調整不良）

①アクセル．ケーブル（調整不良）アイドル回転数制御誤作動（負荷補正）
②ISCソレノイド・バルブ爪△／戸口／○信皇臺寵，、÷
ｽﾃｯﾌ゚

｡

点検
処置

1 アクセル・ケーブルの遊び量は正常か 恥s 次のステップに進む

唖吸気装置系統、

整

アクセル・ケーブル点検／調 N0 アクセル・ケーブルを調整する

壷吸気装置系統、アクセル・ケーブル点検／調整
2 ISCソレノイド・バルブのコネクタを切り離

したとき、エンジン回転数は低下するか

亜s 以下のPCM端子電圧を点検する

面制御装置系統、バワートレイン・コントロール．モ
ジュール点検

●A/C負荷信号

● P/Sプレヅシヤ信号

No ISCソレノイド・パルプを交樋する

8 ア ジ
’

ごル回車冒数ズ《なズ､なメ、
戸

ﾐズ、らない
~コク巳夕J

吸入空気量が多い ③AAS(調整不良）

①アクセル.ケーブル（調整不良）・アイドル回転数制御誤作動（負荷補正）
②ISCソレノイド・バルブrnA/r、、／○信二雪廻コー街
ｽﾃｯﾌ゚ 点検

1 ISCソレノイド・バルブのコネクタを切り離

したとき、エンジン回転数は低下するか

恥s

No

処置

以下のPCM端子電圧を点検する

露制御装置系統、バワートレイン・コントロール．モ
｡

ジュール点検

●水温信号

ISCソレノイド・バルブを交換する

F－ｱ8

雀

譲
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トラブルシューティング

悲

袋

F－7g

べ
理

9-① P/S!ソ言動|［時、ア グ
〃

ごルフﾐ調、二こンス
q■■

、《Fる

考え万

PCMにP/S作動信号が入力しない

P/Sポンプの機械抵抗が大きい

ｽﾃｯﾌ゚ 点検 処置
1 以下のPCM端子電圧を点検する

唾制御装置系統、バワートレイン・コントロー

ル・モジュール点検
● P/Sプレッシャ信号

端子電圧は正常か

恥s

No

P/Sポンプを点検する

不具合箇所を修理または交換する

9-@負宿
ｐ
●

(層ﾖ気負宿:、P/S、A/C)に詞；っら可習アイ ざル不言罰、エンストする
考え方

ISCソレノイド・バルブ（固着）

ｽﾃｯﾌ゚ 点検 処置
1 ISCソレノイド･バルブのコネクタを切離し

たとき、エンジン回転数は低下するか

恥s

No

以下のPCM端子電圧を点検する

蔭制御装置系統、バワートレイン・コントロール・モ

ジュール点検

●ISC制御信号

ISCソレノイド・バルブを交換する

10 N－Dシフ 、 時、アグ
’

ざルフ
■■■■■■

､眉ﾖ、エンス
q■■

、《
＝

る

考え方

ISC制御作動せず疑似アイドル不調
①PCMに有負荷判定信号が入力されない ①エンジン・マウント、排気系部品の締付け不良
②ISCソレノイド・バルブ（固着）
ｽﾃｯﾌ゚ 点検 処置
1 負荷（電気負荷、P/S$A/C)を作動させ

たとき、アイドル・アップするか

恥s

No

次のステップに進む

アイドル回転数制御点検を行う

露 トラブルシューティング、システム点検、アイドル回

転数制御点検

2 以下のTCM端子電圧を点検する

ﾛ霊セクションK、オートマチック・トランス

ミッション、TCM点検

●インヒビタ・スイッチ信号

●

(R、N、D、S、Lレンジ）

パルス・ジェネレータ信号

端子電圧は正常か

恥s

No

｢24.NレンジからR、D、S、Lレンジにシフトした

時、エンストする」に従って故障診断を進める

暦セクションK、トラブルシューティング、不具合現象

別故障診断

不具合箇所を修理または交換する



トラブルシューティング

垂
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ー 時エンス

ー

、《｜勺

~Pコヘノ』

燃料噴射量が不足

①プレッシャ・レギュレータ（燃圧低下）
②フユーエル・ポンプ（吐出圧、叶出量低下）

③スロットル・ポジション・センサ（調整不良）
④フユーエル・インジエクタ（抵抗値大、詰まり）

ｽﾃｯﾌ゚ 点検
処置

1 アイドル状態は正常か 恥s

No

次のステップに進む

｢6．アイドル回転数が低い、ふらつく、エンストす
る」に従って故障診断を進める

2 燃圧点検を行う

壷 トラブルシューティング、

圧点検

燃圧は正常か

システム点検、燃

恥s

No

次のステップに進む

不具合箇所を修理または交換する

3 以下のPCM端子電圧を点検する

雷制御装置系統、パワートレイン・コントロー
ル・モジュール点検

●スロットル・ポジション・センサ信号
端子電圧は正常か

恥s

No

次のステップに進む

不具合箇所を修理または交換する

4 以下のTCM端子電圧を点検する

唾セクションK，オートマチック・トランス

ミッション、TCM点検

●インヒビタ・スイッチ信号

●

(R、N、D、S、Lレンジ）

パルス・ジェネレータ信号

端子電圧は正常か

恥s

No

フユーエル・インジエクタの噴射量点検を行う

庵制御装置点検、フユーエル・インジエクタ点検、噴射
量点検

不具合箇所を修理または交換する

12 加這
■
ａ
匠
司

■■

ミ
ー

■、

つこ 弓乙：
こ
〃
小

．U

二I

Ｌ
目 二

人

〃
罰
。 言行時二ﾆンス 、

壱へJJ

フユーズ、リレーの断線 グ・リレー

①フューズEGI、イグニッション・スイッチコネクタの外れ、かん合不良
②リレーーメイン・リレー、サーキット．オープニン rT1pf－1Mゴノプ＋至々，司全,1．－－－､n－1g、、一子

ｽﾃｯﾌ゚ 点検 処置
1 エンスト時、エンジンはオーバーヒートしてい
たか

恥s

No

｢16．オーバーヒート」に従って故障診断を進める

次のステップに進む
2 メイン・リレー作動点検を行う

壷 トラブルシューティング、システム点検、メ
イン・リレー作動点検

メイン・リレーは作動するか

恥s

N0

次のステップに進む

不具合箇所を修理または交換する

3 PCM、イグナイタ・コイル、フューエル・ポ

ンプのコネクタは外れていないか／正常にかん
合しているか

恥s

No

次のステップに進む

不具合箇所を修理または交換する

4 吸気系のホースに外れ、損傷はないか 恥s

No

次のステップに進む

不具合箇所を修理または交換する
5 火花点検を行う

面 トラブルシューティング、システム点検、火
花点検

全気筒共、青白く強い火花が確認できるか

恥s

No

次のステップに進む

不具合箇所を修理または交換する



トラブルシューティング

F-81

一一

｛
～

一
三

ｽﾃｯﾌ゚ 点検 処置

6 フユーエル・ポンプ制御点検を行う

瘤 トラブルシューティング、システム点検、

フユーエル・ポンプ作動点検、フューエル.

ポンプ制御点検

フューエル・ポンプの作動は正常か

恥s

No

圧縮圧力を点検する

蔭セクションB、圧縮圧力点検

不具合箇所を修理または交換する

13
■
ｊ
● ﾛ歪

ロ■■

ノ
』
§
』

■■■

、 受、パヮーフ
■■■

、
。己、息つき、エンジンが吹けない

考え方

加速不良を迅速．確実に修復するためには、先ず冷間／常A/C作動時のみ発生

時、特定域／全域、A/C作動時のみといった発生状況に ①A/Cカット制御作動せず

よる切り分け、次にEGI/ATというシステムによる切ATに起因して発生

り分けを行い、絞り込んでいく ①変速点異常

冷間時のみ発生 失火している

①水温センサ（特性ずれ－温間判定）①点火装置系（アイドルが正常ならハイテンション．

特定域（中速域）のみ発生コード、スパーク・プラグを疑ってみる、要求電圧大

①可変慣性吸気制御（作動不良）一失火）
ｽﾃｯﾌ゚ 点検 処置

1 アイドル不調、ノッキング、オーバーヒートは

発生しているか

恥s

No

｢6．アイドル回転数が低い、ふらつく、エンストす

る」「15．ノッキング」「16．オーバーヒート」に従っ

て故障診断を進める

次のステップに進む

2 不具合現象はエンジン冷間時のみ発生するか 恥s

No

以下のPCM端子電圧を点検する

瘤制御装置系統、バワートレイシ・コントロール・モ

ジュール点検
●

●水温信号

次のステップに進む

3 不具合現象は低速域でのみ、または高速域

(5250rpm以上）でのみ発生するか

恥s

No

可変慣性吸気制御点検を行う

唾 トラブルシューティング、システム点検、可変慣性吸

気制御点検

次のステップに進む

4 不具合現象A/Cは作動時のみ発生するか 恥s

No

次のステップに進む

ステップ6に進む

5 A/Cカット制御点検を行う

壷 トラブルシューティング、システム点検、A

/Cカット制御点検

加速時A/C作動は停止しているか

恥s

No

A/Cコンプレッサを点検する

不具合箇所を修理または交換する

6 ATの変速点は正常か 恥s

No

次のステップに進む

｢11．変速点が高いまたは低い」に従って故障診断を進

める

壷セクションK、トラブルシューティング、不具合現象

別故障診断

7 加速時にエンジンは吹き上がるか 恥s

No

｢15．加速時滑るまたはエンジンが吹き上がる」に従っ

て故障診断を進める ●●

壷セクションK、トラブルシューティング、不具合現象

別故障診断

次のステップに進む

8 エア・クリーナ・エレメントを点検する｡エ

ア・クリーナ・エレメントに詰まりはないか

恥s

No

次のステップに進む

エア・クリーナ・エレメントを交換する



トラブルシューティング

劇雲

諺

F 一

I

ｽﾃｯﾌ゚ 点横
処置

9
以1,のFCM端子電圧を点検する

唾制御装置系統、パワートレイン・コントロー
ル・モジュール点検
● スロットル・ポジション

●エアフロ・センサ信号

端子電圧は正常か

･センサ信号

恥s

No

沢のステップに進む

ｲ､具合箇所を修理または交換する

10
以1,の．',CM端子電圧を点検する

,雪セクションK，オートマチック・トランス
ミッション、TCM点検

●インヒビタ

●

(R、N

･スイッチ信号

D、S、Lレンジ）

パルス・ジェネレータ信号
端子電圧は正常か

恥s

No

級のステップに進む

ｲ､具合箇所を修理または交換する

11 脈比を点検する

唾 トラブルシューティング、
圧点検

燃圧は正常か

システム点検、燃

恥s

N0

灰のステップに進む

ｲ､具合箇所を修理または交換する

12
重気同のスハーク・プラグを取外し、焼け具合

､

検証による故障診断を行う
壷

トラブルシューティング、点検手法、スバー
ク・プラグの焼け具合検証による故障診断
点検箇所は正常か

亜s

No

lb

進める
最高速が低い、加速が悪い」に従って故障診断を

唾セクションK

別故障診断
トラブルシューティング、不具合現象

ｲ､具合箇所を修理または毒樋する

14
、
や
〃
例 雄

■
国
、
画 時、星

ー

ヨ
ー iが訂後フ

岸
■
■

圭
口 に 辰動、二ﾆンス

1■■

、《｢る

減速時、燃料をカットしない
①スロツトル・ポジション・センサ

減速時の燃料復帰回転数が低い
①スロットル．ポジション．ヤンサ

(調整不良）

②PCMに有負荷信号が入力されない

③水温センサ (特性ずれ一冷間時に温間判定）
減速時に燃料が燃焼室へ供給される

(謂錘禾白、／弓、 ー．一一一℃｡＝一凸

ｽﾃｯﾌ゚
｡

点 検 ■一一一命

1
ｲ､具合現象はシフト・ダウンと同期に発生して
いるか

亜s

N0

'乙D･走行から車両停止寸前にエンストする」に従って
故障診断を進める

壷セクションK

別故障診断
トラブルシューティング、不具合現象

仇の入テツフに進む
2
ｲ､具合現象はエンジン冷間時のみ発生している
か

恥s

N0

臥1,のt'UM端子電圧を点検する

露制御装置系統、バワートレイン・コントロール．モ
ジュール点検

●水温信号

仇のステップに進む
3 ノイドル状態は正常か 我

恥s

N0

慨のステップに進む

ID
。γイドル回転数か低い、ふらつく、エンストす
る」に従って故障診断を進めろ

4 漁科カット制御点検を行う
唾 トラブルシューティング、

料カット制御点検
システム点検、燃

●減速時、燃料はカットされているか
●燃料復帰回転数はTF堂か

恥s

No

ノユーエル・インンエクタの漏れ点検を行う

ｲ､具言固"Tを修埋または交換する



トラブルシューティング

F-BS

15 ノッキング

考え方

A/Fリーン ②プレイグニッション発生（スパーク・プラグの熱価不

①プレッシャ ●
。 レギュレータ（燃圧低下）適切、燃焼室内にカーボン堆積）

点火時期がずれているノック・センサ（ノック信号検出せず）

①点火時期調整不良 粗悪燃料使用

ｽﾃｯﾌ゚ 点検 処置

1 ノッキング発生前、エンジンはオーバーヒート

していたか

恥s

No

｢16.オーバーヒート」に従って故障診断を進める

次のステップに進む

2 アイドル状態は正常か 恥s

No

次のステップに進む

｢6．アイドル回転数が低い、ふらつく、エンストす

る」に従って故障診断を進める

3 スパーク・プラグを点検する

熱価は適切か、電極にカーボンの堆積はないか

恥s

No

次のステップに進む

清掃または交換する

4 ノック・センサを点検する

画制御装置系統、ノック・センサ点検

ノック・センサは正常か

恥s

No

次のステップに進む

交換する

5 燃圧を点検する

函 トラブルシューティング、システム点検、燃

圧点検

燃圧は正常か

恥s

No

次のステップに進む
｡ ●

不具合箇所を修理または交換する

6 燃料を交換する

不具合現象は改善されるか

恥s

No

使用燃料を変更するよう、ユーザーへ指導する

以下の方法でシリンダ・ヘッド内の堆積物を除去する

●カーボン除去剤

●オーバ・ホール

(エンジン整備書参照）

16 易－－バーレー 、

考え方

送風量不足②サーモスタット（全開せず一内部不良）

①クーリング・ファン作動せず③ラジエータ（詰まり）

冷却水系不具合疑似オーバーヒート

①冷却水量不足 ①水温ケージ（作動不良）

｡■

ｽﾃｯﾌ゚ 点検 処置

1 冷却水量を点検する

露セクションE、冷却水、冷却水量点検

冷却水量は正常か

恥s

No

次のステップに進む

冷却水量を補充すると共に冷却水路に漏れが無いことを

確認する

2 暖気後、クーリング・ファンは作動するか

(アイドル放置、レーシング等を行ってみる）

恥s

No

次のステップに進む

電動ファン・システムの点検を行う

蔭 トラブルシューティング、システム点検、ファン制御

点検

3 ラジエータ・ホースの張りを確認する

警告

● 火傷を防止するため、手によってホースの

張りを確認する場合はウエスを使用する

エンジン暖機後、冷却水はラジエータ・ホース

まで循環しているか

恥s

No

ステヅプ5に進む

次のステップに進む

｡●｡



トラブルシューティング

●l'

F-84
｜

’

ｽﾃｯﾌ゚ 点検
処置

4 サーモスタットを点検する

壷セクションE

タット点検

、 サーモスタット、サーモス

サーモスタットは正常か

恥s

No

ワオータ・ポンプを点検する

サーモスタットを交換する

5 フシエータ・キャップを点検する

露セクションE、ラジエータ・キャップ、ラジ
エータ・キャップ点検

ラジエータ・キャップは正常か

恥s

No

沢のステップに進む

ラジエータ・キャップを交換する

6 水温ゲージを点検する

水温ゲージは正常か

恥s

No

沢のステップに進む

不具合箇所を修理または交換する
7 フツエータの詰まりを点検する

ラジエータは正常か
恥s

N0

燃料を交換する

不具合箇所を修理または交換する

17 １
Ｊ
９
４
回
●附費が：尻U
ー マーター.．

燃費はお客さまの車の状況、
す◎

乗り方により大きく差がでま

従って不具合か否かを判断するためにもお客さまの問
診が重要となります

車が標準仕様でない

①タイヤ（オーバー・サイズ、空気圧が低い）
②吸排気系部品の変更

お客さまの乗り方、

①加減速の多用
走行状態が特異である

②登坂路走行が多い

メンテナンス不足

①エンジン・オイル、ATF(汚れ）

②エア・クリーナ、オイル・エレメント（汚れ、詰ま
り）

A/Fがリッチ

①エアフロ・センサ、水温センサ（特性ずれ）
②燃圧大

ロック・アップが作動しない

オーバ・クール
● 由

①サーモスタット
r5，〃一】1，，〃ダ

(冷間時全閉せず－内部不良）
→－，〃 '蜂向回廊全一､一一← ●-由＝!－b●E、

ｽﾃｯﾌ゚ 点検
処置

1 以下の点検を行う

●エア・クリーナ・エレメント（詰まり）

●エンジン・オイル、ATF(汚れ、量）
●タイヤの空気圧

各部品は正常か

恥s

N0

灰のステップに進む

不具合箇所を修理または交換する

2 水温ゲージで水温の上がり方を点検する

水温の上がり方は正常（遅くない）か

恥s

No

ステップ3に進む

沢のステップに進む
3 ロック・アップは作動するか 恥s

No

全気筒のスパーク・プラグを取外し、焼け具合検証によ
る故障診断をおこなう
＝ トラブルシューティング、点検手法、スパーク．プ
グの焼け具合検証による故障診断

ラ

llZ・ロック・アップしない」に従って故障診断を進め
る

蔭セクションK、トラブルシューティング、不具合現象
別故障診断



トラブルシューティング

18 カソリン臭い

考え万

燃料蒸発ガス（燃料）漏れバージ制御作動不具合

①燃料系配管からの漏れ ①バージ・ソレノイド・バルブ（固着）

②チヤコール・キヤニスタ（損傷、オーバ・フロー）

③チャコール・キャニスターバージ・ソレノイド・バル

ブーインテーク・マニホールド間のバキューム・ホー

ス（外れ、損傷）

ｽﾃｯﾌ゚ 点検 処置

1 チャコール・キャニスターバージ・ソレノイ 恥s 次のステップに進む

ド・バルブ～インテーク・マニホールド間の（

キユーム・ホースを点検する。バキューム No 不具合箇所を修理または交換する

ホースに外れ、損傷はないか

2 チヤコール・キヤニスタを点検する 恥s 次のステップに進む

チヤコール・キヤニスタはオーバ・フロー･して

ないか
No 不具合箇所を修理または交換する

3 燃料系配管（含フユーエル・フィルタ）を点検 恥s バージ制御点検を行う

する

燃料系配管から漏れはないか
No 不具合箇所を修理または交換する

F-BS

L

弐・二



ﾄラブルシューティング

点検手法 2．エンジンを始動し、アイドル状態にする。

3.1気筒毎にハイテンション・コードを取外し、エ
ンジン回転数の落込み量を測定する。

シリンダ・バランス・テスト

注意

●シリンダ・バランス・テストは触媒の過熱につ

ながるので、すみやかに行うこと。また、抜い
たハイテンション・コードはアースさせ、他の
センサや配線に近づけないこと。

スパーク・プラグの焼け具合検証による故障診断
目的

・スパーク・プラグの焼け具合を検証することによ

り、特定気筒／全気筒の不具合原因を判断するこ
とができる。

目的

●シリンダ・バランス・テストとは、エンジン回転
中、故意に特定気筒の点火を失火させ、その時の
エンジン回転数の落込み量を他の気筒や今までの
エンジン状態と比較することにより、その気筒の
燃焼状態を判定する方法である。シリンダ．バラ
ンス・テストを行うことにより、圧縮圧力、混合
気、点火を総合的に判断することができる。

手順

1.スパーク・プラグを取外す。

2．焼け具合を検証する。

3．以下の一覧表を参照して、該当する故障診断を行
う。

Clﾑリ

手順

1.タコ・メータを取付ける。

メータ

IG-(タコ・メータ接続端子）

雪

■
■
Ｆ
■
■
Ｕ
▲
■
■
■
Ｆ
■
且
■
■
守

F-SS
Ｌ
■
Ｐ
‐
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｈ
ｌ
ｌ
ｌ
’
ｌ
Ｉ
ｑ
Ｉ

スパーク・プラグの状態
該当故障診断フロー

特足気筒のみくすぶっているまたは濡れている （J「特定気筒のみ、くすぶり／濡れ」
特定気筒のみ白っぽい

②1特定気筒のみ、白っぽい」
全気筒くすぶっているまたは濡れている

⑥I全気筒、くすぶり／濡れ」
全気筒日っぽい

④I全気筒、白っぽい」
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韮
鐘
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慮
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君
ｒ
＄
●
・
鴛
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兵
浄

F－B7
慮
る
脳

①
■
■
日
．蒜 弓壹0笥@〕み、<了rぶし ／濡；私

考え方

燃焼の3要素より その他

①火花一火花が飛ばない、火花が弱い ①スパーク・プラグ不良

②混合気一フユーエル・インジエクタの噴射量が多い

③圧縮一圧縮しない、圧縮圧力が低い
ｽﾃｯﾌ゚ 点検 処置

1 スパーク・プラグのくすぶり／濡れは、エンジ

ン・オイルによるものか

恥s

No

オイル上がり、オイル下がりに関連する箇所を点検する

次のステップに進む

2 スパーク・プラグに関する以下の項目を点検す

る

・碍子割れ

● 熱価
■

・エア･ギャップ

● 電極摩耗

各々の項目は正常か

恥s

No

次のステップに進む

スパーク・プラグを交換する

3 該当気筒の火花点検を行う
画 トラブルシューティング、システム点検、火

花点検

青白く、強い火花が確認できるか（正常気筒と

比較してみる）

恥s

No

次のステップに進む

不具合箇所を修理または交換する

4 該当気筒の圧縮圧力を点検する

唾セクションB，圧縮圧力点検

圧縮圧力は正常か

恥s

No

次のステップに進む

不具合箇所を修理または交換する

5 該当気筒のフユーエル・インジエクタ抵抗点検

を行う

抵抗値は正常か

恥s

No

次のステップに進む

フユーエル・インジエクタを交換する

6 以下のPCM端子電圧を点検する

雷制御装置系統、バワートレイン・コントロー

ル・モジュール点検

・該当気筒のフユーエル・インジェクタ制御信

号

端子電圧は正常か

(正常気筒と比較してみる）

恥s

No

該当気筒のフユーエル・インジエクタに関する以下の項

目について点検する

画燃料装置系統、フユーエル・インジエクタ点検

●
●
漏れ

噴射量

不具合箇所を点検する

②
■
■
●
●寺〕 目気笥、〕み、

と
■■■

一 っぽい

考え方

燃焼の3要素より その他

①混合気一フユーエル・インジエクタの噴射量が少ない ①スパーク・プラグ不良

ｽﾃｯﾌ゚ 点検 処置

1 スパーク・プラグに関する以下の項目を点検す

る

● 熱価

・エア・ギャップ

各々の項目は正常か

恥s

No

次のステップに進む

スパーク・プラグを交換する

2 該当気筒のフユーエル・インジェクタ作動点検

を行う

作動音は確認できるか

恥s

No

次のステップに進む

不具合箇所を修理または交換する



トラブルシューティング

ｽﾃｯﾌ゚ 点検
処置

3 該当気筒のフユーエル・インジエクタ抵抗点検 恥s 次のステップに進む
を行う

壷燃料装置系統、

検、抵抗点検

フユーエル・インジエクタ点
N0 フユーエル・インジエクタを交換する

抵抗値は正常か

4 以下のPCM端子電圧を点検する

面制御装置系統、バワートレイン・コントロー

恥s 該当気筒のフユーエル・インジエクタの噴射量点検を行
ｰ

つ

ル・モジュール点検

・該当気筒のフューェル ･インジエクタ制御信
且琴燃料装置系統、フユーエル・インジエクタ点検、噴射
量点検

号
● ｡

端子電圧は正常か（正常気筒と比較してみ N0 不具合箇所を点検する
る）

③ 全気 3，〈了rぶし|／淵層； P

卜

一百へJJ．

燃焼の3要素より

①火花一火花が弱い
③圧縮一圧縮圧力が低い

その他

②混合気-A/Fリッチ rnI砺負償篝垂塗"、曇士士2，

ｽﾃｯﾌ゚ 点検
処置

1 エア・クリーナ・エレメントの詰まりを点検す 恥s 次のステップに進む
る

エア・クリーナ・エレメントは正常か
No エア・クリーナ・エレメントを交換する

2 火花点検を行う 恥s 次のステップに進む
画 トラブルシューティング、システム点検、火
花点検

全気筒共、青白く、強い火花力轆認できるか

No 不具合箇所を修理または交換する

3 燃圧点検を行う 恥s 次のステップに進む
唾 トラブルシューティング、 システム点検、燃
圧点検

燃圧は正常か

No 不具合箇所を修理または交換する

4 以下のPCM端子電圧を点検する 恥s 次のステップに進む

露制御装置系統、バワートレイン・コントロー
ル・モジュール点検

●エアフロ・センサ信号
G ■

・水温信号

● 02センサ信号（エンジン始動可能な場合の
No 不具合箇所を点検する

み）

●アース

端子電圧は正常か

5 バージ制御点検を行う（エンジン始動可能な場 恥s 次のステップに進む
合のみ）

唾 トラブルシューティング、システム点検、
バージ制御点検

No 不具合箇所を点検する

バージ制御は正常か ◆

6 圧縮圧力を点検する 恥8 排気系の詰まりを点検する

露セクションB、圧縮圧力点検

圧縮圧力は正常か
No 不具合箇所を修理または交換する
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④ 全気
一■

理
芦
、 白つに:い

考え方

燃焼の3要素より

①混合気-A/Fリーン

ｽﾃｯﾌ゚ 点検 処置

1 エンジン始動不可能な場合、吸気系のエア漏れ

を点検する

エンジン始動可能な場合、インテーク・マニ

ホールド負圧点検を行う

瘤 トラブルシューティング、システム点検、イ

ンテーク・マニホールド負圧点検

吸気系からエアの吸い込みはあるか

恥s

No

不具合箇所を修理または交換する

次のステップに進む

2 燃圧点検を行う

査 トラブルシューティング、システム点検、燃

圧点検

燃圧は正常か

恥s

No

以下のPCM端子電圧を点検する

唾制御装置系統、バワートレイン・コントロール・モ

ジュール点検

・エアフロ・センサ信号

・水温信号

● 02センサ信号（エンジン始動可能な場合のみ）

●アース

不具合箇所を修理または交換する
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オシロスコープによる不具合判定（参考）
目的

・オシロスコープを使用することにより、実際に部
品を取外すことなく、ソレノイド・バルブの固着
等を判定することができる。

異常信号の抽出方法

1.整備書内のコード別点検を参照して、不具合現象
に関連する入力信号系統をPIDモニタで確認す
る。

(1)IG-ON時、アイドル時に標準値を大幅に外
れている入力信号を異常と判断する。

（2）不具合現象再現時（走行中）で運転者の意図に
反して、モニタ値が急激に変化する入力信号を
異常と判断する。

3方ソレノイド・パルプ／
フユーエル・インジェクタ

PCM

、

異常箇所の究明方法

注意

●測定電圧値とNGSのモニタ値を比較する際
は、NGSの$lDIGITALMEASUR

EMENTsYsTEM''機能を活用する。
そうでなければ、テスタによるばらつきによっ
て、判定を誤る可能性がある。

・電圧値を測定する際、テスタの（－）リード棒
は測定するPCM，センサ、またはスイッチの

GND端子に差し込んでおこなう。そうでなけ
れば、測定電圧値は実際の値とずれる可能性が
ある。

・防水カプラにピンを差し込んで電圧値を測定ま
たは導通の確認をおこなった後は、防水ゴムの

亀裂を確認し、亀裂を認めた場合はシーラント
で亀裂をふさぐ。そうしなければ、ハーネスま
たは端子が水により劣化し、車両不具合を引き
起こす可能性がある。

オシロスコープ

（1）正常波形

フューエル・インジェクタまたは3方Sol.Vが作動→非
作動時の逆起電圧Aに、プランジヤのリターンによる
誘導起電圧B力珈えられている。

創り

(V)

、０
０
２
１
０

1ms/目盛

（2）固着波形

プランジヤの固着により、プランジヤのリターンによ
る誘導起電圧Bが発生せず、滑らかに収束している。

可変抵抗タイプ1(V)

夢

20

０
１
０

1ms/目盛

入力信号系統の点検手順

1.異常信号を抽出する。（参照：異常信号の抽出方
法）

2.異常箇所を究明する。（参照：異常信号の究明方
法）

3.異常箇所を修理または交換する。

4.異常信号が解消されたことを確認する。

1.入力信号系統を点検する。

（1）異常発生時、PCM端子#lの電圧値を測定す
る。

●＃1端子の測定電圧値とNGSのモニタ値が
同じであれば、次のステップに進む。
●＃1端子の測定電圧値とNGSのモニタ値の
差が0.5V以上であれば、PCMのコネクタ
について以下の点を点検する。

・雌端子の開き不具合
F-90
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・カプラ（ピン保持部）の破損

・ピンの黒色変色

・ハーネスとピンのカシメ不具合（ゆるみ、

カシメ箇所のミス）

（2）異常発生時、センサ端子＃2の電圧値を測定す

る。

●＃2端子の測定電圧値とNGSのモニタ値の

差が0.5V以上であれば、ハーネスの断線

（断続的なものを含む）の点検をおこなう。

o#2端子の測定電圧値とNGSのモニタ値が

同じであれば､センサのコネクタについて以

下の点を点検をし、不具合がなければステッ

プ2に進む。

・雌端子の開き不具合

・カプラ（ピン保持部）の破損

・ピンの黒色変色

・ハーネスとピンのカシメ不具合（ゆるみ、

カシメ箇所のミス）

2.基準電源系統を点検する。

（1）センサ＃3端子が5Vであることを確認する。

●＃3端子の測定電圧値が5Vであれば、セン

サのコネクタについて以下の点を点検し、不

具合がなければステップ3に進む。

・雌端子の開き不具合

・カプラ（ピン保持部）の破損

・ピンの黒色変色

o#3端子の測定電圧値が5V以外であれば、

以下の点を点検し、不具合がなければ次のス

テップに進む。

・ハーネスの断線／短絡

oハーネスとピンのカシメ不具合（ゆるみ、

カシメ箇所のミス）

(2)PCM#4端子が5Vであることを確認する。

。＃4端子の測定電圧値が5V以外の場合、P

CMのコネクタについて以下の点検をおこな

う。

・雌端子の開き不具合

・カプラ（ピン保持部）の破損

・ピンの黒色変色

・ハーネスとピンのカシメ不具合（ゆるみ、

カシメ箇所のミス）

3.GND系統を点検する。

（1）センサ＃5端子がOVであることを確認する。

o#5端子がOVであれば、ステップ4に進

む。

。＃5端子がOVでなければ、以下の点を点検

する。

・ハーネスの断線（断続的なものを含む）

・雌端子の開き不具合

・カプラ’（ピン保持部）の破損

・ピンの黒色変色

・ハーネスとピンのカシメ不具合（ゆるみ、

カシメ箇所のミス）

4.センサのカプラを切り離し、センサ内部の導通を

確認し、導通がない場合はセンサを交換する。

サーミスタ・タイプ

PC ：
入力

M

アース

2

3

1.入力信号系統を点検する。

(1)異常発生時、PCM端子#1の電圧値を測定す

る。

●#l端子の測定電圧値とNGSのモニタ値が

同じであれば、次のステップに進む。

●＃1端子の測定電圧値とNGSのモニタ値の

差が0.5V以上であれば、PCMのコネクタ

について以下の点を点検する。

・雌端子の開き不具合

・カプラ（ピン保持部）の破損

・ピンの黒色変色

･ハーネスとピンのカシメ不具合

（2）異常発生時、センサ端子＃2の電圧値を測定す

る。

●＃2端子の測定電圧値とNGSのモニタ値の

差が0.5V以上であれば、ハーネスの断線

（断続的なものを含む）の点検をおこなう。

●＃2端子の測定電圧値とNGSのモニタ値が

同じであれば、センサのコネクタについて以

下の点を点検をし、不具合がなければステッ

プ2に進む。

●雌端子の開き不具合

・カプラ（ピン保持部）の破損

・ピンの黒色変色

・ハーネスとピンのカシメ不具合(ゆるみ、

カシメ箇所のミス）

2.GND系統を点検する。

（1）センサ＃3端子がOVであることを確認する。

●＃3端子がOVであれば、ステップ3に進

む。

。＃3端子が0Vでなければ、以下の点を点検

する。
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・ハーネスの断線(断続的なものを含む）
●雌端子の開き不具合

●カプラ（ピン保持部）の破損
・ピンの黒色変色

・ハーネスとピンのカシメ不具合(ゆるみ、
カシメ箇所のミス）

3･センサのカプラを切り離し、センサ内部の導通を
確認し、導通がない場合はセンサを交換する。

●＃3端子の測定電圧値がB+であれば、セン

サのコネクタについて以下の点を点検し、不
具合がなければステップ3に進む。
・雌端子の開き不具合

・カプラ（ピン保持部）の破損
･ピンの黒色変色

●＃3端子の測定電圧値がB+以外であれば、
以下の点を点検する。

・ハーネスの断線(断続的なものを含む）

・ハーネスとピンのカシメ不具合(ゆるみ、
カシメ箇所のミス）

3.GND系統を点検する。

（1）センサ＃4端子が0Vであることを確認する。
・＃4端子が0Vであれば、ステップ4に進
む。

。＃4端子がOVでなければ、以下の点を点検
する。

・ハーネスの断線(断続的なものを含む）
・雌端子の開き不具合

・カプラ（ピン保持部）の破損
･ピンの黒色変色

・ハーネスとピンのカシメ不具合(ゆるみ、
カシメ箇所のミス）

4.センサのカプラを切り離し、センサ内部の導通を
確認し、導通がない場合はセンサを交換する。

可変抵抗タイプ2

帥

1.入力信号系統を点検する。

（1）異常発生時、PCM端子#1の電圧値を測定す
る。

o#1端子の測定電圧値とNGSのモニタ値が
同じであれば、次のステップに進む。
●#l端子の測定電圧値とNGSのモニタ値の
差が0.5V以上であれば、PCMのコネクタ
について以下の点を点検する。
・雌端子の開き不具合

・カプラ（ピン保持部）の破損
・ピンの黒色変色

・ハーネスとピンのカシメ不具合(ゆる
み、カシメ箇所のミス）

（2）異常発生時、センサ端子＃2の電圧値を測定す
る。

●＃2端子の測定電圧値とNGSのモニタ値の
差が0.5V以上であれば、ハーネスの断線(断
続的なものを含む)の点検をおこなう。
●＃2端子の測定電圧値とNGSのモニタ値が
同じであれば、センサのコネクタについて以
下の点を点検をし、不具合がなければステッ
プ2に進む。

・雌端子の開き不具合

・カプラ（ピン保持部）の破損
・ピンの黒色変色

・ハーネスとピンのカシメ不具合(ゆるみ、
カシメ箇所のミス）

2.電源系統を点検する。

（1）センサ＃3端子がB+であることを確認する。

スイッチ・タイプ

、
つ
グ

PC

【

1.PCM端子#lの電圧値を測定し、スイッチOF

Fの時はB+、スイッチONの時は0Vであるこ
とを確認する。

●＃1端子の測定電圧値とNGSのモニタ状態
が同じであれば、次のステップに進む

●#l端子の測定電圧値とNGSのモニタ状態
が異なれば、PCMのコネクタについて以下
の点を点検する。

・雌端子の開き不具合

・カプラ（ピン保持部）の破損
・ピンの黒色変色

・ハーネスとピンのカシメ不具合(ゆるみ、
カシメ箇所のミス）

4．
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2.スイッチ端子＃2の電圧値を測定し、スイッチO

FFの時はB+、スイッチONの時は0Vである

ことを確認する。

●＃2端子の測定電圧値とNGSのモニタ状態

が異なれば、ハーネスの断線(断続的なもの

を含む)の点検をおこなう。

●＃2端子の測定電圧値とNGSのモニタ状態

が同じであれば、スイッチのコネクタについ

て以下の点を点検をし、不具合がなければ次

のステップに進む。

・雌端子の開き不具合

・カプラ（ピン保持部）の破損

・ピンの黒色変色

・ハーネスとピンのカシメ不具合(ゆるみ、

カシメ箇所のミス）

3.スイッチ＃3端子0Vであることを確認する。

。＃3端子がOVであれば、次のステップに進
む。

o#3端子がOVでなければ、スイッチのコネ

クタについて以下の点を点検する。

・ハーネスの断線(断続的なものを含む）

・雌端子の開き不具合

・カプラ（ピン保持部）の破損

・ピンの黒色変色

・ハーネスとピンのカシメ不具合(ゆるみ、

カシメ箇所のミス）

4.スイッチのカプラを切り離し、スイッチをONに

した時、スイッチ内部の導通を確認し、導通がな

い場合はスイッチを交換する。

参考

・エア吸い込みがある場合、該当箇所にルーセン
をふきつけた際、エンジン回転に変化があらわ
れる。

アイドル回転数制御点検

く水温補正点検＞

SST(NGS/DT-S1000)を使用しない場合

注意

・ダイァグノシス・コネクタの短絡端子を間違え

ると故障の原因となる為、定められた端子を短

絡する。

1.タコ・メータをダイアグノシス・コネクタIG-

端子に接続する。

稗〒鞘

舅工田
IG－端子、

2.エンジン冷間状態で､エンジンを始動する。

3.始動後、ラフ・アイドル（回転が低すぎる）が発

生していないことを確認する。

4.ラフ．アイドルが発生している場合、以下の点検

を行う。

oPCM端子電圧（参照：制御装置系統、バワー

トレイン・コントロール・モジュール点検）

．水温信号

・・ISCソレノイド・バルブー固着、通路の詰ま

り

･スロットル・ボディー冷却水通路の詰まり（ア

イシング）

5.暖気が進むにつれて、エンジン回転数が徐々に下

がっていくことを確認する。

6.エンジン回転数の下降が確認できない場合、以下

の点検を行う。

oPCM端子電圧（参照：制御装置系統、バワー

トレイン・コントロール・モジュール点検）

・水温信号

olSCソレノイド・バルブー固着

（参照：吸気装置系統、ISCソレノイド・バ

ルブ点検）

システム点検

インテーク・マニホールド負圧点検
1.吸気系の各ホース類が確実に取付けられているこ

とを確認する。

2.エンジンを暖機する。

3.バキューム・ゲージを使用して、アイドル時のイ

ンテーク･マニホール隙負圧を測定する。

標準値

60.0kPa{450mmHg}以上

4.標準値以下の場合、以下の点検を行う。

・アクセル・ケーブルの遊び

･圧縮圧力（参照：セクションB、圧縮圧力点
検）

・エア吸い込み（スロットル・ボデー取付け部、

フューエル・インジエクタ取り付け部、PCV

バルブ取り付け部、インテーク・マニホールド
取り付け部）
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SST(NGS/DT-S1000)を使用する場合
1.SSTを接続する。

088017

酷

グノシス・

夕

2.PIDデータ・モニタ・アンドレコード機能
(NGS)またはリアル･タイム・モニタ機能
(DT-S1000)を使用して、以下のPCM入出
力信号をモニタする。

.oECT(NGS)/エンジン水温(DT-S
1000)

olACV(NGS)/ISC駆動時間(DT-
S1000)

●RPM(NGS)/エンジン回転数(DT-S
1000)

3.エンジン冷間状態で、エンジンを始動する。
4.始動後、ラフ・アイドル（回転が低すぎる）が発
生していないことを確認する。

5.ラフ・アイドルが発生している場合、以下の点検
を行う。

(1)ECT、IACV(NGS)/エンジン水温、
ISC駆動時間(DT-S1000)のいづれかが

異常値の場合、以下の点検を行う。

（参照：制御装置系統、水温センサ点検）
（参照：吸気装置系統、ISCソレノイド・バ
ルブ点検）

・異常値の信号系の点検

(2)ECT、IACV(NGS)/エンジン水温、
ISC駆動時間(DT-SlOOO)ともに正常値
の場合、以下の点検を行う。

●ISCソレノイF・バルプー固着、通路の詰ま
り

・スロットル・ボディー冷却水通路の詰まり（ア
イシング）

6.暖気が進むにつれて、エンジン回転数が徐々 に下
がっていくことを確認する。

7.エンジン回転数の下降が確認できない場合、以下
の点検を行う。

(1)ECT、IACV(NGS)/エンジン水温、

ISC駆動時間(DT-S1000)のいづれかが

異常値の場合、以下の点検を行う。

（参照：制御装置系統、水温センサ点検）

（参照：吸気装置系統、ISCソレノイド・バ
ルブ点検）

・異常値の信号系の点検

(2)ECT、IACV(NGS)/エンジン水温、

ISC駆動時間(DT-S1000)ともに正常値
の場合、以下の点検を行う。

olSCソレノイド・バルブー固着

（参照：吸気装置系統、ISCソレノイド・バ
ルブ点検）

＜負荷補正点検＞

1．エンジンを暖機し、アイドル状態にする。

参考

●イグニッション・スイッチONまたはエンジン

回転中にISCソレノイド・バルブのコネクタ
を切り離すと、PCMはイグニッション・ス

イッチOFFするまでISCソレノイド・バル

ブの通電をカットする（フェール・セーフ）た
め、再度コネクタを接続してもISCソレノイ
ド・バルブは作動しない。また、サービス・

コードをメモリするため、作業終了時はサービ

ス・コードの消去を忘れないようにする。

2.ISCソレノイド・バルブのコネクタを切り離し

たとき、ラフ・アイドル（回転低下）もしくはエ
ンストすることを確認する。

3.アイドル状態が変化しない場合、以下の点検を行
う。

SST(NGS/DT-S1000)を使用しない場合
。以下の点検を行う。

●ISCソレノイド・バルブー固着、通路の詰ま
り

oPCM端子電圧（参照：制御装置系統、バワー

トレイン・コントロール・モジュール点検）
･ISC制御信号

F-94

唾
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トラブルシューティング

SST(NGS/DT-S1000)を使用する場合

1.ISCソレノイド・バルブのコネクタを接続し、

一旦イグニッション・スイッチOFFにする。
2.SSTを接続する。

標準値

B6-ZE[RS]

08

酷
グノシス

タ

3.エンジンを始動し、アイドル状態にする。

4.シミュレーション・テスト機能(NGS)/シ

ミュレーション機能(DT-S1000)のIACV

(NGS)/ISCソレノィド・バルブ(DT-
S1000)を使用して、ISCソレノイド・バルブ

を100%デューテイ値にて作動させたとき、エンジ

ン回転数が上昇することを確認する。

（1）エンジン回転数が変化する場合、PCMを交換
する。

（2）エンジン回転数が変化しない場合、以下の点検
を行う。

olSCソレノイド・バルブー固着、通路の詰ま
り

5.PIDデータ・モニタアンドレコード機能
(NGS)またはリアル・タイム・モニタ機能

(DT-S1000)を使用して、以下のPCM入出
力信号をモニタする。

●A/CSW(NGS)/A/C信号(DT-
S1000)

･ALTF(NGS)/オルタネータ制御デユー
ティ値(DT-S1000)

●IACV(NGS)/ISC駆動時間(DT-
S1000)

●PSPSW(NGS)/P/Sプレッシャ信
号(DT-S1000)

●RPM(NGS)/エンジン回転数(DT-S
1000）

6.下表を参照して、各負荷を作動させたとき、エン

ジン回転数が標準値になることを確認する。

BP-ZE[RS]
芽

；

臣の低I土臘

*l:ヘッド・ライト

リヤ・デフロスタ

クーリング・ファン

（電気負荷の合計が30A以上）

*2：コンプレッサの圧力(A/Cプレッシャ・スイッ
チON時）が高いときのみ

7.標準値外の場合、関連する部品および、ハーネ

ス、コネクタを点検する。

郡

弍

曹

参
繭

可変慣性吸気制御点検

1.車両をシャシ・ローラにセットする。

2.SSTを接続する。

閉088

■KOH呂剛

酷
グノシス・

夕
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負荷状態

アイドル回転数(rpm)

MT車
AT車

N，Pﾚﾝﾂ゙ Dレンジ

電気負荷ON時＊1

P/S作動時

A/C作動時＊2

無負荷時

800～900

(85050)

750～850

(800±50)

950～1050

(1000±50)

750～850

(800±50）

750～850

(800±50)

700～800

(750±50）

負荷状態

アイドル回転数(rpm)

MT車
AT車

N，Pﾚﾝﾌ゙ Dレンジ

電気負荷ON時＊1

P/S作動時

A/C作動時＊2

無負荷時

750～850

(800±50）

950～1050

(100050)

０
；
５
０
８
胡
－
０
０
０
５
８
７
く

750～850

(800f50)

700～800

(750士50)



トラブルシューティング
DT-S1000使用時

088

o990Aq 0880

088001A

3.PIDデータ・モニタアンドレコード機能の
「RPM」またはリアル・タイム・モニタ機能の
「エンジン回転数」を選択する。

4.エンジン回転数5250rpm以上で、ロッドが作動す
ることを確認する。

5.標準外の場合、以下の点検を行う。
。常時ロッドが作動しない場合

（1）イグニッション・スイッチをONにする。
（2）シミュレーション・テスト機能の「VICSV」
またはシミュレーション機能の「可変慣性吸気制
御」を使用して可変慣性吸気ソレノイド・バルブ

を作動させたときの作動音を確認する。

（3）作動音が確認できる場合、以下の点検を行う。
・バキューム・ホースの抜け、損傷

（インテーク・マニホールドーバキユーム・
チヤンバ～可変慣性吸気ソレノイド・バルブ～

シャッタ・バルブ・アクチュエータ）

・シャッタ・バルブ・アクチュエータ作動点検

（4）作動音が確認できない場合、以下の点検を行
う。

・可変慣性吸気ソレノイド・バルブ通気点検
・ハーネス・コネクタの断線

（メイン・リレー～可変慣性吸気ソレノイド・
バルブ～PCM)

。常時ロッドが作動する場合

（1）イグニッション・スイッチをONにする。
（2）シミュレーション・テスト機能の「VICS

V」またはシミュレーション機能の「可変慣性
吸気制御」を使用して可変慣性吸気ソレノイ
ド・バルブを作動させたときの作動音を確認す
る。

（3）作動音が確認できる場合、以下の点検を行う。
・シャッタ・バルブ・アクチュエータ作動点検

（4）作動音が確認できない場合、以下の点検を行
う。

・可変慣性吸気ソレノイド・バルブ通気点検
・ハーネス・コネクタの短絡

（可変慣性吸気ソレノイド・バルブ～PCM)

・作動範囲が異なる場合

（1）以下の点検を行う。

PCM端子電圧(PIDデータ・モニタアン

ドレコード機能またはリアル・タイム・モニ
タ機能使用）

･エアフロ・センサ電圧

燃圧点検

警告

●燃料は容易に引火し非常に危険な為、作業中や
燃料の近くは火気を近づけてはならない。
・燃料が飛散すると皮膚や目を刺激するだけでな

く、引火による災害を招く恐れがあるので、作

業前に燃料防止作業を行う。（参照：燃料装置
系統、作業前の注意点、燃料飛散防止作業）

1.バッテリ（一）ケーブルを切離す。

2．燃圧計をフューエル・フィルタ（高圧側）～

フユーエル・デイストリビユータ間に取付ける。

。

睡加

3.バッテリ（一）ケーブルを接続する。

注意

･ダイァグノシス・コネクタの短絡端子を間違え
ると故障の原因となる為、定められた端子を短
絡する。

4.ジャンバ・ワイヤを使用してダイアグノシス．コ

ネクタ内のF/P端子をGND端子に短絡する。

GND
P端子

5.イグニッション・スイッチをONにして、燃圧を
測定する。

F－96

C

勘



ﾄラブルシューティング

標準値

260～310kPa{2.6～3.2kgf/cm2}

6.イグニッション・スイッチをOFFにし、ジャン

バ・ワイヤを取外す。

7.燃圧が標準値より高い場合、フューエル・ポンプ

の締切圧点検をする。

締切圧が正常の場合、プレッシャ・レギュレータ

及びフューエル・リターン･ホースの詰まりを点

検する。

8.燃圧が標準値より低い場合、フューエル・リター

ン・ホースをつまんだ時の燃圧を点検する。

・燃圧が急激に上昇する場合、プレッシャ・レ

ギュレータを点検する。

o燃圧がゆっくりと上昇する場合、フユーエル・

ポンプの締切圧を点検する。

締切圧が正常の場合、フューエル・ポンプ～プ

レッシャ・レギュレータ間の詰まりを点検す

る。

燃圧保持点検

警告

･燃料は容易に引火し非常に危険な為、作業中や

燃料の近くは火気を近づけてはならない。

・燃料が飛散すると皮膚や目を刺激するだけでな

く、引火による災害を招く恐れがあるので、作

業前に燃料飛散防止作業を行う｡（参照：燃料

装置系統、作業前の注意点、燃料飛散防止作

業）

1.バッテリ（一）ケーブルを切離す。

2.燃圧計をフューエル・フィルタ（高圧側）～

フユーエル・デイストリビュータ間に取付ける。

。

、Ⅷ

3.バッテリ（－）ケーブルを接続する。

注意

・ダイアグノシス・コネクタの短絡端子を間違え

ると故障の原因となる為、定められた端子を短

絡する。

4.ジャンパ・ワイヤを使用してダイアグノシス・コ

ネクタ内のF/P端子をGND端子に短絡する。

F/P端子
GND端子

5.イグニッション・スイッチを10秒間ONにする。

6.イグニッション・スイッチをOFFにし、5分後

の燃圧を測定する。

標準値

150kPa{1.5kgfｿcm2}以上

7.ジャンバ・ワイヤを取外す。

8.燃圧が標準値より低い場合、フューエル・リター

ン・ホースをつまんだ時に燃圧が保持するか点検

する。

・保持する場合、プレッシャ・レギュレータを交

換する。（参照：燃料装置系統、プレッシャ・

レギュレータ交換）

F－gア

＄



ﾄラブルシューティング

・保持しない場合、フユーエル・ポンプ保持圧点
検をする。

9．フューエル・ポンプ保持圧が正常な場合、フュー
エル・インジエクタおよびフューエル・ラインか
らの燃料の漏れを点検する。

標準値外の場合、以下を点検する。
サーキット・オープニング・リレー

イグニッション・スイッチ～サーキット・オー
プニング・リレー～フューエル・ポンプ．レジ

スタ～フユーエル・ポンプ間のハーネス、コネ
クタ

動
●
●

く

フユーエル・ポンプ作動点検

SST(NGS/DT-S1000)を使用しない場合 SST(NGS/DT-S1000)を使用する場合
1.SSTを取付ける。

注意

・ダイァグノシス・コネクタの短絡端子を間違え
ると故障の原因となる為、定められた端子を短
絡する。

088017

1.ダイアグノシス・コネクタ内のF/P端子とGN
D端子をジャンバ・ワイヤを使用して短絡する。

唾
グノシス・
夕

DT-S1000使用時

08

P端子
GND

990A
昭08

2.フィラ・キャップを取外す。

3.イグニッション・スイッチをONにして、フユー
エル・ポンプの作動音を確認する。
4.ジャンバ・ワイヤを取外す。

5.作動音が確認できない場合、フューエル・ポン
プ・コネクタ（ハーネス側)B端子の電圧を測定
する。

4908800』

2.フィラ・キャップを取外す。

3.イグニッション・スイッチをONにする。
4.シミュレーション・テスト機能の「.FRRL

Y」または、シミュレーション機能の「サーキッ
ト・オープニング・リレー」を使用して、現在O
FFのサーキット・オープニング、リレーをON

させた時、フューエル・ポンプの作動音が聞こえ
ることを確認する。

5.作動音が確認できない場合、フユーエル・ポン
プ・コネクタ（ハーネス側)B端子の電圧を測定
する。

墓

に証

に韮標準値

バッテリ電圧（イグニッション・スイッチ○N)

(1)標準値の場合、以下を点検する。

●ダイアグノシス・コネクタ内F/P端子～サー
キット・オープニング・リレー間のハーネス、
コネクタ

･フューエル・ポンプ導通点検

F-98
ｌ
ｌ
ｒ
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トラブルシューティング

標準値

バッテリ電圧（イグニッション．スイッチON)
6.負圧が断続的に作用することを確認する。

7.負圧が全く確認できない場合、以下の点検を行
う。

標準値の場合、以下を点検する。

フユーエル・ポンプ導通点検

標準値外の場合、以下を点検する。

サーキット・オープニング・リレー

イグニッション・スイッチ～サーキット・オー

プニング・リレー～フューエル・ポンプ・レジ

スタ～フューエル・ポンプ間のハーネス、コネ

クタ

Ｄ
●
鋤
●
●

Ｉ
く

SST(NGS/DT-S1000)を使用しない場合

1.以下の点検を行う。

oPCM端子電圧（参照：制御装置系統、バワー

トレイン・コントロール・モジュール点検）

水温信号

・バージ・ソレノイド・バルブ

SST(NGS/DT-S1000)を使用する場合

1.S.STを接続する。フユーエル・ポンプ制御点検

SST(NGS/DT-S1000)を使用しない場合

1.クランキングしたとき、サーキット・オープニン

グ・リレーより作動音が聞こえることを確認す

る。

8817
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DT-S1000使用時

2．作動音が確認できない場合、サーキット．オープ

ニング・リレーを点検する。

3．サーキット・オープニング・リレーが正常な場

合、以下の点検を行う。

●PCM端子電圧（参照：制御装置系統、バワー

トレイン・コントロール・モジュール点検）

･イグニッション・スイッチ

･メイン・リレー～サーキット・オープニング・

リレー～PCM間のハーネス、コネクタ

80囮呂､P理、Ⅲ

49．、00

、
Ｉ
グ

2.イグニッション・スイッチをONにする。

3.PIDデータ・モニタアンドレコード機能の

「ECT」またはリアル・タイム・モニタ機能の

「エンジン水温」を使用して、現在、エンジン冷

却水温が60℃以上であることを確認する。

4.エンジン暖機後にかかわらず、エンジン冷却水温

が60℃以下を表示する場合、水温センサを点検す

る。

5.シミュレーション・テスト機能の「PRGV」ま

たはシミュレーション機能の「バージ・ソレノイ

ド・パルプ」を使用して、バージ・ソレノイド・

バルブを50％デューテイ値にて作動させた時、

バージ・ソレノイド・バルブの作動音を確認す

る。

（1）作動音が確認できる場合、以下の点検を行う。

・インテーク・マニホールド～バージ・ソレノイ

ド・バルブ間バキューム・ホースの抜け、損傷

パージ制御点検

1.エンジンを始動する。

2.バージ・ソレノイド・バルブからチヤコール・

キャニスタに通じているバキユーム・ホースを切

離し、.ボートに指をあてる。

3.エンジン冷間時（エンジン冷却水温60℃以下)、

負圧が作用していないことを確認する。

4.負圧が作用している場合、以下の点検を行う。

oPCM端子電圧（参照：制御装置系統、バワー

トレイン・コントロール・モジュール点検）

水温信号

・バージ・ソレノイド・パルプ

5.エンジンを暖機する。

F-gg



(2)作動音が確認できない場合、以下の点検を行
う。

・バージ・ソレノイド・バルブ

メイン・リレー作動点検

1.イグニッション・スイッチをON←OFFしたと
き、リレー・ボックス内のメイン・リレーから作
動音が聞こえることを確認する。

識
2．作動音力瀧認できない場合、以下の点検を行う。
●メイン・リレー

●イグニッション・スイッチ～メイン・リレー間
のハーネス、コネクタ

ファン制御点検

1.エンジンを冷間状態にする。

2.イグニッション・スイッチをONにする。
3.クーリング・ファンが停止している事を確認す
る。

4.クーリング・ファンが作動している場合、以下の
点検を行う。

3ST(NGS/DT-1000)を使用しない場合
1.以下の点検を行う。

●PCM端子電圧（参照：制御装置系統、バワー
トレイン・コントロール・モジュール点検
・クーリング・フアン制御信号
．水温信号

・クーリング‘ファン・リレー

・ハーネス、コネクタの短絡

（クーリング・ファン・リレー～PCM)

注意

●ダイァグノシス・コネクタの短絡端子を間違え
ると故障の原因となる為、定められた端子を短
絡する。

1.SSTもしくはジャンバ・ワイヤを使用してダイ
アグノシス・コネクタ内のTEN端子とGND端
子を短絡する。

ジャンパ・ワイヤ

EN端子
GND端

田工田
3.アクセル・ペダルを踏み込んだとき、クーリン
グ・ファンが作動することを確認する。
4.クーリング・ファンが作動しない場合、以下の点
検を行う。

・PCM端子電圧（参照：制御装置系統、バワー

トレイン・コントロール・モジュール点検）
・スロットル・ポジション・センサ信号
・テスト端子信号

・クーリング・ファン・リレー

・ハーネス、コネクタの断線（メイン・リレー～
クーリング・ファン・リレー～PCM)
・ハーネス、コネクタの断線（クーリング・ファ
ン・リレー～クーリング・ファン・モータ）
・クーリング・ファン・モータ

SST(NGS/DT-S1000)を使用する場合
1.SSTを接続する。

088017

088

DT-S1000使用時

990A

08800二

聖
グノシス・
夕

088

0880

2.PIDデータ・モニタアンドレコード機能の
「FAN2」、「FAN3」またはリアル・タイ
ム・モニタ機能の「クーリング・フアン制御｣、
「コンデンサ・ファン制御」を使用して、現在
クーリング・ファン制御信号がOFF状態である
事を確認する。

F-100
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トラブルシューティング

(1)クーリング・フアン制御信号がON状態の場
合、以下を点検する。

●PCM端子電圧(PIDデータ・モニタア

ンドレコード機能またはリアル・タイム・
モニタ機能使用）

・水温信号

(2)クーリング・ファン制御信号がOFF状態の場
合、以下を点検する。

・クーリング・ファン・リレー

・ハーネス、コネクタの短絡

（クーリング・ファン・リレー～PCM)

②作動が確認できない場合、以下を点検す
る。

シミュレーション・テスト機能の「FAN

2」、「FAN3」またはシミュレーション機能
の「クーリング・フアン・リレー｣、「コンデン
サ・ファン・リレー」を使用して、現在OFF

状態のクーリング・ファン・リレーをON状態
にした時クーリング・ファン・リレーの作動音
を確認する。

作動音が確認できる場合、以下を点検する。

ハーネス、コネクタの断線（クーリング・ファ

ン・リレー～クーリング・フアン・モータ）

クーリング・ファン・モータ

作動音が確認できない場合、以下を点検する。
クーリング・ファン・リレー

ハーネス、コネクタの断線（メイン・リレー～

クーリング・フアン・リレー～PCM)

(3)

鋤
●
く

注意

・ダイァグノシス・コネクタの短絡端子を間違え
ると故障の原因となる為、定められた端子を短
絡する。

．
副
●
●

く

）

3.SSTもしくはジャンバ・ワイヤを使用してダイ

アグノシス・コネクタ内のTEN端子とGND端
子を短絡する。

点火時期制御点検

1.エンジン冷間状態で、タイミング・ライトを接続
する。

2.クランキングする。

3.クランク・プーリ合いマーク（白色）が標準値内
にあることを確認する。

ジャンパ・ワイヤ

EN端子

GND端

,■■■■
■■■■■ 標準値（水温80｡C以下のクランキング時固定値）

BTDC6o士1｡(5～7｡）

合いマ

4.標準値外の場合、以下の点検を行う。．

oPCM端子電圧

(SGC制御信号および関連するハーネス、コ
ネクタ）

●クランクシャフト・ポジション・センサ

●カムシャフト・ポジション・センサ

･イグナイタおよび関連するハーネス、コネクタ

5.エンジンを暖機する。

6.点火時期が正常であることを確認する。

7.エンジン回転を上昇させたとき、(TEN端子開

放）点火時期が進角することを確認する。

8.進角が確認できない場合、以下の点検を行う。
●エアフロ・センサ

田工田
4.アクセル・ペダルを踏み込んだとき、クーリン

グ・ファンが作動することを確認する。

5.クーリング・ファンが作動しない場合、以下の点
検を行う。

(1)SSTを接続する。

（2）シミュレーション・テスト機能の「FAN

2」、「FAN3」またはシミュレーション機能
の「クーリング・ファン・リレー｣、「コンデン
サ・ファン・リレー」を使用して、現在OFF

状態のクーリング・ファン・リレーをON状態
にした時クーリング・フアンの作動を確認す
る。

①作動が確認できる場合、以下を点検する。
●PCM端子電圧(PIDデータ・モニタ

アンドレコード機能、リアル・タイム・
モニタ機能使用）

●TEN(NGS)/テスト・モード信号
(DT-S1000)

●TPV(NGS)/スロットル．ポジ
ション．センサ電圧(DT-SlOOO)

、
一
画
・
■
・
■
５
分
口
“
一
宮
妻
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ﾄラブルシューティング

A/Cカット制御

1.エンジンを始動する。

2．A/CスイッチをONにする。

3.A/Cが作動(A/Cコンプレッサの電磁クラッ
チが締結）することを確認する。

4．A/Cが作動(A/Cコンプレッサの電磁クラッ
チが締結）しない場合、A/Cのトラブルシュー
ティングを行う。

5.車両をシャシ・ローラにセットする。
6.スロットル・バルブを全開にしたとき、電磁ク
ラッチが2～5秒間締結解除されることを確認す
る。(MT車:1速、AT車:Dレンジ）
7.解除が確認できない場合、以下を点検する。

SST(NGS，DT-S1000)使用時
1.SSTを取付ける。

88017

08

DT-S1000使用時

0990A

49088全

詮
グノシス・

夕

49088

08800

2.A/CスイッチをOFFにする。

3.イグニッション・スイッチをONにする。
4.シミュレーション・テスト機能の「A/CRL
Y」またはシミュレーション機能の「A/Cリ
レー」を使用して、現在OFFのA/Cリレーを
ONした時、A/Cリレーの作動音を確認する。
（1）作動音が確認できる場合、以下を点検する。
・PCM端子電圧（参照：制御装置系統、バワー

トレイン・コントロール・モジュール点検）
・スロットル・ポジション・センサ信号

（2）作動音が確認できない場合、以下を点検する。
。A/Cリレー

SST非使用時

1．以下を点検する。

●A/Cリレー

・PCM端子電圧（参照：制御装置系統、パワー

トレイン・コントロール・モジュール点検）
・スロットル・ポジション・センサ信号

火花点検

1．サーキット・オープニング・リレーを取外す。

2．各ハイテンション・コード、コネクタが正常に接
続、かん合していることを確認する。
3．以下の方法で点検する。

警告

●火花点検を行う際は、火花点検を行う際は、強いショックを受ける恐

れがあるため、体をボデーに接触しないように
する。

F-102
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トラブルシューティング

フユーエル・インジエクタ作動点検

|ェ

F-10S

ｽﾃｯﾌ゚ 点検 処置
1 スパーク・プラグからハイテンション・コード

を切離し、エンジン本体などのアース面に5～

10ミリ距離をおき、クランキングする。青白

く、強い火花が確認できるか（全気筒）

恥s

No

点火装置系統正常

特定気筒のみ確認できない場合、ステップ2に進む

全気筒確認できない場合、ステップ3に進む

2 該当気筒のハイテンション・コード抵抗値は正

常か

標準値16kQ[1メートル当り］

恥s

No

次のステップに進む

ハイテンション・コードを交換する

3 PCM、イグニッション・コイル、イグナイタ

のコネクタの接続、かん合状態は正常か

恥s

No

次のステップに進む

修理または交換する
4 イグニッション・コイルを点検する

イグニッション・コイルは正常か？

恥s

No

以下の部品を点検する

●
●
カムシャフト・ポジション・センサ

PCM端子電圧

壷制御装置系統、バワートレイン・コントロール・モ

●

ジュール点検

SGC制御信号および関連するハーネス、コネクタ

イグニッション・コイルを交換する

ｽﾃｯﾌ゚ 点検 処置
1 クランキング時、全気筒共にフューエル・イン

ジェクタの作動音が確認できるか（サウンド．

スコープ等を使用する）

恥s

No

フユーエル・インジエクタ作動系統正常

全気筒確認できない場合、ステップ2に進む

特定気筒のみ確認できない場合、ステップ3に進む
2 メイン・リレー作動点検を行う

メイン・リレーの作動は正常か

舵s

No

以下の点検を行う

●

●
●

フユーエル・インジエクタの電源系統に関連するハー

ネス、コネクタ

PCMコネクタ

フューエル･インジェクタ・アースおよび関運する

ハーネス、コネクタ

修理または交換する
3 作動音力轆認できないフューエル・インジェク

タを取外し、作動音が確認できるコネクタに取

付け、再びクランキングする

作動音力瀧認できるか

恥s

No

次のステップに進む

フユーエル・インジエクタを交換する

壷燃料装置系統、フユーエル・インジエクタ取外し／取
付け

4 作動音が確認できなかったハーネス、コネクタ

は正常か（断線、短絡）

恥s

No

該当するフューエル・インジェクタのPCM端子電圧を

点検する

修理または交換する



トラブルシューティング

燃料カット制御点検

1.エンジンを暖機し、アイドル状態にする。
2.電気負荷、A/CスイッチをOFFにする。

3.サウンド・スコープまたは膜ライバを使用して、

全気筒のフューエル・インジェクタ作動音を確認
する。

（1）スロットル・バルブを開き、エンジン回転数を

4,000rpmにする。

（2）スロットル・バルブを瞬時に閉じたとき、約

1,500rpmまでフユーエル．インジエクタの作

動音が停止し、約1,500rpm以下で再び作動音
がすることを確認する。

①全気筒作動停止音力聴認できない場合、以
下の点検を行う。

oPCM端子電圧（参照：制御装置系統、パ

ワートレイン・コントロール・モジュール

点検）

スロットル・ポジション・センサ信号

②特定気筒のみ作動停止音力轆認できない場
合、以下の点検を行う。

・該当するフューエル・インジェクタおよび

関連ハーネス、コネクタ

③全気筒作動停止音は確認できるカミ復帰回転
数力螺準値外の場合、以下の点検を行う。

oPCM端子電圧（参照：制御装置系統、パ

ワートレイン・コントロール・モジュール

点検）

インヒビタ・・スイッチ信号(AT車）

ニュートラル・クラッチ・スイッチ信号
(MT車）

水温信号

4.車両をシャシ・ローラに乗せる。

●SST(NGS，DT-S1000)を使用する
場合

1.SSTをダイアグノシス・コネクタに接続する。

08817

088

酷
グノシス・

夕

DT-S1000使用時

088

099且 08800

49088001

2.PIDデータ・モニタアンドレコード(NG
S)または、リアル・タイム・モニタ(DT-S
1000)のエンジン回転数を選択する。

●SST(NGS，DT-S1000)を使用しな
い場合

●SST(NGS，DT-S1000)を使用する

場合、以下の点検を行う。
(1)SSTを接続する。

(2)PIDデータ・モニタアンドレコード機能

またはリアル・タイム・モニタ機能を使用し

て、インジェクタ駆動時間を確認する。

（3）アクセル・ペダルを踏み、エンジン回転数を

2,000rpmにする。(MT車:1速、AT車:D
レンジ）

（4）アクセル・ペダルを戻したとき（ブレーキは踏ま

ない)、約1,MIpmまでインジェクタ駆動時間が

Omsecを表示し、約1,0(X)I瓢以下で再び駆動時間

2～5msecが表示されることを確認する。

（5）確認できない場合、以下の点検を行う。

oPCM端子電圧（参照：制御装置系統、バワー

トレイン・コントロール・モジュール点検）
インヒビタ・スイッチ信号(AT車）

ニュートラル・クラッチ・スイッチ信号(MT
車）

注意

･ダイアグノシス・コネクタの短絡端子を間違え
ると故障の原因となる為、定められた端子を短
絡する。

1．タコ・メータをダイアグノシス・コネクタIG-
端子に接続する。

Ｇ

2.エンジン回転数を確認する。
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トラブルシューティング

● SST(NGS，DT-S1000)を使用しな

い場合、以下の点検を行う。

(1)アクセル・ペダルを踏み、エンジン回転数を

2,000rpmにする。(MT車:l速、AT車:D

レンジ）

(2)アクセルペダルを戻したとき（ブレーキは踏ま

ない)、約l,000rpmまでフユーエル・インジエ

クタの作動音が停止し、約1,000rpm以下で再

び作動音がすることを確認する。

(3)確認できない場合、以下の点検を行う。

・PCM端子電圧（参照：制御装置系統、パワー

トレイン・コントロール・モジュール点検）

インヒビタ・スイッチ信号(AT車）

ニュートラル・クラッチ・スイッチ信号(MT

車）

F
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